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発刊にあたって

本書は毘庫補助を受けて実施した 平成14年度の毘の辻遺跡調査硯究事業の報告書

です。

原の辻遺跡は，弥生時代を代表する大規模環濠集落で 百二本最吉の斡着き場も

され，大陸や朝鮮半島との交流を物語る数多くの遺物が出土しています。このことか

ら{差是正;径人伝jに記された「一支国jの「王者むと特定され，平成9年 9月に国史

跡，平成12年11月に冨特期史訴の指定を受けました。

今年震の調査は，台地酉鵠の芦辺町八反地涯と台地先端部の芦辺高元地区，そして

台地北東側の石田町高原地区で実施しました。八反地区では，環濠の一部が確認され，

台地i再開の環濠の状況がより詳しく明らかになりましたG 高立地区では，弥生時代後

期から古墳時代前期の住居並，弥生時代中期の壌土坑が確認されました。また石田町

高原地区では，複雑に掘ら ~Lた環濠や，道路状遺構の延長が確認されました。

このように，継続した調査によって当時の状況が少しずつ明らかになってきました。

これからも調査は続けられますが， r南北車種JL，国際的な感覚を身につけていた

←-^支国人と同じように，広い担野に立って調査研究を行っていきたいと考えています。

原の辻遺跡の調査成果が，学高資料として活用され，文化財の愛護に役立てていた

だければ幸いです。

平成15年 3月31日

長崎県教育委員会教育長 木村道夫
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1.本書は，涼の辻遺跡調査研究事業に持って実議した，平成14年震の涼の辻遺跡の発掘調査報告書

である o

i 本書に収録した遺跡の調査地区;え長崎県壱岐郡芦辺町深江鶴亀触字八反・宇高元，石田軒石田

西換字石FH高原に所在する。

3.調査は長崎操教育委員会が主体となり，原の辻遺跡調査事務所が担当した。
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蔵文化封センター主{壬靖究官)

原のi土遺跡謂査事務所所 長 高 野 晋 司

課 長(兼)野中議生(壱i技教育事務所)

係 長(兼)長岡正記(壱岐教育事務所〉

孫 長町田利幸

主任文化財保護主事福田一志

文化射保護主事藤村 誠(現場担当)

文化財保護主事小玉友持

文化立す保護主事中尾篤志;(現場担当)

調査協力 芦辺軒教育委員会・石田軒教育委員会・長関 信治(長締大学教育学部)

松井寺[l幸(北九州市立自然史歴史博物館)・村上 恭通(愛媛大学法丈学部)

4. 本書で慣用した遺物と遺携の実i~1jおよび製図は，原の辻遺跡調査事務所が行った。

5.本書に収録した遺物.l選出・写真類は，原の辻遺ib1F調査事務所に保管Lている O

6.本書の遺講写真は現場担当者が，遺物写真辻野I田利率が議影した。

7.本書の執筆担当者は本文目次に( )で示した。

8.本書で方位の基準としたのは議北である。図ではM Nの略字を使用した 0

9.本書では溝状遺構に SD，土坑に SK，住居主tにSBの略字を使用した。

10.本書の総編集は，中尾篤志が行った。
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1 .遺跡の立地と環境

上地理的環境

に飛び、石のように浮かぶ壱岐島は東西約15出，南北約17km，酉穣約138knl 対馬の 5分の1)，

対馬とともに長崎県に属し，人口は約 3万5千人で、ある。朝鮮半島の釜山から対馬まで、は約52km，対

馬から壱岐及び壱岐から福両県時多までは約67km，壱i技から住賀県呼子ーまで、は約26kmの距離にf立置す

るC 福潟県博多港と辻フェリー・ジェットブオイルで，佐賀県呼子港とはフェリーで結ぼれている O

長崎県への交通アクセスは航空機のみで，行政的には長崎県に属するものの丈化的・経済的には福岡

県との繋がり深い。

は全体が平坦な溶岩台地で，起伏は少なく最も高い岳の辻でも襟高は213mにすぎな ¥;'0 岳の辻

に tると， J立の辻遺跡を見捜すことができるし，晴れた日に;土対馬の島影を鬼ることもできる。現在

患の面積の30%が耕地で森林は39%である。険しい111々 からなり森林が島全体の90%を占める対馬と

は女子対照をなしている C 島の基盤は吉第三期麗で，玄武岩がその表面を覆い，弥生時代以降の籍式石

棺や古墳石室の石材として利用されている。気候は対馬暖流の影響を受け，全罰的に見るとおおむね

溢援な海洋性気候である O 年間降水量は本上部と比べると多いほうである。離高であるがゆえ自然環

境の破壊は都市部ほど進んで、おらず¥歴史・文化の研究フィールドとしてはとても有効な場所である O

中国の墜史書 f説志j倭人伝は 3i世紀i頃の壱較の様子を r.. .詳由議不足食・. . Jと記してい

るが，高南東部の「深江田原J:ま県内第 1の沖嶺平野で，有数の穀含地帯である。涼の辻遺語、はこの

平野の中にあ i)，南北方向に舌状に突き出した白地(諜高 8~18m) と現在の7](図面(標高 5 ~ 7m) 

からなる。遺跡、の範囲は約lOOhaである。環濠はその台地を取り巻くように巡り，環i表i有の面積は約

24haである O 遺跡北鰭には島内最大のi播鉾J11 (全長約 9km)が流れ，東へ約L5km進むと内海(うち

めパこ注ぎ，認は部ノ諸方面まで続いている。このJlIが弥生時代以降，島内の重要な交通jレートであっ

たことは間違いないc 遺跡思近は小高い山々で閉まtL，海から約 lkmしか離れていないにもかかわら

ず海からはその場所を確認できなしL
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2.墜史的環境

玄界濯に浮かぶ壱岐島は古くから対馬とともに大鹿や朝鮮半島との交流拠点として，また詰寄jての

要績として，その時々の国際情勢の中で様々な役割を諒じてきた。

III石器時代の遺物は，涼の辻遺跡・名i;JJ遺跡;など桟認されているがごくわずかである。

縄文時代の遺跡も実際に確認されているものは鎌崎海岸遺跡・名切遺跡・松崎遺跡など7遺跡程震

で，その大半が二子潮になって遺跡が現れる潮時帝遺拐、である c

それに対して，弥生時代の遺跡は島内で66カ所確認されている。弥生遺跡分布の特徴として，縄文

遺跡が壱I[疫島西側の海岸部に集中しているのによとべ，弥生遺跡は壱較島全体に広がっている c これは

漁労・採集長L会から農耕:社会への変化に対応したものと考えられる O また， 7附11の流域に多く位霞す

るのも特徴の一つであろう。ただし，島の北東部を流れる谷江111流域には遺跡が立地していない。こ

れは島の北東部は発達した海蝕窪で湾入が少ないことや，表面を玄武岩で覆われた低平会溶岩台地で

あるなどの地形的な条件から集落が形成されにくかったためと考えられる O

壱岐が初めて文献に登場するのは，日本の弥生時代，中国の竪史書 r謀志j倭人伝に「一支国jと

して紹介されたことに始まる。 r(対馬出から)高に識海という海を渡り，千余里行くと， 一大国(一

支国)に着く。長官は卑áií)，副官は~.奴母離と呼ばれている o J.よさは凶万三百里ばかり o 'r'rオド・叢林

が多く，三千ばかりの家がある。やや巴地があるが，食べるには足らない。 高北に海を;患って米など

を買ってくる。j短いが3世紀前半頃の壱岐を知る畏重な記述である c

現在壱岐島内で[一支国iの拠点集落と考えられる遺跡は，原の辻遺跡・カラカミ遺跡・車出遺跡;

である。

原の辻遺跡は遺跡の範毘，二遺構・遺物の賓・童A ともに他を圧倒している。集落の形成は弥生時

代前期末に拾まり，弥生時代中期前半には多重の環譲を掘削して大集落として整需されていく。その

後弥生時代後期に環濠の再整備を経て，古墳時代前期に環濠は埋まり集落は解体していった。

台地頂上部で、は，集落の仁Ti1K部分とみられる高来式建物群が，その周辺では住居祉が確認されてい

る。また台地西1l!U1，丘地では東アジアで最古の魁着き場誌や水田畦畔遺構も確認されている。そして遺

跡の甫部を中心に，それぞれの時期ごとに墓域が形成されているc 特に石由大京地互の墓域からは，

多鐙縮丈鏡と紹形鋼斜が出土し，この地区が原の辻遺跡の初期王墓であることがわかったっこういっ

た調査の結果から原の辻遺践、は，罷人伝に記載された留のrjlで唯一支国の都として特定された。

原の辻遺跡で特;こ13:8されるのは大窪・朝鮮半島系の遺物の豊富さである。貨泉・五鉢銭・大泉五

十などの中間の貨fi与や朝鮮半島系摂丈主器・楽j良系土器・三韓系瓦質土器.pi待費土器，内行花文鏡や

戦国式銅剣など数え上げればきりがない。「南北市緯jの言葉どおり，海をj疫りこの地を訪れた人々

との活発な交流を物語る。また， r人E耳石j と呼ばれる岩鵠は祭記に用いられたと考えられ，全国で

も例のない貴重な遺物である。

カラカミ遺動は，メ日間続出の中流右岸に点在する遺跡群の中心で，原の辻遺跡と同じく弥生時代前

期末から集落の形成が拾まっている。高地に註置するものの環譲が巡り，朝鮮半島系の瓦質土器や楽

j良系滑石混入土器の出土は，大窪との額繁な交流を伺わせる c 獣骨製の話・ヤス・アワピおこしなど

の漁労関採の遺物が多く，漁労や交易に従事した集団の基地的な集落であった可能性が強いc また方

一一 2 -
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格規矩鏡や5見識， ト骨も出土するなど原の辻遺跡との類似J投は大きいが，集落の規模が小さく，遺跡

群の中心集落ではあるものの原の辻遺跡の集毘よりも措層的に下位にあったと考えられる。

i播鉾JI!上流の遺跡群の中心が車出遺跡である。車市遺跡の{立置する梅田地区は壱岐西部で辻較的ま

とまりのある平野部が形成され，その中心にあたる鉢形 LIJ には i日式内社で壱岐----~の宮と称される天手

長男神社が位置する c 方格競矩鏡・黄泉が出土し，祭程的な性格を持っと忠われる土器溜やト骨も確

認されている。最近の謁査結果から隣接する田ノ上遺跡や戸田遺跡なども i事出遺跡の範轄としてとら

えられ，当時の品支今の有力な集屈がここにも存在したとも考えられる。しかし涼の辻遺跨と閉じ

水系で夜隷で約 5km程上流で、あること，集落の形成時期が弥生中期であることから，Mらかの理患で

原の辻遺蹟よから派生した集毘によって集落が営まれた可龍性が強いと考えられる O 一支呂を形成する

集落のーっとして，ここにも有力者層が存在し，北から南に深く湾入した半域湾を意識し，島の西関

をかためるための役割を果たしていた可能性もある O

この他，対馬を臨む島の北端部;こも多くの弥生遺跡が点在する。 rやでも天ケ原セジョウ神遺跡は，

護岸工事中に海岸の石耐の下から三本の中広?伝説llJ矛が出土した。壱岐で、の銅矛の出土はここだけであ

り，この場所で航海の安全を守るための祭詑が行われていた可詑性がある。壱岐l討す馬に次ぐ国境の

としての外散の侵入を訪ぐとともに大陸への航海の安全を守る役割を呆たしたのであろう。

古墳時代になると，壱蚊には多くの吉墳が築造された。現在でも県内の半数以上の264基もの占墳

が確認されており，最も早いのが5世紀後半に築造されたとみられる大塚flri古墳で，原の辻遺跡を見

下ろす山の1:に築かれ，この地を生活の基盤とした豪族の境墓と考えられる O しかし，その後約 1世

紀近くの空白を経て，巨石墳が島の中央部に多く見られるようになる。壱岐島の穀倉地帯を捨てて，

何故この地に移ってきたのか詳識はわからないc 全長89.5m，県内最大の前方後円墳で，二彩や新羅

土器が出土した双六古墳や，金錦製の飾り をつけた馬具が出jこした笹塚古墳の1lli，対馬塚古墳・

鬼の窟吉壊もこの J常に造られたc lHi遺物からも，これらの古墳を築いた人物が，中央政権との関

わりの深さとともに大陸との繋がりをも持っていたことが信える。律令制ード，壱蚊・対馬は下宿とは

いえそれぞれ つの閣として扱いを受けた。また聖武天一立の発願による国分寺が置かれたのもこの地

域であった。壱岐鶴分寺は，当時の壱i技産の氏寺を鵠分寺に転用した。発掘調査の結呆，ここから出

土した瓦が平城京の瓦と持活であることが確認された。こうした事実からこの時代の壱岐がいかに重

要視されていたかが推測される。

壱i技島は国境に近いため人的・物的交流の最蔀線であるの泣き当然のことながら，いったん対外的な

緊張関係が高まると状況は一変する o 1019年，女真族刀1ftが50隻の拾で押し寄せ?匡n可藤原理忠ら iま

ことごとく殺害され，壱院の島は甚大な被害を被ったc また，鎌倉時代の元軍の襲来に際して，

代平景経ヤ少弐資持がこれを迎え撃ったが，元軍の発的な兵力の前に全滅し，多くの壱岐島氏が虐

殺された。このように国際関係の緊張が国防の最前線である壱岐に悲劇をもたらすこともあっ

また，それとは逆に日本の朝鮮半島進出の兵翠・兵詰碁地としての役割を果たしたこともある C 文

諒・慶長の役(壬申 .T曹の倭吉L)に際して，秀吉は盟前名護屋域を本拠地とした。それに続く壱岐

の地に，松浦鎮{言に命じて勝本域を築かせたc このように古代以来，玄界灘に浮かぶ壱岐の烏は国境

の島であるが設の詣命を背負ってきたのである。

-4-



II.調査にいたる経緯

原の辻遺跡;は大正年間に松本友雄によって発見された。その後のがJJII改修工事や耕地整理の際に，

大量の土器や中国製鏡などが発見され，遺跡の重要性カ弓自主されるようになると，昭和26年 ~~I昭和36

年には，京都大学や九州大学を中心とする東亜考在学会によって学箭調査が行われたc 初めての本格

的な発掘が行われたこの謂査では，大量の弥生土器とともに各撞鉄製品や中国製の賃泉，あるいは朝

鮮半島系や楽浪系土器などが出土しラ大陸との関連性が強い遺跡として，学会で注目を集めた。

で，地元に対ーしての理解は浸透しておらず，高度成長期を逆えると，遺跡の位置する丘陵周辺も畑地

から水面への転換が押し進められ，それに伴って，遺跡立体かなりの損壊をうけた。

昭和49年には，石田大)京地区において水沼化改良工事が計画され，これに先立つ発掘調査で墓域が

検出されたc この墓域は，弥生時:代前期末~中期を中心とする箱式石棺墓および翠棺墓から構成され

ており，区画溝などもう二本詩的な墓域として注目された。この調査をうけて，新たな保護対築とし

て昭和50年 ~52年震にかけて範囲確認調査を実施しヲ遺跡の広がりが商北に延びる舌上台地だけでな

く，より南側まで広がることが確実となった。

平成にはいって幡鉾J11流域総合整矯事業が計露されると 舌状台地問J互のf丘地部を中心に広大な面

積の発掘調査が行われることとなった。これによって，遺跡の範密が約100haに及ぶとともに，台地

層i互の低地部に幾重にも環濠を巡らす巨大環濠集落で、あることが判明したc

平成 7年以降は，集落構造の把握を日的として，改めて範毘確認調査を実施している。これまでの

により，環譲の外関に小児蓋桔墓や成人用の箱式石棺などを主体とする墓域が検出され，集落の

形成から解体まで?地点を変えつつ連綿と墓;域が形成されていた様相が明らかになりつつある C 丘陵

上の調査においては，多数の竪穴住居跡とともに，丘震の最高地から揺建柱建物を寸l'L、とする

関:が発見された。また， i丘地部の調査も椴続して行われており，複雑に巡る環誌の様相が明らかにな

るとともに，各年疫の調査で検出された環譲同士のつながりについても検討できる状況になりつつあ

るο

本年度の調査は，丘陵を挟んだ東西の低地部と，丘援上の先端部付近の 3カ所，合計2，500m
2
を対

象に調査を行った(第 3[軒。調査区名は，字名を用いてそれぞれ八反地区，高元地区，石田高原地

区と呼称する。八反地毘で辻，前年度に集中して調査がわ二われた丘綾南西f豆地部の調査成果に基づい

て，さらに南ノ鶴への諜濠の展開を探るとともにヲ平成 7年震の調査で検出されたj王設を東高に横切る

2条の環濠と，低地部の環濠との関連性について確認することを目的として調査を行った。また，

元地呂は.これまで調査が手薄で、あった丘援先端部付近のトレンチ灘査を行い，弥生時代における遺

講詳の展開を探ることを目的とした。石田高涼地区は，平成 5年度にわ二われた丘駿東部f丘地言ISの謂査

において確認した環譲および道路状遺講のつながりを穣認することを呂的として調査区を設定し

調査は，平成14年 5月7日~平成15年2月14日まで行っ

-5-
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白調 査

し八反地区の調査

(1) 調査概要(第 3IZJ，第4国)

平成13年度の特定調査に引き続き，今年j支は深江地に近い八反地区南器部(第4図)の調査を実施

した。昨年度の調査で確認された複数の環濠がどのように伸びていくのか，また平成12年定の

されたJl(E8跡，理主畔跡がどのように広がりをみせるのかを碍認することを自的とした。今年

度の調査は昨年度の特定調査の調査区南部に南北35m，東西25mの調査区を設定い 9101ずにわたっ

て発掘調査を実施したc その際，県道移設に伴って緊急発掘調査が実施される予定地と重複しないよ

うにした。調査方法は調査区北部から18m地点と東西13m地点に土層観察阜のベルトをト丈字に残し，

謂査区北東1~IJから時計回りにA区・ BIZ'CL::<:'D とした。調査毘全体を語的に掘り i亡げるととも

に，調査全体に 5m四方のノトグ、 1)ッドを設定して遺物の眠り上げを行った。(第41豆l) C尽につい

ては，調査亙の南北西壁際に 1mのサブトレンチを設定L，地山まで掘り下げを行い土層を観察した

が，遺構を確認できなか ωったので，全体的な掘り下げは行わなかうた。

苦言査区は東矧台地の裾から，西側に向かつて緩やかに傾斜しており.低くなった茜儲では，底の方

に小磯や砂.i高植が堆積していた。またこの付近i土器水が多いj最所であり， C. D は恒常的に水が

溜まる低j忌地であったと誰測できる。

調査の結果，弥生時代後期から古墳If幸代初頭の溝2条と，弥生時代中期の溝 1条，弥生時代中期以

前の建物跡2棟を確認した。また，吉墳時代初頭以降の落ち込みゃ，環濠が埋没したあとの土地の造

成に伴うものと見られる杭列なども薙認したc この杭列;え昨年の特定議査・国庫補助調査区でも確

されており，近世頃にこの台地回簡の低地部で，大規模な土地の造成が行われたことを示している。

この誌を境にして地111が間慨に急激に落ち込んで A とD[又でi土地Ulの検i出掃の標高に約50cmの主:

があった。

(2) 基本土層(第6国~第8図)

基本屠!芋は，次の 1~4 震である。 1 震は!長賞揚色系で現耕作土である。 2 替は暗褐急 Lで、!日耕作

土で、あろう。 A.B.D を面的に Hアるとこの層の上面で，列状に打ち込まれた杭列を確認した。

おそらく近t世量項の土え地j~のj造圭f成主による水 i出:I汀;司11化ヒの過智枝芯で

自畔宇の跡も確認している u 3層は黒掲色土で、須恵、器が出土した。足で踏み込まれたような土の混ざり合

いが確認されているので，古代Ul年の水田であった可詫牲が高い。 A区は 2辱まで， B r互では 3層ま

でを確認した。 4層は黒福色の粘土・腐横;土・小磯混じりの捗j苦からなる。中でも D 壁の 4a .~ 

4 e層は古墳時代初頭以降の搭ち込みに関連する土層である。特に 4a層;土黒色の砂質二Lが厚く

したi状犬j況兄で

環濠内の土!層吾を見ると，地UJの土が昆陵鱒から崩れ込んだようなJ0でj昆入していたυ 土器の取り上

げに爵してタこの麗よりとを I麗，下を E震としたc

-7-
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(3) 遺構

S 0 1 (第 5図)

A区北東1;需に SD 1を検出し を検出した段階で，昨年の持定調査で謹認された SD1

につながるものと考え掘り Fげたが，深さは約20cmで，昨年度の SD1と比べると非常に浅かった。

遺物が多量に破棄されていた昨年の SD1に比べると，遺物も少量でほとんと清河、型の土器片であっ

た。また高への伸びを確認するためA!2<:東壁中央に 1mX2mの東西トレンチを設定して掘り下げた

が，溝の続きを確認できなかった。これらのことから，ここから寓は講が完全に寄せ乎され消えてしまっ

たか，または溝がここで止まってしまったものと思われる。 出土土器から，弥生時代中期のものであ

フ
ζ〉。

S 02 (第 5 図，第 81~1)

B区北東隅からA誌を斜めに横切り， D区北西部に向かつて SD2を検出した。現耕作弱から約30

cm程度掘り下げたところで検出され，確認した講の長さは21.5m，最大幅約1.2mを滞る。 A区での

深さは最大約60cm，D区で辻深さ約55cmをはかる oA!2<:で検出された溝の深さは，台地に近づくに従っ

て浅くなっていったため，台地裾部分{えかなり地[LJが部平されていることが想復される。 出土遺物

は弥生時代読期後半から古壊時代初頭の土器が中心で、あった。土層の断面を観察してみると，ベルト

を残した 3カ所で、溝の覆土に地UJの土が混入している O 例えば第8図のA!2<:SD2断面土屠の 3・4

(1こぶい黄褐色土)がそれである。この土;土台地鰐から崩れ込むようなかたちで堆積していることか

ら，溝を掘った土で、作った土塁が崩れて堆穫したもので;まないかと考える。 IriJじ状況は昨年の特定説

査SD3でも確認されており，今回の状況と考え合わせて，原の辻遺跡の環濠に作られた土塁は台地

割に作られていた可能性が高いことが明らかになった。 溝の中に破棄された土器等も大部分はこの層

より上に堆積しており，環濠が役割を許え埋没してしぺ過程で不要になったこ土器などが破棄された状

況が伺える。

S 03 (第 5菌)

A区高端から，南北ベルト北端に向かつて長さ約19mを確認した。中央部分でSD2に切られてい

たc 葺の深さは;最も深いところでも約40cmで卦ミ常に浅かった。持に溝の南端;土浅く深さ約lOcm程!主で

あり， B区でこの講が確認されていないのは，地出の言IJ平によ f)，~.毒そのものが郁子されたためと考

えられる O 全体的に出土遺物の量は少ないものの，溝の底の部分からは弥生時代r=l'期の土器が出土し

ている。またこの SD3を面的に掘り下げて床面を検出した段階でク掘建柱建物の柱穴を 4カ所確認

した。

1号建物詩(第 9[当〉

A区北西鶴で薙認した。当初は東簡の柱穴3カ所を列状に検出し SD3を面的にまFaり一下て

13一一



いくうちに西館に 3カ所の柱穴を確認した。そこで調査北側に 2X2mのトレンチと南北ベルト

2カ所を掘り下げてみた結果，新たなに柱穴を 1カ所確認することができた。

調査の現場では南棋の 2カ所の柱穴も含めて， 1 X 3間の建物蕗を想定したが，その後，調査指導

委員の宮本長二郎氏の指摘により，帝側 2 カ所の柱穴は~Ijの建物祉の柱穴と考えられ 1 号ー 2 号建

物路、とした。 1号建物罫は 1X 2 間の掘建柱建物で，f1J1T3.2m，梁行3.3m~3.6m を計る。柱穴は

窪約70cm~80cm を計る O 主軸:万f立 lま N46
0

Wで， S D 3の走る方向とほぼ平行で、ある。柱穴深さ辻最

も深いもので、約26cm，浅いもの泣約 8ωで、ある。ここは台地の裾部にあたり，弥生時イt目、降の土地の

造成に伴って柱穴も上面が寄り平されたものと考えられる。南

だだ、ろう O

柱穴カか、ら遺物は出土していないが， SD 3を掘り下げるまで柱穴を全く確認できなかったため，建

物跡の時期は SD3掘割以前ということになる。 SD3からは弥生時代中期後葉の遺物が出土してい

ることから，この建物静の時期は弥生時代中期中葉以前ということになる。

平成12年度の農道調査で，この地点から西南西へ約50mのところで，弥生時代の水田畦選手や水田跡

が確認されていることから，この建物は倉産の可能性があるっ倉産は遺跡西部に広がった水沼地帯で

生産された未の一時収納のための倉庵として利用された可能性もあると指摘を受けたc また平成立年

度の農道調査では，ここから北西へ約400m離れた場所で、も，水自跡や掘建柱建物跡が確認されてい

る。

2号建物跡(第 9図)

i号建物跡の南舗で検出した。桁行約2.8mで、 l号建物跡のものより若干短い。深さは西側が約50

cm，東i認jが約 8cmで，西部jの穴の立まには石が置かれていた。この柱穴の甫簡でl土地lUが部平されてい

たため柱穴を検出することができなかった。

落ち込み(第 5図)

D区南西簡で確認した。謡査区は全体的に東儲から西舘に向かつて緩やかに傾斜しているが，この

部分だけ，その類斜がさらに言、になっていた。黒揚ちの砂が厚く堆積しその履から大型のものも含

めて大量の土器片 m 石製品が出土した。出土した土器の時期は古墳時代初頭のものがrjl心であった。

砂層の下には木質の残りの良い腐植土が，そしてその下には腐植が少し混じった灰色の粘土!警が堆積

い 遺物はほとんど出土しなかった。この場所では多くの湧7](点を確認しており，時開がたてばすぐ

に水が詔まってしまう状況で，調査も難航した。

当時この場所は湧水によって常に水が溜まる抵混地のような状況で，ここから轄鉾)11にむかつて持

び、ていく!日河道に水が供拾されていた可能註もある。今後の県道移設のための緊急発掘調査で，この

調査立の西館を面的に謂査する予定であるので，水田との関連も含めて明らかにされる部分も多いで

あろう。
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8 君主oz土 (トlue2.5Y 4/1) 
( 7よりパサパサ)

7.1m 

e 
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SD2遺物出土状況(1/40) 及び土層函 (1/20)第 8国
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(4) 出土遺物

平成14年度の調査で出土した遺物はコンテナ 74箱分である。これらのうち，圧倒的に土器が多く，

続いて石器・土製品・金属製品となる。金属製品は量的に非常に少なかった。

ここでは遺構出土遺物を中心に説明を加えるc なお，報告書掲載分については，それぞれ観察去を

掲載している。併せて参揮していただきたい。

CD土器

S 02 I麗出土土器(第10凶~第15図)

1 ~161ま翠である。いずれも胸部があまり張らず，長関となる。口縁部は 1 ・ 3 ・ 6 ・ 5 ・ 16は

外頻 L，2・4・5・7~14r土度線的に立ち上がる。特に 2 ・ 4 ・ 10 ・ 14は立ち上がり部分の長さが

長く，立ち}:.がりの角度も鈍角で，より産[Jに近い形惑となる。調整はいずれも内外面で刷毛自によ

る調整の痕基本が認められ，はとんどの個体でそれをなで指している。なお， 11は退部に穿孔が施され

ている。焼成後の穿孔で，外{掛から内舗に向けて施されたものである o 17は郡部を欠損するものの，

台付きの鉢になると考えられる c 胸部から口縁にかけてやや内矧にすぽまり，端部を丸く~.又める c 調

整誌がi外面ともになで調整である。

18・19は短頚の査である。 18は弼部中位に最大径をもち，頚部でいったんくびれて外領しながら口

ち上がる019は18に比べて腕部最大経がやや上位になり，口縁の立ち上がりもより査線的となっ

ている o Jj支部は， 18がやや欠損するものの，丸底に近い手1まとなる。 20は台fすきの斐である。やや腕

が張って口縁部が緩やかに外湾する斐に低く小さい脚部がつく c 理後系の土器であろう。 21・22は

鉢である。いずれも浅めの踊部に外湾しながら立ち iこがる口縁部がつく。 23~26は援合口縁の査であ

る。いずれも口縁部はやや内傾しながら立ち上がるものの， 23・25は頚部との角度が鋭角になるのに

対して， 24・26はj頭部との角度が鈍角となり，より註口に近い形態となる。頭部の立ち土がりは産立

に近いものが多く，頚音fi付け根のしまりも患いc 25に;土頚部の汁け援に抵い三角突帝がl条つく。

27~33は，挙口縁の査である。鋼部最大径は，いずれの個体も中位もしくはやや上生となる。 口隷

部は， 27.28・30・31'土外湾しながら立ち上がるのに対し， 32・33は宣譲的に立ち上がっている。な

お， 29は口縁部以上を欠損するが，頚部付け根の立ち上がりから，産口壷になる可能性もある。 27の

底部は据わりが悪く，凸レンズ状の平震である。 31の頚部付け根には，浅い三角突帯がー条っく O

34~42は，斐もしくは壷の底部である。 37 ・ 42をのぞいてすべて平底となるものの，据わりが悪く，

凸レンズ状の平底に分類される c 37は大型!の査の底部と考えられ，尖り気味のえ底となる。 長部外隠

はヘラケズ 1)による調整痕が明瞭に残る o 421ま斐の底部と考えられる。丸底で稿部との境にしっかり

とした稜線が入る。 43・44は高坪の脚部と考えられる。いずれも低脚で，特に441土門形の透かしが3

つあり，この透かし部分から裾吉~が毘曲して平坦に近くなっているつ誌は側面がやや内湾しながら立

ち上がるが，台fせきの斐もしく{ま鉢の錦部となる可能性もある。

-18-
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45~47はi高杯である。いずれも杯部のみであるが， 45・46はヰ部が浅く杯部上:半が屈曲して外湾し

ながら立ち上がるのに対して， 47は材、部がj菜く内湾しながら立ちとがる単口縁となる。 45・46は J不

誌上半の立ち上がりが長くなり，上不部下半と lまほi可と長さとなる o 47については豊諒地域の系統を引

くものであろうか。 48は器台である O 体部上半で屈曲して，平沼な受け部を形成している。受け部の

端部はややつまみ上げており，上面にはタタキの痕跡が残る。脚部内冨にはシボ、 1)痕残す。 49は支震lJ

である。上端をやや欠損するものの，受けf誌の端部はやや突出していたものと考えられる。受け部は

やや鈍行しており，平坦面中央から脚部にかけて穿孔が施される c 脚部内面にはシボ、1)痕残る。 50は

小型の査である O 底部は丸まで，到、部から口縁にかけてややいびつな作りとなる O 内外国jとも

りの痕揚:が認められる o 51は大型の査である。口縁を含めではほ完形に復元できる資料である。柄部

最大径はやや上位にあり，やや外反しながら口議が立ちとがる c 頚部の付け根討近および胸部下半に

それぞれ l条の台形突菅がつき，斜行する亥甘みが施される c 底部は凸レンズ状の、ド底である c

以仁， SD2J~_層m土土器は，弥生時代後期後葉を主体としており，井上編年の後期後葉 l 式~後

期後葉 3式に相当する。

SD2ll層出土土器(第16密，第17国)

1 ~ 6は棄である 1辻胸部がやや張っており，最大径はや{立にある。日縁はくの字に立ち上がる

ものの， 2 ~ 6に比べて立ち上がりは弱しミo 2 ~ 6は口縁が外反しながら立ち上がり，より直立に近

い資料である。いずれも踊部があまり張らず長調となる。調整は，表面が嵐fとしている 2をのぞくと，

いずれも掛毛日をなで泊した喪罫が認められる。 5の底部は凸レンズ:!犬の平忠となる o 7(ま単口縁の

宣言である。服部は球目i副長で中i立に最大径を持つ。口縁は外反しながら立ち上がり，端部付近でさらに

外反している。底部は凸レンズ状の平底で，腕部には内面からの穿孔が認められる。!な面には刷毛自

を残す。

8・9は高杯で、ある。いずれも土不幸sが法く体部中央に竣報を持つが， 8は体部下手から角度を変え

ずに稜やかに立ち上がるのに対して， 9 (ま体部下半と角度を変えて外湾しながら立ちとがる点が異な

るo 8の脚部は細く，裾にかけてラッパ状に広がる c 脚部には詞形の透かしが3但はいる。 8・9と

もに胎土が非常に精良で、非常にきめが細かい粘土を用いている。 11は広仁1の査である。樹部i干1{立に

大径を持ち，いったんくびれて外湾しながら日縁が立ちとがる。内面に辻ヘラナデの痕跡が残る。

部は凸レンズ状の平底となる。 12は小型の鉢で，尖り気味の底部からやや内湾しながら仁i縁まで立ち

Lがる。 10・13・14は素である。 10・13は口縁が外反するタイプで. 14(土直口査となる。 10の腕部は

表言語浅黄桂色であるが.頚部から口縁部にかけて赤翠色の粘土がマーブル状に混じっている。断面で

も再様の色の粘土が観察されることから，おそらく色の異なる粘土を交互に積み i二げて，意図的に文

様としての効果をねらったものと考えられる。 14の飴土は，石英・長石を含むものの，投の掛かい精

良な粘土を用いている。調整は，内外面ともに尉毛日・ナデであるが，内面の胴部下半には横方向に

ケズ 1)の義務が残る。

25-
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SD3出土土器(1 /4) 

上層の土器群と時期差は況とんど認められな

第18囲

これらの土器は，弥生時代後期設葉に世置づけられ，

し、c

SD3出土土器(第18国)

1 ~ 3'ま鋤先;伏口縁を持つ査である。いずれも口縁端部がやや垂れ下がるものの， 1は端部まで厚

5 ，土球眠状の腕4ばくの字に屈曲する口縁持つ護である。みを有し，内面への突出もわずかで、ある。

ρ
h
u
 

口議端吉長には斜行する去IJみが誌される。部を持つ査で，頚去15の付け根には低い三角突苦を有L，

8 (立高杯の7(土器台である。いずれもはほ上下対象で，内面には指おさえによる謂整の痕跡が残る。

脚部である C 抵鞠で、円筒形の細い騨音f5が裾に向かつて急激に広がる。

SD3は時期的には詠生時代中期後葉と議期後葉の土器が認められる。後期後葉の土器については，

SD3が実際に掘留された時期は，弥生時代中

-28-

SD3を切る SD2から混入している可能性が高く，

期後葉であった可能性が高い。
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第19図
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第20国 D区落ち込み出土土器(2)(1 /4) 

落ち込み出土土器(第四回.第20図)

I は，鋤先状口縁の広口査である。頚部には台形突帝が一一条つけられ，内外面ともに丹塗りの痕跡

が残るとともに，頚部外出には暗文も施されている。 2~4 は護である。 2 はlJ縁部が外反するもの

で，胸部の内外面はHW毛自による調整痕が残る。 3・4は口縁がいi湾するもので， 4の口縁端部は内

側にややつまみとげられている。いずれも服部内面は横方向のケズリ痕が顕著で、ある。 5・6は鉢で

ある。 5は口縁がやや内湾気味に立ち上がり，胴部内面はケズリ痕を残す。 61ま小事の鉢で，小さめ

の底部からI}'ii毒気味に立ちヒがり，口縁を欠くものの，そのまま端部を丸くおさめるi二i縁になるもの

と考えられる。外面には底部付近を中心に縦方向のヘラミガキ様の調整が認められる。 7. 8はいず

れも棄の破片で 7は服部に， 8は[]縁部にそれぞれ斜め方向のタタキ痕が残る。 9は山陰系土器の

系譜を引くと考えられるもので，一:重口縁、のくびれが弱くなって内面には稜線が残っていない。頚部

には斜め方向の短沈殺が施される o 10は小型の査である。 底部は丸底で口縁はやや内湾しながら立ち

上がる。前部外面には制毛1::1.ナデ調整で 内面はヘラナデの痕跡が残る。 11・12は支脚である o 11 

は受け部の1::00は平坦に近く，上面端部の張り出しも少ないのに対 L，12は上面が斜めに傾き.端部

は欠損しているものの，やや張り出していた痕跡が残る。外出はともに刷毛日が残り，内面はナデ・

-30-



指おさえの痕跡が顕著である o 11には内面にシボリ痕も残る() 13~誌は高坪である。 13は i不誌で，体

部上半がやや外湾しながら長くのひ、る。外面には丹塗りの痕跡が残り，内面は横方向の了寧な刷毛日

ののち，縮かいヘラミガキが施される。絵土には石英・長石をほとんど含まず， :1$]質で結毅な粘土を

用いているこ 14~16は高f不の脚部である G 14は3つの円形透かしを持ち，騨部はややすほまりながら

下方にのびた後，透かし付近で急激に外に広がり裾にいたる。透かしより上の部分は中実となってお

り，重量惑がある。 15も3つの円形透かしを持ち，裾にかけてラッパ状に広がる。 16は裾付近のみ残

存し， 3つの円形透かしの痕誌がわずかに残っている。

17・18は，霊の底部である o 17は凸レンズ状の平底， 18は尖り気味の丸底となる。 誌の内面にはヘ

ラナデ痕が残る。 19~21には，朝鮮半島系・中国系の土器をまとめた。 191ま楽j良系土器で、鉢の底部と

考えられる。平患で鰻轄による担転ナデ調整の痕跡を残す。 成部外面にはカキメ様の痕跡が残り， r勺

面にはヘラ搭きの浅い沈静.が格子状に誌かれている。 20は円形のつまみで，朝鮮半島系か。つまみは

指おさえによって整形し丁寧にナデ治している c 艇部とつまみは，腕部に 2つの穴をあけ，半円形に

畠げた粘土ひもを挿入して接合している。内面の接合部分には縦方向のケズ 1)痕が顕著である。 21は

三韓系瓦質土器の査と考えられ，腕部

のみ残存する c 外面は浅黄韓色で，

¥¥ i民グ

恥れハ

ぃ

h
f

部からやや空間をあけて格子自のタタ

キが残る O 内面には指おさえの痕跡が

明瞭である。

以上，落ち込み出土土器は， 1をの

J去さとフ

モ三{)O会ジ

G 
~孟副司

4 ぞいて古境時代前期を主体としている。

2fm 持に布留系の蓋が多く出土しており，

井 i二編年の古壌時代 2 式~3 式を主体

とするものと考えている。

2 

第21器包含層出土遺物(1 /4) 

その他の土器(第包囲)

'22含層から出土したもので?特に重要な土器をまとめた。 11土LLJr室系の鼓形器台である。脚部のみ

残存しており，内面には横方向のケズ 1)痕が明瞭に残る。色調はにぶい棒色で山陰系土器本来の色調

とは異なっている o 2 tま高土不の士不部底面付近と考えられる O 底部外面にヘラおさえによる r~J凸がある。

出凸の慰留に円筒状の粘土を長合した痕跡があることから，この間凸は議汀縁と考えられる。 3は円

形のつまみで，第20図20と同じく，稲吉I~に 2 干しあけ半円形のす占土ひもを挿入して接会している。 4 は

'tニ角取手であるc 指ナデによりやや紹身の断面円形に整えている o 3・4は朝鮮半島系の土器であろ

つ。

~31~ 



表 1 八反地区出土土器観察表

|望者総 ムす手 持 顎 EんJ 〆q叫之、- 主議長 給 ? 宍"(1-政jモ ;議用不 {苦孝

] 1 SD2lJ ;こぶしも1宝 5YR 閣制 妄阪会新潟削 札ハケメなでおハうメなで

I SD2 11 二ふい校 5YR |替 5YR 6Jl l:ft i主 日緑、昨 部~， I外ゐエ戸内ハヮメすデ

内〉 SD2 II 市:七九茶話 l(rYR i援 lOYR 6/{i長 :雲町思を I 予 ;外 fィテ弓子子

4 )5 2.5YR 1明械 2.5YR 妄 :主沙をよ Ir設~日 会ち月 ， Jf ハヮメ な ドすノ、ヶ e， 

ひ 'IT !弘、 ，JYR ちら :ぷ 5Y民自 i長 1予 ?輩、 ;可片 11対γ 完全苦

r) 15Dど立 i号、主 10YR I 実 2.5YR T7 ゑ 更子 、5守3 宅 行事1面三三六干三
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②石器(第22関~第27図)

1 ・ 3 はナイフ形石器である cltま先端部を欠損するものの総長剥片の二1~昨季に謂整剥離を施すと

ともに基音15にも主要剥離面鶴に平埋手Ij離が認められる。 3は先端部と考えられ，左鵠縁先端部を Eド

心に二次加工が施される。 2(土台形石諜である。縦長主主i片の打点近くを素材としており，打面を

するように左髄縁の調整を仔っている。左側誌は作業部鱒から，右1HIJ~最は主要剥離麗{掛からの調整剥

離で，左右で調整剥離を施す面が異なっており，)Jf(の辻型台形石器の特徴を有する o 4 ~ 6は石識で

ある。いずれも基部が大きく扶れた自主主式石簸で，体部全面に精毅な謡撃が施される c 7は安山岩製

の石匙である。厚手の槙長剥片を索:討と l，横長の刃部および縮いつまみがつく o 8 (土石鎌で、，板状

の頁岩の両部縁に荒い謁整を施している。未製品の可能性もある o 9は磨製石斜である。体部中央に

長軸に沿って錨が認められる。1O~-12(土石錘である c 10は両端に穿孔があるが，穿孔の方向が上下で

900

異なっている o 11は醸石鍾で，縄かけ部の{立量は長車車両端である。 12はPl柱;1:1，ょに整えた石材の短

軸中央に海を一周させた有溝石錘である。上端をやや欠損する。 13~16は石斧である。 16は基部をや

や欠損するもののほぼ完形である。刃部l玄関刃だが，刃部の議状痕が表屈のみ確認できることから，

手斧として利用されたと考えられる。 13・14はいずれも基部・刃部ともに欠損しているが，特に14は

刃部再生を意図するとみられる調整剥離が認められる o 15は小型の扇子片刃;百斧である O 風化が著し

いものの，刃部の片刃を した刃部の時)書出は比較的明瞭に観察できる o 17~21は砥石である。 17

~19 ・ 22は小塑品で， 17~ 19は特にきめが縮かい石材を和市している。 20・21は大型品である。 20は

鉄アレイ状を呈しているが，元々は角柱状素材の西揺を研ぎ酉に用いていたものと誰挺される。やや

組めの砂器製。 21は表裏面および、右側縁を掛ぎ面として利用している。裏面には講:1犬の球磨疫が残る。

砂岩製であるが，非常にきめが縮かしミっ 23~32(土壌石・議石・匝i石である。扇平な円醸を素材とする

ものが多く，平湿な表裏面だけでなく，舗面にまでi吏用痕が及ぶものが多い。また，同じ個体の中で

説打痕と車耗痕が併存するものも多く，磐石・高iHi.白石と明確に区別することも住i難である。ここ

ではこれらをまとめて磨石類と呼称し，使用痕については国面中に矢印で範拐を示した。涼の辻遺跡

では時期を関わず大量に出土する石器である。

33~38は支酵]彰石製品で、ある。八反地症では SD2 からまとまって出土している。いずれも硬質の

凝灰岩製である。--般的な多孔費玄武器製によとべて被熱痕が明較に残っており，詳細に観察すると?

つまみと反対関の儲rniに赤福色の被熱痕，その周囲に煤が付着する頗向にある。なお， 33・36につい

ては赤掲邑の明瞭な被熱痕は認められないものの，被熱によるものとみられる若干の変色は認められ

る。地に比べて相対的に利用額度が抵かったものと:号えられる。つまみの付け方に養目すると，明瞭

遺権名

SD2 1層

SD 2 II層

Drz落ち込み l

表2 八反地区遺構別石器組或表

議一
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※実線は摩耗痕，点線は鼓打痕の範盟
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八京地区出土石器(4)(1/3) 第25罰
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国臨海高一

20cm 

第26罷八度地区出土石器(5)(1 /4) 
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。 20cm 
与写ζ本=

第27臨八反地区出土器器出 (1/4 ) 
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表3 八反地区出土石器その他観察表

旦幌支L旦盟主よ呈主主i主生 ，互一笠 長引ふ!$霊的)I厚さ(出!重量(z川 その他

~1~士三一三重五室iCE理層 Cill 一一上墨型L- 4.7: 1. 7 1 0.95 1 5.4先端部欠損
2 台形石器 ;A [J5:立寝 IA2 i黒曜石 2.25' 2.訪 0.61 1.71 

十持品五塁1~~7tU!??主計書長一 2.7 1.251 O.引 1ェ2L主堅E豆主室主一一一

生日出1-一一
5 蚕百議 議ち込J;.函亘子;黒曜石

-L1藍一一一L一一-1室長盟主一
7再呈一一旦些ム」盟主 安山岩

iD三サブトレ IDspstp 仁頁岩 8.31 5.05111.051 76.71先端・基部欠損
一 一一-

j落ち込み 1031illB 頁宕 10.1512.81 1.1127.61先端部のみ残存
i落宅込み 1 031IV 縮粒砂岩 7お 1. 55 i 1.251 21.81 ~部欠損
ID!RII呈」盟L 三主主主 1 .~_5三三上 2.1 1 136.5 
I 表採 ! 10.67.1 I 5.5 I 369.1 
:DB:II層 029II 頁岩 ; 14.51 5.6; 4.1: 495. 7基部欠損

14 問 団喜一完了一一一7百子 15.0 二jl~LL 73 一一円七了十十

15 扇子片刃石斧 D区立春 022II 11.41 3.8i 0.61 山 .Vj

16 i :tiJf I百百寸面「つ~:G 1O~8了づ王円訂邸主事失望。琉:: l}j Jチ

17 武石 川亘 I層 D2 1 頁完 14.7 i 6.2 3.4! 517.81 
I 18 砥石[ i SD2 1層 A17S02 1 継粒砂岩 18.4 i 7.3 I 3.1 I 616.91 
「三子1瓦百一 護ち込み iD31IV 寸詔郁子18~訂一石下τlT8王3T

20 砥石落ち込み 1 D30illB 砂岩 23.7' 10.4 1 6.8: 1719.引
21 砥石 i落ち込み 1031illB 細粒砂岩 35.4 I 8.3 1 6.6 i 2735.引
22 I ~!f1J一一落ち込み 032v 細粒砂岩 12.4 1 10.5 1 2:3I591~ 
」亙工む二二一1302 '1里 r~7SQ三日豆UJ !fi 12.1l 10:1 6ρ 日開II

24 I I so 2 II層 A4SD2立 安山岩 l1.1 I 9ベ 4.71 867.61 
25 鼓ZJ I SD2 1層 A17SD2 1 安山岩 8.31 7.61 3.91 438.出

I 26 議石 SD2口議 AlOSD2 1 玄武岩 1.).2 10.41 5.31 1177. t 
i宜 主主石 坦三I}~ ! A17SD2 1 安山岩 i 10. 4 I 8.2 15.7794.21 

28 :童五一型 1聖一一主主5巴斗玄 u岩 L1l打 9.31 4ェ旦し851.91 
29 薮石 SD2 1雪 1 AlOSD2 1 安山岩 1 10.1 1 9.6 I 4.9! 764.引

一 一一一IU蓋豆一一落お"6J;. 1回11¥7ーーと主主主___U5.円 9d...!.~.1 I 1248.7i 
31 恥 落ち込み iD31IV 安山岩 1 0.0 8.6 4.51 639.3' 

三よ量五一一一一取込み 031 1\γ 一」圭自主 11二立u工三」ιU~!土丘一一一一一一一一
U 三よ盟盟製品 S021程 iA17SD2I 型開札 21.2 1日 12.2: '13∞閥絞り

L.~主塑主主墾邑国むよ竪 J1??2SQ_?1 1硬賓凝灰岩 21.2LJ:Lo i 12.5; 主型宣皇室主2
1 35 支線形石製品 S02 1辱 AlOSD2 1 硬賀動天岩 14.2' 8.21 12.1! 152R.ふ;被熱疾走り

1 36 支脚形石製品 S02I層 D22SD2 1 硬賞凝灰岩 15.8 I 16. 1 1 11.11 2260.81被熱痕あり
一一

37 支脚形石製JEJ! SD2 1麗 D22SD2 1 綬質疑天岩 24.81 18.R! 11. 8: ;12001被努痕あり
38 支脚形石製品市21経つ玉面面玄て市惑夜宮「i瓦訂日.3i 9.8772.91被熱痕あり

な突起を有するのはおのみで，地は鵠酉の一部を L字状にカットするか7 議;伏に掘り込むことでつま

みを作り出す点に特殻がある。 35は明瞭なつまみはないものの，側面に面軍り状の加工が賭されてお

り，つまみを意識した加工と考えられる O

八反地rz:の石器組成(表2)

表2に，八反地区出ことの遺構別石器組成を提示した(表2)。この中には，本報告書で掲載しなかっ

た石器も含めている O もっとも特殻的な点は，麿石・薮石・白石 (j:J:1'¥磨石類)が各遺構とも主体

となることである O 特に，古墳時代初頭を中心としたD区落ち込みでも，磨石類が多数を ~i ò)， これ

に石血類が伴う構成となる点は注呂される c これらの石器は，翠果類の加工具と推定されており，縄

文時代に一般的な石器と考えられている。原の辻遺跡では，古填時代にいたっても堅菜類の利培が額

に行われていたことを示しているといえよう。また， S D 2 1層における支脚形11製品の出土も昌

立つつこれらの石製品t:J:， J京の辻遺臨で A 般的な軟質の多孔質玄武岩と異なり 9 比較的硬震の凝灰岩

を用いている。また，これに対応するように，つまみの付け方も鵠茜から体部を L字状にカットした

~40~ 
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その他の出土遺物 (2/3) 第28図

IJ， f茸状に彫り込む方法を吊いており，突起を部り i171す)jj去に比べて加工頼度の少ない方法を採吊し

この時期におけるS D 2'え時期的にも弥生時代後期後葉をql心に比較的まとまっており，

支関j形石製品のあり方を示すものとして注目される C

ている O

@土製品(第28図)

えている c 題関に研磨痕は認めく打ち欠いて円形"1 ~ 4は土製円盤である。土器片の周辺を

られなLミ。

@石製品(第28留)

6は管玉である O 碧玉裂で下端部を欠損する。

⑤骨魚製品(第28国)

円盤状に加工し中央を穿孔する。穿孔部分はAiJ屈よりもやや厚みが51ま訪錘車である。鯨骨製で，

ある G

事金属製品(第28[霊)

負匙

7は錦鎮である。非常に扇王子で錆も不明瞭である。
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(5) 小結

八反地区の謁査で;ま， 2本 .i茸状遺構 1本のはか，掘建柱建物と考えられる遺構を 2諌分確認、

した。また，古墳時代初頭の沼状の落ち込みも検出している。理濠については，弥生時代中期後葉の

環濠 (SD 3) と後期後葉の環、濠 (SD 2) と時期を違えて据前され，これらは切り合った状態で検

出されている。 SD2はN750W方向に蛮隷とにのび、ており，平成6年度を中心に詣査が行われた丘

陵を東西に横切る環濠2本の内の 1本につながるものと考えられる。 SD3を含めた低地部での環譲

の展開については，現在県道のつけ替え工事に伴う緊急議査で検出されている環濠群につながるもの

と想定され，詳細な検討については後日行いたい。

;J:J.'ll建柱建物については，原の辻遺跡の低地部では，これまで石製礎撃が数例確認されると共に据

立柱建物も数棟確認されている。今田検出した建物は，当初U1辺の長さが約3.5mのl間X3関の建

物と推定していたが，甫端の 2本の柱穴の主軸がわずかにず、れることや，同とく南端の西全!iJの柱穴の

深さが極端に深いことから，これら 2本の柱穴をのぞく北関の 6本で l軒の建物を構成していると判

断した。したがって，建物の講造としては， lf習x2'曹の長方形建物となる。なお，南端部の 2本の

柱穴については，構造は不明であるが，切の掘建柱建物であると判断している c これらの建物の時期

;ム柱穴内から遺物の出土を見なかったものの， S D 2・SD3にきられている状況が確認されてい

る~ S D 3の上践が弥生時代中期後葉であることから この時期以前の建物であること辻関連いない。

また， 2棟がi可時に存在したか否かは， ij弱者が分布を重ねることなく，主軸をほぼそろえて一定の間

隔で配霊されていると考えられることから，同時に存在していたものと考えたい。このように，集落

からやや離れた低地部に掘建柱建物を自己援する集落としては，佐賀来吉野ヶ里遺跡などがある ο これ

らの建物の性経としては，高床倉庫もしくは物見捨の可能性が考えられている。物見櫓と考えられる

遺構は，吉野ヶ患遺跡を参考にすれば，環濠の張り出し部に構築されているが，原の辻遺跡の場合，

遺構の切り合い関係から，建物跡は周辺の環譲よりも 4 段階古い遺講であることは疑いなく，低地き15

の環i豪据前以前の建物と考えられる。そうなると，この建物の位壁づけとしては，高iJ!Ui丘地部の耕作

地を控えた高床倉産群と理解する;ケが妥当であると考える。 l関X2掲の構造が， ・般的な

の構造と A 致していることもこれを裏付けるものである。.方で本年境調査毘:の北1J!1Jに隣接する地

域では，昨年J支の調査で， L字に毘曲する環濠の官Eが検出されてお札環濠と詳存する物見櫓が検

出される可詑性は十分考えられるであろう。今後の課題として指捕しておく。

-42-
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2.高元地区の調査

(1) 襲査概要(第3悶，第30図)

台地上の遺構確認調査は，平成 6年度の範密確認識査以降，芦辺町教育委員会を主体として継続的

に実施されている。特に，平成 6年度の調査で，台地の最頭部から祭儀場設と考えられる遺構が検出

されたことから，その後の謂査も，この祭議場居辺の状況を確認することに主眼がおかれた。…方，

台地北部の先端部付近の謡査は，平成 6年震に芦辺町教育委員会による範冨確認調査が行われ，

住民13掠，土壌30基，討さ蔵穴2基，柱穴群600基を確認している。この調査成果に基づいて，本年畏

は，台地北部のより広範囲な遺構群の確認を呂的として，平成6年度調査区の毘i互に 4カ所の課査試

を設定し，約350m
2
を対象として調査を行った。謂査ほは，I日耕作面の標高差に基づいて，北から

元 I~N[2<~ とした。また，高元 I 区. II 1互については，東西10m謂捕で 5つに区分L，西鵠より A反

~E 区とした。調査尽-苦は耕作による部平が著しく，特に高元 E 区西士半Fから盟[区玄 .N区;にこかけて{は土

遺遺A構の残存状況はE悪ZかつたO 一一‘方高克元 I-D区や E一 D[区互では， 竪穴f住主居主社上べやつ士

これらの遺構については調査i区玄を拡張してi面吾的な掘:り7下げを行つた O その結果，竪穴住居社10棟目、上，

土坑5基，焼土坑2基のほか，多数のピット群を確認した。なお，住居並については， 3棟のみ本格

的な調査を実施し，他のものについては遺構の存在を確認して埋め戻した。

(2) 土層〈第31図~第35図)

高元地区は，近年まで堀地や水田として利用されていたため，遺構検出面より Lはすべて!日耕作土

である c 遺構面までの深さは非常に浅く，平均してお~40cmで遺構面に達する ν!日地表記は西から東

にかけて持、斜していたものと思われ，標高の高かった西側部分が棺対的に部平が著しい。また I区

の南舘IJやII の北側では，鰻頭焔耕作時の落ち込みも薙認されている。

(3) 遺構

仁竪穴f主居社

I区 .II区の東半き15を中心に， 10棟以上検出している O いずれの住告社も後世の郎平が著しく，比

較的残りのい遺講でも覆土は20cm足らずであった。したがって，遺構検出時点で住沼会上の切り合い

が確認できず，在意に土層観察用のベルトを設定して，検出屈の一部を全体的に掘り下げながら遺構

のJ切り合いを確認した。その結果，切り合いが薙認できたのは 1区の 4棟およびE区の 3t.東であっ

た〈第32国)。

• 1号竪穴住居社 (SB 1 )第36関)

高元 I 区で検出した住属社で，一辺が4.5~ 5 mの方形となる。東慨を未掘の住居祉に切られるも

のの.比較的残りがよい。王斡はN59
0

Eで主柱は東西2本と考えている G 南東鵠にベッド状遺構の

一部が確認できたc また，住居主央部分を中心に焼ー土やカーボンがブロック状に堆積しており，

炉跡と考えられる O 時期は，床面車上出土土器から吉墳時代前期の住居主l:と考えられる。土器のほか，
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3 2 

2 

1L5rn 

1 累褐色土 (7.5YR3/1)耕作土
2 票褐急土 (10YR3/2)
3 黒褐色土 (7.5YR3/2)

125m 

1 黒褐色土 (7.5YR3/1)耕作土
2 黒褐色土 (10YR3/2)

o 2m 
トー~一ー一一ー→一一~日←与一一一ーー一一一ーらー-<

第31G重 富元 I区A・8東西トレンチ遺構寵量密及び土層菌(1 /80) 
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鉄議2点・ガラス小玉10点・砥石・石並立・鼓石なと';Q'cBことしている。なお，住居並の床面より弥生時

代中期の土壌 (SK 6)および溝状遺講 (SD 1 )が検出されており，これらの遺構を部平する形で

講築されている。また，土壌はすべて水洗いし，植物種子の検出も認められたc

• 2号竪穴住居社(S B 2) (第37[翠)

高元 IlRで検出した住居社で，南東部を SB 1に切られているが，床面の高さにほとんど差は認め

られない。長軸約 5m，短軸約4mの長方形になるものと思われヲ主軸はN50
0

Eである o 4本主柱

の住居社と考えており，東半部では，この住居設に伴うものと見られる土墳を 2基切り合った状態で

検出している c なお，これらの士壊も SB 1によって切られていた。 住居抵の北辺および東辺では壁

溝のー音fみが確認されている。また.~と寄りの中央部では，走褐色に強く境けた部分があった。被熟痕

は再心問状に二重になっており，中央部分はにぶい赤揺色(5 YR4/4)，外観は培赤褐色土 (5YR31 

3)であった。特に中央部分以非常に竪く国結していた。待甥は，床額E至上出土土器から古理時代前

期と考えられる。

• 3号竪穴住居註(S B 3) (第37国)

高元 I区で検出した住居社で，大字を SB2に切られており，住居祉の東場部を確認したにすぎな

い。また，覆土も 5cm程度しか残存していなかった。 誰定される規模は， l i互約4m稜度で、，主軸は

N500 Eとなる O 床面からは，古墳時代初頭の高杯の 4 部と，弥生時代中期の蓋口縁部が出土してい

るが，この住居祉の北西鶴に弥生時代中期の遺講群があることから，住居赴昌体の覆土が薄いことも

考癒して，弥生時代中期の土器は混入と判断した。したがって，この住居祉の時期は古墳時代拐頭と

考えている C

・4号竪穴{主題社 (SB 4) 第32図)

高元 I区で検出した。 SB3に切られている。切り合いカf確認できた段階で覆土の掘り下げを中止

したためヲ住居:t!l:の構造等は不明である。主軸はN68
0

Eである。時期が判別できる資料泣出土して

いないものの， S B 3に切られていることから，弥生時代経末~古墳時代初頭頃としておく。

. 5号竪穴住居並 (SB 5) 第34国)

高元IIlRで検出した住居士止で，北半部は鰻頭煩耕作時に剤、子されており，南才二部のみ検出した。誰

定される規模は一辺カ'4.5m程度で，主軸はN340 Wである O 構造等辻推測の域を出ないものの，主

柱は東西2本と考えられる。東西の壁沿いに，壁溝の一部を検出している。なお，南端部において，

iをい議状の落ち込みがあり。その中に:壌土やカーボンが堆積している状況が薙認された。境土は部分

的にi詩結しており，かなり被熱を受けていることがわかる。罵辺からは，砥石・獣骨が出土している O

部分的な掘り下げにとどまったものの.金属器とくに鉄器関連の工房跡の可能性も考えられる O イ主岩

祉のj末冨からは時期を特定できる遺物は少なかったものの，若干の間層を挟んで，古墳時代議期の土

器群が大量に礎棄されていた。住吉社の麗絶時期とは若干の時期差があることは否めないものの， S 

B5も古壌時代前期の時期にあてておく。

58-



11.9符1

SD1 

G 

♂ 

119m 

d己五三

(~t .西共通)
1 祭褐色土 (7.5YR3/1)
2 黒褐色ごと (10YR3/2)

ご2
2 

ヨケ77EP手ず/べ-:;::;:;--一一
SK6 (箔壁と共透)

1 黒褐色炭化物層 (5YR2/1)
2 黒褐色土 (10YR3/2) t 
2'黒褐色土 (7.5YR3/2)焼土・カーボン浸
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• 6号竪穴住居士止 (8B 6) (第34図)

SB5に切られる形で，高元IIL三で、検出した。 調査区内では住居祉の掲のき!日去を検出 Lたにすぎず，

掘り下げも行‘わなかったため 住居並の構造や時期について辻不碗である。主軸は SB5と民じく珂

34
0 Wと考・えられる。 SB5より古いことから，一応古墳時代初頭墳と考えている。

• 7号竪穴住居並 (8B 7)第34図)

SB5とSB6にきられており， SB 5の南側で重なるように検出された 3床面まで掘り下げは行っ

ておらず，規模や構造については不明であるc 覆土中から時期を特定できる遺物は出土しなかったが，

SB5・SB6よりも占いことから，弥生時代終末~吉墳時代初頭頃と考えておく。

調査区内における竪穴住最誌の展開

I[丞の竪穴住居並は，切り合いが薙認できた住民A祉については SB4→ SB3→ SB2→ SB

lの)1鼠で構築されており，曲目1から東側へと建て替えられていったことが明らかである。 SB1の東

側にも，これを切るように新たな住民社が構築されており，このことを裏付けている o r高元E亙のイ主

居rrrは， SB7--+SB6→ SB5の}IIMで構築され，南から北へと次々日

わかる。

1 土坑

えられていったことが

土坑と考えられる は多く検出されたが，実際に掘り下げを行ったのは 6基である。

• 1号土境 (8K 1 )第38[~1)

高元 1[2<:の芭ffHUで検出した誇丹形の土坑である。長軸長約 2m，短軸長約1.5mで，深さは約55cm

である c 土坑は二段掘りになっており，西半部を深く掘り下げている。上層はカーボンと黒褐色土の

互層からなるが，地山に類似した 3層を挟んで大きくと下に二分できる O 遺fr;Jt土下層の 5層を'f1心に

出土しており，弥生時代中期後葉の須玖E式をqr心とする丹塗りの土器が大量に出土している。また，

これらの土器に伴って，護詰が破砕された状惑で出土している。

• 2号土読 (8K 2) (第39r話)

高元 I区の酉寄りで検出した境土坑で、ある。長軸約2.7m，短斡約1.75mの持f!j形で，さらに南側

には 2条の浅いシミ状の落ち込みを確認している。調査はこのうち西側半分を対象に実施した。土坑

は二段掘りになっており， 1者'f二分は長斡1.75m，短車窓1.3m，深さ約50cmにわたって深掘りしている。

この深掘り部分からは，壁面から床面にかけて境土やカーボンが張 fJ1すいた状態で検出された。特

に右壁iftいには函結ーした焼土が!享さ約 5cmにわたって張りfすいている c 涜土の!ニ屈には約 5cmの平

盟屈が形成されており，東鶴のサブトレンチでもこの壌土の延長を薙認した。また，深掘り部分の北

半部にはカーボンが薄く堆積しているが，東西トレンチによる土容の観察では，このカーボン層の下

にも薄い壌土層を確認したc したがって，この深掘り部分の構造としては 壁面から床需にかけて焼

土が張り付き，その上にカーボンが乗っていたものと控挺される。さら.-

と考えれば，北側の浅い掘り込みは作業場として捉えられるであろう。

61ー

り部分を遺構の機能部
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震は層)にカーボンが多く混じる黒褐色二七が堆積し?その上に深掘り部分を埋めるように黄謁色土

( 2層・ 3)嘗)が堆種し，最静的に黒掲色土(1層)で全体が埋まっている。最下震はこの遺構が機

能Lていた頃の堆積物と考えられるが，麗絶後は時間差をおいて段階的に埋没していったものと考え

られる。土器は 3層を中心に出土しており，すべて弥生時代中期前葉~中葉の須玖 I式である c この

;まか， 3 J苦からは荒い鼓打疫のついた諜が 1点出土している c なお，覆土はすべて水読したが，鋸埠

や鉄浮・鍛造剥片といった金属器生産時の副産物は検出されなかった。

• 3号土筑 (SK3)(第39国)

i吉元 I区で， S K 2を掘り返すように講築されている焼土坑で、ある O 平面形はffi[径約50cmの円形で，

j菜さ約30cmにわたって逆台形に掘り込まれている。土層の観察から，最初に士坑の壁面から床面にか

けて厚さ 2cm~ lOcr廷にカーボンを貼り付け，土坑の中央部分に縮かく砕いたA廃土を充填した後，二t.坑

t面全体を再度カーボンj昆じりの土壌で、覆っている。この講造は鍛治炉の地下構造と非常によく類似

している。掘り下げた覆土はすべて水洗したが，抜錨遺物は検出されなかった。間辺には，民時期の

ものと見られるピットを複数検出している。時期は，土坑の据り込み部分に張り付いていた土器が須

玖 I式であったことから，弥生時代中期前葉~中葉と考えている O なお，掘り下げは西半部を中心に

し，東半音[~については現状保存している。

・4号土坑 (SK 4) 第諸国)

高元五ア区で東半部のみ検出した。短軸約1.8mの不正措円形と推訴される。甫舗では，土坑の縁に

沿って擦が配重されている状況が確認された。覆土iゃからは大量の諜が出土しており，これらの擦も

本来は土坑の縁に記されていたのであろう。覆ごとは 4屠に分けられるが，地LlJ類似の黄褐色混じりの

土を関に挟む点で， S K 1やSK2と共通している O 遺物辻少ないものの，弥生時代中期後葉の須玖

E式の土器片が出土:している O なお，この遺講は遺物を取り上げた後そのまま埋め戻しており，床面

までの深さは確認していない0

・5号土坑 (SK 5) 第34国)

高元E区で確認している。西半部のみの検出で，短軸長約llOcmの楕円形になるものと推溺される。

土坑は二段壊になっており， 二段面の深掘り部分の壁面に沿って，出結した娃士、が検出された。掘り

下げは深掘り部分検出面で止めているため，詳細は明らかでないが，構造的には，二段掘りである点

や深掘り部分に焼土が張り{すくなど， S K 2との共通点を指揺できるc 時期を詩定できる遺物は出土

していないが，上坑検出富より若干の間層を挟んで，弥生時代中期後葉をや心とする土器群が出土し

ており， S K 5の時期もこのころに位量づけられよう。

・6号土坑 (SK 6) 第訪問)

高元 1区の SBl床面より検出した。土層観察用ベルトに一部かかるため全容は明らかでないが，

長斡長約140cm，短軸長約90cmの楕円形になるものと思われる。造物は SB 1の構築による削平を受

けるものの， 上坑の縁に治って張り付いた状態で、大量の土器を検出している。弥生時代中期後葉の土

器を主体としており，丹塗りの土

~62-
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業褐色土 (7.5YR3/2) カー
ボン?長

2 黒褐色炭化物!豪 (7.5YR3/1 ) 
2' 黒褐色土(7.5YR3/2) 
3 褐灰色土 (7周 5YR4/1)カー

ボンこと器小片混
4 黒褐色炭化物産喜 (5YR 3，' 1 ) 

2よりカーボン少ない
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みで，掘り下げを行わずに埋め戻した。

調査区内における土坑群の麗罷

今回検出した土坑のうち，掘り下げを行った 6基については，いずれも弥生時代議葉~後葉の時期

に該当するものであったc このうち， S K 1とSK6は，土坑の縁に沿って丹塗り土器が大量に検出

された点で、共通点がある。また， S K 2とSK5は，二段掘りの土坑である点と，深掘り部分の壁面

から床面にかけて国結した焼土が張り付いている点で共通点がある。 SK2・SK3・SK5は

器関連の工房である可能性が高く，弥生時代中期には，様々な機能を持った土坑群がこの地域に展開

していたことが推測される。

なお， S B 4の北西部を中心に弥生時代中期後半とみられるシミ状の遺講が確認できたが，詳細

な調査は行わず，検出時の状況を作図して理め戻した。(第32函)

1 溝 状 遺構

・1号、溝 (S0 1 )第諸国)

高元 H乏で検出した。 r踊20~25cm，深さ 15cmで，甫商から北東方向に i祈続的に約9.5m検出してい

るO この溝は SBlによって切られており 部分的に出減しているが，北東部分は比較的残りがよい。

部分的な掘り下げしか行わなかったが，覆土中からは弥生時代Ifl期の土器小片が出土している。

(4) 遺物

①土器

S B 1出土土器(第401型)

1は布留系の護である。球腕状の靭部から口縁部がやや内湾気味に立ち tがる。内面は横方向のケ

ズ1)で，口縁部の立ち上がり付近は指頭庄疫が顕著である。 2~ 4 (土鉢である o 2はくの字形口縁で

底部は丸底である c 踊音iiは風化が著しいが，横方向の剃毛自の痕誌がわずかに残る o 3・4(土素rJ*誌

で丸底の鉢である。いずれもま部外面にケズりの痕跡残す。口縁端部は 3が面取りされるのに対して

4は尖り気味に仕上げる。 5・6は高杯である。 5はj守二部が深く，底部から緩やかな穫を形成しつつ

タト反気味に口隷が立ち上がる。 拝底部の外面には.撞方向のケズ 1)の痕跡残る。 6も;まぼ同様である

が，土不部内語には制毛日と時文様のヘラ調整が認められる。 7・8は斎である。 7は丸底の底部から

窮者1)のやや上位に最大窪を有し，直立気味に口縁が立ち上がる。設の{すけ根には抵い三角突帯が一

条巡る O 腕部下半には縦方向のケズリ壌が顕著である o 8は複合口縁の議である。腕部上半には横方

向の部毛日が残りラ内面はナデ議整であるが， }表部付近は非常に薄く.ナ に先立って内詣ケズ

1)を行っている。 9・1O(土器台である。 9は山陰系の鼓形器台， 10は畿内系の小型器台である。いず

れも内面は全習にケズリの痕罫を残す。 lHま鞠杯の鉢もしく辻斐の勝部である O
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これらは古墳時代初頭の土器群で，井上編年の古墳前期 1式にほぼ相当する o

SB2出土土器(第41a:J，第42函)

12・13はくの字形口縁の撃である。 12は下膨れ気味の胸部に直ム立気味の口縁部がつく O 腕部上半は

斜め方向の綿毛白調整であるが， ド三宇部には縦方向のケズリ痕を有する O また，服部下半部に外面か

らの穿干しが認められる o 13は球胴状の嗣部から外反気味に臼縁部が長くのぴる。内外面ともに脱毛日

調整である。 14~16は底部資料である。 14は凸レンズ状の王子底で，岡部下半の外詞には縦方向のケズ

リで調整する。 15は尖り気味の丸定で， 14と閉じくij!iiJ部下半の外面に縦方向のケズリ痕が顕著である O

16は平底で，弥生時代中期後葉の土器であろう。庭部に穿孔が認められる。 17~20は布留系の歪であ

る。 17は尖り気味の丸底で胴部上半に最大径を有L，口縁部は外{頃しつつも直線的に立ち上がる。日

縁端部はややつまみ上げている。腕部上半にはヘラ描き波状文が認められ，腕部最大径付近には横方

jÍl]の刷毛 n ，それ以下は縦方向の刷毛日である。 18~20は口縁部資料で，いずれも口縁部が内傾

し， 19・20は口縁端部をややつまみ上げる O 内面はいずれも横方向のケズリ痕が顕著である。

これらは16をのぞ、いて古墳時代初頭の土器群で，井上編年の占墳前期 1式にほぼ相当する。

SB3出土土器(第42国)

2Hま低脚の高杯もしくは台fすき鉢の脚部と考えられる O 破片資料であるが 脚部には穿子しが認めら

れる。 22は逆L字状口縁の斐口縁部である。口縁上揺は平土日でやや内傾する O

SB3の土器はいずれも小片であるが， 21は弥生時代終末~古墳時代初頭， 22は弥生時代中期に位

置づけられる o S B 3の閤囲には，弥生時代中期のシミ状の遺構が広がっており， S B 3自体の残り

具合が非常に悪いことを考廃すると， 22のごと器は崩辺からの混入である可能性が高い。したがって，

SB3の時期はおの土器から判断して，弥生時代終末~古墳時代初頭をあてておく O

SB5覆土中出土土器(第訪問)

231土， くの字形口縁の蓋である O 口縁部の立ち上がりはi在立に近く，腕部もあまり張らない。 24~

28は布習系の輩である。 24の口縁は査線的に外反するのに対して， 25~28は内湾気味に立ち上がる。

いずれも端部に平想通iを持ち， 24・26・28は口縁部内面をわずかにつまみ上げる o 27は内外面とも丹

塗りの痕跡残る。 29は鉢である c 日縁端部は平坦で，底部にかけて単純にすほまる形態である。 30は

袋状口縁の査である O 太めで、短い頚部から，やや内傾気味に口縁部が短く折れる。頚部の付け根には

低い台)f;突帝がー条巡る。 31は譲合口縁の査である O タト反する頭部がいったんくびれて段を形成し，

そこからさらに口縁部が外反する o 32はf1縁が内傾する諜の口縁であろうか。タト反する頚部から明瞭

な段を持ちつつ内側に屈曲する O 内外出ともに粗めの刷毛呂を残す。 33・34は高杯の杯部である O い

ずれも浅い杯部から口縁が外反しながら立ち上がるがク立ち上がりの長さは34の方が長い。 33には内

外市ともに丹塗りの痕跡、残す。 35は高士干の脚部である O 細い脚部から裾にかけて急激に開く。裾音sが

欠損しており透かしが確認できたのは l孔であるが 本来は 3子しであったと考えられる。 37は口縁の

立ち上がりが長い設合口縁の査である C 口縁端部は尖り気味で付け根には低い三角突子宮を持つ。 36も

複合口縁の査で，仁i誌の立ち上がりが短いタイプである。口縁は短い頚部から直立気味に立ち上がる。
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頚きsには窮状文が描かれる;)38は鼓彰器台である。脚部内題はヘラケズ 1) の痕跡残す。 3í~38は山陰

系の土器群である O

以上， S B 5覆土中出土ごi二一器は，古墳時代初頭に位置;づけられ，井上編年の古墳前期 l式に相当す

るO

S K 1出土土器(第441'Z1，第45V翠)

1~4 は逆L 字:1夫 iコ縁の蓋である。 u土控正面三角形のn縁で内面にも突出し，親部がわずかに張る。

2も断面三角形に近く口縁端部は尖り気味である。網音15(まあまり張らない。 3は口縁部の摩みがほぼ

品定となり，口縁 t詣がわずかに内領している O 口縁下に抵い三角突菅が 1 条巡る。 5~7 はくの字

形口縁の撃である c 5・6は口縁端部をわずかにつまみ上げるもので 5は摂部もやや張り気味であ

るo 7は底部が締まり腕吉ru:半が張るプロポーションで， LJ縁はくの字に折れる。 8は蓋で，頂部は

ややく iまみ，つまみの部分はよく締まっている c 9'まき霊桔である。開量11本とみられる接合しないrJ

縁部・胴部。底部の被片から，国上で復元したものである。やや内傾する T字状口縁で，服部が張り，

口縁部直下に 1条，腕部中位に 2条の突帯がつく G 播口編年のKIIIb 式に相当する。1O~16は汁主主り

土器である。 101立高杯で， 1ヰ傾する深い杯部にM字突苦が2条巡る。 11~.13は宣言である o 12は鏑先状

口縁の壷で，上面詰わずかに外額する。頚部の付け根にはシャープな三角突帝がつく o 11・13は底部

資料で，平底の底部から内傾気味に立ちとがり，調き[5中位から内額気味にすほまりつつ頚部にいたる 0

14~16は高坪である。 14は郡部で，翻い郡部から裾にかけてラッパ状iこ開く o 15 ・ 16は坪奇15で識先~支

の口縁部である。仁l縁上i併はややタト{要する 16の口縁亘下にはシャーフ。な三角突帝が巡る。

以上， S K 1出土土器は，弥生時代中期末~後期初頭に相当する。

SK2出土土器(第45函)

17 ・ 18は SD2 の 3 層から出土した逆 L字状の護口縁部である。いずれも口縁 t面が平t~l1:，内而

にわずかに突出する。口縁部の厚みは~~ぼ一定である。訂縁i車:下には低い三角突帯を 1 条宥する。弥

生時代中期前葉~中葉(須玖 1式吉段階~新段階)の土器である C

SK3出土土器(第45留)

19はSK3の堀方部分から出土した逆L字:訣口縁、の斐である c 径七4tまど残存しており， 1:夏元詮は

14.4亡mで、ある c 口縁端部が内i主iにわずかに突出 L，日縁部の淳みはほぼ一定である c 口縁i在下に三角

突苦が一条巡る。 SK2出土土器と同様，弥生時代中期I連葉へ'i1'葉(須玖 1式吉段階~新段賠〉の土

器である。

SK4出土土器(第461玄!)

1・2は逆L字;武仁1縁のき豊口縁部である o 1は上面がえみを帯び¥端部はややタト領 L，I村1iTIは突出

する。 2は上面1が平坦で，端部は屈にわずかに突出する。 LJ縁の厚みはほぼー定で、ある o 3'ま

の持部である。脚部内部にはシボリ痕を有し，郡部外語と土宇部内面には丹塗りの喪主志が残るら

これらの土器はラ弥生時代中期中葉~後葉に担当する。
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第46函 SK4出土土器(1 /4) 

高元五区中期包含層出土土器(第48図，第49国)

1~6 はくの字形口縁の翠である。 1 は口縁端部をわずかにつまみ上げている。底部は平底である

が絹部との境辻丸みを苦び，続部の器形は詣弾形である。 2は口縁が平坦に近いものの，稿部との屈

曲音1)，ま丸みを帯び，拐部もあまり張らない。 3は口縁部と闘部の組曲部内面に稜を有する土器で，口

縁部直下を強くヨコナデして三角突帯のような効果を上げている c 4'土屈曲部の内外面ともに明瞭な

稜を持ち，仁i隷端部;ま爵取りされる O 踊部;ま張り気味で口縁部と同じ幅となる o 5は口縁部の立ち上

がりが直立に近く，胴部もあまり張らない。 6も同様であるが?口縁端部は丸みを帯びる。口縁直下

を強くヨコナデして三角突帯の効果を出している。 7は鉢である C 底部からいったん直立し，やや内

傾しながら口縁部へといたる o 10・11は翠の互支部であるつ 10は底部からいったん重立気味に立ち上が

るもので， 11は底部と腕部の;境が丸みを菅ぴ，タト湾しながら摂部に移行する。 12~20は丹塗り土器で

ある。 12~16は袋状口轄の査である。立は頚部の付け根が締まらず，すほまりながら立ちとがり袋状

の口縁に移行する。頚部の付け根にシャープな三角突帯が l条巡る。 13も河様の了i二器で、あるが，頚部

はやや締まる o 14は頚部がよく締まっており.口縁にi向かつてラッパ状に開くように立ちとがる c 口

縁の内{頃もきつい。 15・16は頚部が藍立気味に立ち上がり，水平に横にのび、た設斜め上方に立ちとが

る。 17・18は短頚壷である o 17は腕部j二方に最大径を持ち，援やかに頚部がくびれて口隷認が短く外

反するつ 18は袋状口縁の短頚査で，袋詰外面にはあまい援線がはいる。 19は高杯のよ不部であろうか。

丸みを持った腕部にシャーブな台形突帯が 1条巡る。 20は高i不の脚部である。器高が低く裾にかけて

ラッパ状に開く。

以仁これらの土器は，弥生時代中期末~技期初頭に相当する c

その他の土器(第49函)

1 . 2・ 3は業浪系の土器である。 1は鉢の口縁部で 思!享し面取りされた口縁端部はやや内傾す

る。韓轄による整形の痕跡が顕著であるc2は大型壷の謂部であろうか。模方向に 5本の沈毅が確認

できる。 3，土鉢の底部i主上部分である。 4 ・ 5は瓦質J二器で，表出にはそれぞれ格子百丈 (4)，縄

苦丈(5 )がついている。 6'ま業譲系の土器であろうか。やや軟質である。
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表 4 高元地区出土土器観察表
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②石器(第49冨~第51[選)

1・2は右犠である。いずれも黒曜石製の間基畿で，2の再開縁が宣線的であるのに対して 1は側縁

がやや内湾する。入念な調整で断面レンズ状に整えている c 3は石錘である。滑石裂で体部に穿孔が

あり，これを結ぶように長輸に治って溝が巡る。 Uま扇平片刃石斧である。節理の議模様が表裏面で

観察でき，節理とi直行するように刃部を作り出Lている。 5~ 9'ま薮石・磨石である。いずれも体部

中央;こ鼓打痕が集中して認められる。また 5~8 に り面も認められる。 7・9については， 1~IJ面

にも鼓打痕が集中する。 10・11も議石であるが. S K 2居辺から出土したもので別に扱った。 10は据

わりの良Lミ扇平な離の南面に大きめの戴打痕が観察できる。表面は深くしっかりとした蔽打痕がま

ばらに認められるが，裏面の高長打痕は浅く i面的に広がる。 11は表面中央に細かい読打痕が集中して平

土日揺を形成している。裏面は角のあるシャープな議打痕が散在する。正面左上方の側面には赤化した

被熱装が認められるが，この部分はやや沸いた状態となっており，かなりの熱を受けたことが推澱さ

れる u 12~ 15は抵石である O いずれも硫麿語が認められるが， 13~ 15には，所磨面を拐るようにシャー

プな線状の硫ぎ跡が残る。:{二j材はいずれもきめの細かい砂岩製である o 16・17・19は支騨形石製品で

ある o 16・19多孔賀玄武岩製， 17は凝灰岩裂である。 19には明薙なつまみの痕跡を残すものの， 16・

17はつまみを持たなし凡全体として表揺の加工の茶器は荒く，横断面の形状も方形を意識しつつもや

や不境問な形状となっている c 誌は石lfJlである。語平な諜のほほ全面にわたって輩減痕が極的にまが

り，色謂も使用部分のみ掲色に変色している。裏面にもやや段を存する摩滅自(が広がる。

高元地区の話器組成(表 5) 

高元地毘の遺構は，弥長時代中期捻葉と古墳時代初頭に分かれる。これらの遺構から出土した石器

の特殻は，まず，いずれの持期の遺構も植物質加工具が突出して多い点が指摘マきる O 古墳時代初頭

の住居並からも，磨石類と正11旺がセットで出土していることは，この段階でも堅果類の利用が行われ

ていたことを示しているであろう。また SB5の護土からは支脚形石製品がまとまって出土してい

るが，八反地区の SD2出土分と比較して，石材がいずれも多孔貫玄武岩裂である点や，つまみを持

たないものが多く， f本吉15の整形加工もう担雑となる点を特践としてあげることができる。時期的には S

B5護士出土資料がやや薪しく，時期的な顕向として把握できるかもしれなLミ。あるいは抵地部と台

地上での建用方法の違いを反映している可能性も考えられる。

表5 高元地震遺構別石器組成表

遺 構名 !f) 主

1 i 
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表 6 高元地震出土石器その他観察表

会日古川て苧官半弓計その他
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仁土畳二霊山+任十十出寸七孟土旦
! 鍛霊長 1 SB 5覆す二 i15Ayニ.y 脊鈎 1 3.4 0.9 1 0.3 2.81 

L十暗雲 円自己十芸人TF引詰出合ド叶
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77鉄鉱 I SB 1市寸15Aoイ SB1 1 i欽 7.8 i 3.3十τ7下ヲ主主
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E了7苔宝一一Ir亙I慢 1.杭百一了寸三l 0.5 0.4 0.5 

号世主告す日;世与す;三十23f-十託十2:十ト託金量
雪十日告は当喜一古川::;ijziiyi立山口コ2
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③金麗器(第52函)

3~9 は青銅製品， 1O~21は鉄製品である o 3は樺;氏の青銅製品で，上端部に雨i掛からの穿孔が認

められる。横長rr屈は漏平な桔丹形である。下端部再f器系暴に面軍り様の王子坦面、がある。錦鐸の苦であろ

うかc 4 ~ 9'土鍋識である。平面形が梅葉形で基部と体部の境が不明瞭なものは.6・7・8)と，

角張った関部を有し体部と基部が明療にi玄別できるもの(5 )がある。横断麗は欠損資料をのぞいて

体部は扇菱形，基部辻福円形が{まとんどであるが， 7 は体部・基部ともに菱形となる。1O~14は鉄識

である。 10(立体部が長六角形で、基部には 部木質を残す。横断面は体部・落部ともに矩形となるが，

基部に比べて体部の方が扇王子である。 1H主体部が菱形で， 11と同様，体部の方が基部よりも厚みがな

い。 12は初[J葉形の鉄畿で，基部の横断揺は方7ちとなるのに対して体部は扇菱形に近く，正面の長軸に

は錆が認められる。 13も榔葉形の鉄識で，基部は断面円形となるのに対して体部はレンズ;りょとなり，

椙対的にやや詣平である o 14はLU]基式の鉄鉱で，横断面レンズ状となる。 15.16は扇平な棒状鉄製品

で，断i揺がやや湾曲していることから， 鐘の可能性もある o 17・181土産刃の鉄鎌である。 17は基部

のみ残存し，切っ先を左に置いて手前側に端部を折り i担げている O 誘fとがかなり進んでいるが，断面

は片刃になるものと考えられる 18は先端部付近のみ残存する。 19・20は厚みのある接状の鉄製品で，

鉄素材であろうか。いずれも横断面が矩形となる。 21は鉄i宰と考えられる O 扇平で中央部がややくほ

んでいる。

④石製品(第52函)

22~24は碧王製の管王である c いずれも深緑色である。

⑤ガラス製品(第52国)

251土管玉である。実白色を呈し風化が著しい。 26~~40は小玉である。 f守形もしくは議円形で扇王子な

ものがほとんどであるが， 40は厚みのあるタイプである。色調の違いから，震色 (27・34. 40)，コ

バルトブルー (29 ・ 31 ・ 37~39) ，エメラルドグリーン (26・28・30・32・33・35・36) に分げられ

るc

ー脅角製品(第52国)

41は，弓の握り部分に装着する的ーである O 鹿角裂で断i討は扇平なかまぼこ形である c 上端付近に穿

孔があり，その}富田に科突痕が 4 カ所認められる。この科突痕は未~:通である。また，穿孔部付近の

i可鱒縁には.左右2カ所ずつ刻みがあり，上端にも 1カ所の刻みがある。裏:訴は非常に平i'青;こ整えて

いるが，上端部は平語ハート形に浅く掘り込んでくぼませている。

岳土製品(第52図)

1 . 2は土製円盤である。弥生時代後期とみられる土器片の濁屈を歪く打ち欠いて，円形;こ整えて

いる。
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(5) 小結

高元地区の謁査でlま， 10軒以上の住岩並のほか，焼土坑など重要遺講が検出された。ここでは，こ

れらの遺構を中心に，既設の調査成果を参考にしながら今回の謂査成果の位置づけを行いたいc

①競土読について

本年度の調査では，住居赴や土坑の一部に，強い被熱痕をもっ笛所が散発的に認められた。特に，

高元 I区で験出された SK2・SK3は，明瞭会掘り込みを持ち，襲麗から床面にかけて境土やカー

ボンが分布する点で注目される o S K 2・SK3は互いに切り合っており， S K 2一歩 SK3のJII震に構

築されたことが明らかであるが，出土土器には誌とんど差がなく，弥生時代中期前葉~中葉(須玖 I

式古段階~新段階)である O 半裁による調査のみで全容は明らかでないが，ここでは遺構の構造復元

を試みながら，これらの遺講に関する現段階での所見を述べたい。

A. S K 2について(第53函)

最初に構築された SK2は，長軸約2.5m，短軸約1.5mの長権円形で，北半部は深さ約15cm程度で、

あるが，土坑南壁から約 1mの範囲は，権丹形にさらに深く掘り込まれ，最深部では約65cmに達する。

この深掘り部分の壁面から床面にかけて，焼土およびカーボンの互層が確認された。半裁して調査し

た時点では，南壁沿いには密結した疑土のみが分布していたが，土層の観察から，本来はこの焼土の

上にもカーボンが乗っていたことが想定される。また，国結した焼土の上端はヲ幅約 5cm¥こわたって

平坦面が形成されている。この平坦面は東舗の東西サブトレンチにおいても確認されており，少なく

とも土坑を半題していたことは間違いない。この平坦逝の上には，おそらく円詩状もしくは半円簡状

の何らかの構築物が乗っていた可詫性が考えられるであろう(第53図)。

この遺構の性格については，まず考えられるのが金属器生産との関連性である。しかし，先述した

とおり，この遺構からは鉄浮や鍛造剥片，銅淳といった生産持の麗産物や，砥石などの生産用工具は

検出されておらず，また，従来研究が行われてきた弥生時代の鍛冶遺構とは，規模や講造の題で大き

な違いがあるため(村上1998，松井2∞0)，位置づけは密難であるといわざるを得ない。一方で，強

い被熱痕を持つ土坑や，土現;周辺に焼土面を形成したりカーボンがr厚く堆穫するような遺構について

は，佐賀県鳥栖市の大久保遺跡，大久保北遺跡(諒永はか2001)や神崎町吉野ヶ里遺罫など，北部九

ナHを中心に近年散見されるようになってきた〈註1)。これらの遺構は，集落の中心から離れた丘援

の斜面などに群集して形成され，時期的にも弥生時代中期~後期初頭であることから，規模や被熱の

具合など細部では異なるものの，今居検出した遺構との共通点は多い。これらの遺構については， r火
を焚いた跡であることは諜いないが，鉄i宰等の出土もないため具体的な用途に関しては不詳であるj

(寵永2001p. 92)として，金属器関係の生産遺構である可詑性を有しながらも，護種的な評舗はな

されてこなかった。しかし，鉄器生産に関しては，比較的低温での簡単な鍛冶操業であった場合や，

不純物の少ない精錬された素材を用いた場合，鉄淳はほとんど生じない可能性が指捕されており(村

上2000)，青銅器生産についても両様に，あらかじめ合金されたインゴットを尼いて鋒造すれば，錦

i宰が生成しない可能性も考えられるであろう。したがって，鉄淳等出土しないこれらの遺構について
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も，金援器関連の生産遺構で、ある

可能性は残されているものと考え
，8 e 

るO 一方で，金罵器関連の生産遺

今回検出した遺

構と考えた場合，何をどのように

構については現時点では具体的に

ちー
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SK 
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の点については，
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2の回結した壌土をサンプリング

して焼成温疫を認定する分析を試
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いた土坑 (SK 5)の一部が確認されているが，これも SK2と関連するものであろう。このように

高元地区一帯で弥生時1t!十1期において何らかの工房群が存在した可能性が高く，今後さらに詳細な調

査を行いながら全容を明らかにしたい。

なお， S K 2の埋没設に形成される SK3については，カーボンと焼土が互層で堆積し，地下播造

を持つ鍛冶炉である可能性も考えられた(第53図)。しかし，カーボンの密度が低い点や，焼土が土

坑内で境成して形成されたものでなく， Jjljの地点で焼成した焼土を二次的に充填している点は， 一般

的会地下講造を持つ鍛冶炉とは異なるようである(註2)0 したがって， S K 3については，何らか

の生産遺帯である可能性を残しつつもその性格については課留し， S K 2と見様，毘辺の謂査を待っ

て高度検討することにしたい。

@竪穴住居祉について

原の辻遺勝では，平成 7年度の範囲確認調査以捧，遺跡の中枢である台地上の調査が積極的に行わ

れ，これまでに確認されただけで117棟以上の住居跡が確認されている(註3)0 このうち，竪穴住居

は102様で，時期も弥生時代中期から古墳時代蔀期まで及ぶ。これらの遺構については，調査ごとに

報告されてはいるものの，遺跡全体の動向としてまとめられることはほとんどなかった(註4んこ

こでは，これまでの講査成果をひもときながら，台地上を中心とした竪穴住居群の変遷についてまと

める(註 5)。

A. 竪穴住居並の形欝

原の辻遺跡、における住居誌の形態的特殻と変遷を第54留にまとめた(第54関) (註 6)。原の辻遺跡

においては，弥生時代中期中葉~後葉と弥生時代経末~吉壊時代にかけて集中して竪穴住居が築かれ

る。平面形の特鍛としては，弥生時代中期には丹形・方形.1)高丸方%の 3者が存在し，方形・隅丸方

形については 2本主柱が一般的である。ベッド状遺構は基本的に中期には存在せず(註 7)，明確に

現れるのは弥生時代後期以降である(第54図)。後期後葉以降は円彰・隅丸方形の住居設はなくなり，

方形もしくは長方形となる O 中期とよとベて明らかに大型の住居が現れ，ベッド状遺構もかなりの額震

で敷設されるものの，敷設される位量にはバラエティーがあるο 住居の講造については 4本主柱が

後期後葉~古墳時代初頭にかけて出現するものの，数は非常に少なく， 2本主柱が主体である C また，

4本主柱の住屠祉には，基本的にベッド状遺構が伴わない点も指捕できる。方形の住居土tl:は，捻生時

代終末から古墳時代拐頭に現れるが，古墳時代詩期前半にいたっても数的には少なく，長方形でベッ

ド状遺構を持つタイプが一貫して主流である O

B.住居士止の群の広がり

涼の辻遺跡における住岩並検出地点は，調査地点の偏りを反映して，台地においても分布の偏りが

認められ，現在のところ台地最上部の祭議場毘辺の原地尽と，台地の先端付近の高元地亙に集中して

いる。これらの地区における竪穴住岩祉の分布を時期間に示したのが第55国である{第55盟)。弥生

時代中期には，祭犠場の北鱒を中心、に群集する額向にあるものの，その他の地区においては散漫な分

布となる C 一方， 5$'生時代後期後葉山幸は，竪穴{主語の数が増加するとともに譲査地点全域に住居時
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祉の分布が拡大する。弥生時代中期の住居並と切り合って検出される場合も多いが，特に祭儀場の東

1~U を中心にj農密に分布している。この傾向は古境時代前期にも継続しており，祭儀場馬辺に加えて丘

陵の先端部付近まで分布するようになり，分布範菌としてはもっとも拡大する時期である。また，弥

この時期のi正騒な住居赴群生時代中期に撃嬬された祭犠場にもこの時期の竪穴住告が築かれており，

の展開が読みとれる。

c.高元地震の遺構群と今年度調査震の位置づけ

(第56毘)。高元地区の遺より詳絹な事例として，今思謂査を行った高元地区の遺構群を検討する

このうち貯議穴2基が弥生時代前期末

中期中葉~後葉を中心に竪穴住吉社が数軒建てられるものの，分布は散援で，
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に講築されるc その後，

構群は，
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むしろ土坑群が積極的に掘削され，かなりの広がりを持つO また，焼土坑をはじめとする工房群が展

関するものこの時期で?今西は詳縮な謂査は行わなかったものの高元 1!Rで検出した護状の遺構や

不定型なシミ状の落ち込みも，この工震群に伴う遺構であると考えられる。弥生時代議期後葉以降，

再び竪穴住岩社が構築されるが，分布がもっとも拡大するのは，古墳時代議期からである O この時期

は弥生時代中期の土坑群や工房群;こまで竪穴住居の分布が拡大し，本年震検出の SD1は，弥生時代

中期後葉の土坑 (SK 5)を切るように構築されていた。このように，高元地区では，弥生時代中期

の土坑群および工房群が展開する段階から，吉墳時代前期の住居並群が寝間する段階へと変遷してお

り，時期引の土地利用のあり方に比較的明瞭な違いが看取される。

D.まとめ

原の辻遺跡における竪穴住居の特設は次の 2点である。

1.竪穴住居並の平面形は，弥生時代中期における円形・方形・鴇丸方形から，弥生時代後期~古墳

時代にかけての方形・長方形へという変選が認められた。弥生時代後期後葉~吉墳時代前期にかけて

は 4本主柱建物の出現や平面形において方7E5に近くなるなど，北部九州における竪穴住居社の変遷

において酉期となる時期である〈寺一井1995)。原の辻遺跡においても間接の鰻向は看取されるものの，

古墳時代前期前半段階でも長方形で 2本主柱の竪穴住告が法然として主体となる点は，比較的在地的

な掠拐として理解できょう c

2.竪穴住居赴の分布では，弥生時代後期後葉に大きな画期があることを指捕した。この時期以降，

台地とにおける分布の拡大が認められ，この{頃向は古墳時代蔀窮まで継続する O 原の辻遺誌の変遷に

ついては，弥生時代後期設葉段階に環譲が埋められるとともに，集菜自体も次第に衰退したことが指

摘されているが(宮崎2001) ，今回検討した台地 tの竪穴住居並の展開を晃る i畏り，環濠埋没設の ~1

墳時代前期においては，むしろ住居並数の増加や分布の拡大が認められる。環濠現没後の原の辻遺跡

のあり方と集落消滅の経緯については，筆者自身未だ暁確な答えを持ち合わせていないが，環濠や揺

建柱建物といった竪穴住岩社以外の遺構群の動向と併せて，今後の重要な検討課題の)一つである。

[註]

1.村ヒ恭通氏のご教示による。

2.村上恭通氏のご教示による。

3.平成14年度芦辺町調査分はこれに含まれていない。

4.近年，宮崎貴夫氏により，原の辻遺跡の変遷と期について詳しく論じられている(宮鵠20叫ん

5.建物跡としては竪穴住居のほかにも据建柱建物が考えられるO 現在， )Jまの辻遺調査指導委員の宮本長

二郎先生により，これまでの調査で出土したとット群を基に掘建柱建物の検討が行われており，住居社群全

体についてはこの成果を待って再度検討したい。また，芦辺町主体の平成14年度調査でも，弥生時代後期~

古;墳時代にかけての竪穴住皆;祉が多数検出されている。これらの成果についても今回は割愛した。

6. 第54~Jの時期区分;え北部九ナH との比較を容易にするために，弥生時代後期~吉墳時代誌類については

寺井1995と同 A にした。 具体的には，弥生時代後期i前・中・後葉は梅田康雄氏の後期2式・後期3式・後期

4・5式iこ担当する。弥生時代終末は式平行期で移p田氏の土sjjj器 I式・井上裕弘誌の弥生議題後葉 3式，

-91-



古壇蔀期前半は布習式古・中段賠で榔罰氏の土師器E式・井上氏の吉墳時代 1・2・3式，古墳時代前期後

半は布留式新段階で，梅田氏の土師器E式・芥上氏の古墳諒期 4・5式に相当する(井上1995)。

7.第54図lに示した住窟祉は，ベッド状遺携を持つ住居並として報告されているが，主柱穴が短轄に平行

すること，および、ベッド状遺講と性患祉の轄が一致Lていないことから，一事干の住居並とは考えにくくヲ複

数の住居設が切り合っているものと判断した。したがって，一番最後に掘り込まれた富を 1軒の住岩社と判

訴し，留を -~p改変した。
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3.石田高原地区の調査

(1) 調査概要(第3国，第57国)

調査亙は台地東髄f民地部の非農用地に，北区12X30m(360r沿っ，中央豆15X40m(650rrf)，南区20

X 15m (300m2
) の3つの謂査区を設定した。調査酉穣の合計は1260ぼである c 中央区の北から10m・

20m ・ 30m地点にそれぞれ東西のベルトを残 L，北から Irl~IV区とした。また，南区の東から 10m

地点に南北のベルトを残L，東からV区.v11Kとした。北区についても北から15m地点にベルトを残

し，北から確認・理区とした。これらの讃査区は，耕作面の上に厚いところで約 1m程度の客土を盛っ

ていたため，言語]査区内の遺構検出揺がかなり深く，浅いところでも約1.5mである O 作業時の安全面

を考題、して北中央区は甫壁に傾斜をつけ，高IKは耕作土を握り下げた段階でさらに壁際から 1m

幅を残し段堀することとした。

調査事務所では，本年度から，国土出襟をもとにして遺跡全体に200m，50m， 10m， 5 mのグリッ

ドを設定した。 遺物の取り上げ等はこの 5mグリッドを利用して行った。

この地区は，平成 5年度に讃査を行っておりー台地の裾に沿って巡る多重の環譲や道路状遺構といっ

た重要な遺構が検出されている。本年度の諒査はこれらの遺講群の広がりやつながりを明らかにし，

東鰯f丘地誌の土地科沼のあり方を明らかにすることを呂的として調査区を設定した。調査に捺しては，

遺構保存の観点から，遺構検出後はできるだけ部分的な掘り下げにとどめ，遺構の規模や時期を判訴

することとした。

調査の結果，道路状遺構の延長部分を検出するとともに，計14条の環壌や落ち込みが確認され，平

成5年度のi調査分と許せて，台地東鵠{丘地音[5が弥生時代前期末から古墳時代初頭まで，それぞれの時

期ごとに様々な遺構が展開していたことが明らかになった。

また花区・溜rz:では傾:斜の緩やかな谷状の地形を確認している O

(2) 土層(第62国~第66区j)

1 層は客土である。 21喜 ~7 層が18耕作土で北区・中央区でははほ水平堆積をしていた。 3 層には

杭が打ち込まれた跡があり，長い時開を通してこの地区が水田として告揺されていたことが伺える。

弥生時代の遺講は，基本的に地山を掘り込む形で検出している c ーチ7で，弥生時抗前中期と後期の

遺構が交錯する地点では，同時期の遺構が援雑に切り合い，遺構の検出や切り合いの確認を国難にし

ている。

立区 .III区、では， 8' 8 n層中から，弥生時代中期の土器が数多く出土している(第62国，第63国人

E区に設定した東西方向のトレンチ土層(第66国)を見ても，地山のに中期の註含層を確認できる c

この層はE区 .III区の広い範囲に広がっており，弥生時代中期に混地状の氾i監j濯が形成されていたこ

とが想定で、きる。弥生時代後患の環譲はこの層を堀込んで、構築されており，特にIIIl豆では，弥生時代

中期の邑含層を切るように後期の環j豪が掘部されている状況が平面的にも確認できる。(第59国)。

A方予麗 ~\1区にかけての茜壁誇では，地llj直上に木震を残す淘汰の悪い!禽植土が堆穫しており，

前期末の土器が致点出土している。子成 5年の調査で確認した大濯の最下層には，用様のf腐植土が堆

るとともに弥生時代前期末の土器が出土していることから，この露模土は大溝関連の堆積層で
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VIR 北壁土層

6.0m 

N区北壁

1 褐灰色土 (7.5YR4/1)
2 赤灰色土 (2.5Y4/1)
3 黒褐色結質土 (10YR3/1)
4 黒色腐植土 (10YR2/1)
5 路灰色腐極土 (N3/0)
5' 黒褐色砂質土 (10YR3/1)

V区北壁

(]) 褐灰色粘土 (10YR4/1)
② 黒褐色粘土 (10YR3/1)
③ 褐灰色粘土 (10YR4/1)
④ 黒褐色腐様土 (2.5Y3/1)
5" 黒色腐植土 (7.5YRU/1)

6.0 m 1: 
2 >北壁と潤じ

3J 
一一一一ー一一一一一一一一一一一~一一一一 1 3b 黒色土 (N2/0)篠混

，F--て~二にこ三二二二ご二三二二二三二三二二子 3' 黒色粘質土 (N2/0)膏灰色粘土混

一? 匂} 〆波及~\/ 4 :l t~まと同じ

互~
色-i

S011 

S011 
1 賠灰色粘震土 (N3/0)
2 黒褐色粘質土 (10YR3/1)大裂の土器片混

3 黒褐色粘質土 (10YR3/1)
4 禁色土 (N2/0)多量の土器片漫

5 黒色粘質土 (N2/0)
6 踏灰色粕質土 (N3/0)土器片混

7 黒褐色土 (10YR3/1)灰白色粕質二混

8 賠灰色結土 (N3/0)

VI区西壁土層

~ 1 :lt墜と同じ

3J 
4 黒褐色土 (10YR3/1)
5 黒色腐植土 (10YR2/1)
6 北壁4と詞じ

7 :lt竪6と詞じ

7'黒褐色粘質土

7"黒色土 (10YR2/1)見層

VI区西壁土層

7 

VI区西壁土層

6.0m ーーーー一一一ーーー一ー

C1ZZ> 
VI区西壁土層

~ ~ 西壁と同じ
2a 黒褐色土 (7.5YR3/1)
2b 黒褐色土 (10YR3/2)
2c 黒褐色土 (10YR3/1)
3a 黒褐色事占質土 (10YR3/1)
3b 西壁と同じ

3" 黒褐色砂嚢土 (5YR2/1)
4 褐灰色粘土 (10YR4/1)
5 黒褐色紗質土 (5YR2/1)
6 黒褐色腐植土 (7.5YR3/1)

VIR西~7と同じ

VI区南護士震

第64図 V ・v[区土層圏及びS014土j冨図(1 /60) 

5.0m 

2 
、 3

S014 
土壌サンプル試料⑤

S011 
1 黒褐色砂窟 (10YR3/1)
2 黒褐色砂質土 (10YR3/1)大型の土器片混

3 黒褐色砂層 (10YR3/1)
4 黒褐色粘質土 (10YR3/1)
5 黒褐色腐槙土 (10YR3/1)
6 黄灰色腐植土震 (2.5Y5/1)

S014 
1 黒色腐植土 (7.5YR2/1)小形の木片多く混

2 褐灰色粘土 (5YR4/1)
3 黒褐色腐植粘土 (7.5YR2/2)腐葉多く混
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じ二二孟孟
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6.0m 

6.0m 

2 

SD5 

1 黒褐色純資こと (7.5YR3/1)
2 ~黒褐色給資ニ1: (10YR3/1) 
3 を灰色粘土 (2.5Y4/1)
4 ~思褐色総資土 (2.5Y3/ 1)

第65間 四.v.臨鹿北盤・閤捷土層閤 (1/60) 



4.9m 

東否トレンチ声高警

1 黒褐色二七 (7.5YR3/1i
γ 黒場色土(1OYR3/1)
2 窯湾色治繋土 (10YR3/1)
3 黒字喜色砂質土 liOYR3/1)
4 察褐色砂蟹ごと i5YR3/1)
ギ黒字昌色私質土 ;7.5YR3/1i
5 黒褐色軍事捷二七 (7.5YR3/1)
5'票褐色震緩土 (2.5Y3/1)

49m 

S09 
1 オリ ブ窯色総資土 (5Y3/1)
2 累繕色結実土 (10YR3/1l
3 ~票得色落事童土 (10YR3/1 .l
4 オリーブ票結察土 (5Y3/1)

SD7 
1 ォり フ黒砂察土 (7.5Y3/1)
γ 埼灰色二七 (N3/0)カーボン多く含む

la 累護主主珍質主 (7.5YR3/1ノ

lb 草掲急診察ニ仁 (7.5YR3/1)laよりきめが主主L帰、
lc 窯喬色弱、主主之、7.5YR3/1)
2a 黒褐色粘土 (10YR3/1)
2b 黒褐色紗霊童土 (10YR3/1)腐植多く渓
2c 黒褐色粘土 (10YR3/1)
3 累渇色粘土 (10YR3/幻灰白色粘土がまばらに渓じる
4 累掲急務植土 (2.5Y3/1)

49m 

SOB 1t主主
1 票鳴き砂雲土 (10YR3/1)再利・カーボン含む
13 黒喬色砂科(7.5YR3/1)
1b黒揚色主要土 (7.5YR3/2)
1c黒褐色鱈砂黄土 i75YR3/1J
1d掲灰色粍土 (10YR4/1J
1e 黒複色，1嚢土 (10YR3/1J
2 票鍔色砂嚢土 (10YR3/1)
3 票色砂貴士 (10YR2/1)カーボン-
Y 黒褐13土 (10γ丹3/1)カーボン・
3a褐灰色粘土(lOYR4/1)
ぬ黒色結土 (10YR2/竹
3c 窯掲色lIiI王宮土 (10Y再3/1)
4a 票色粘土 (10YR2/1)
4b 黒褐色土 (10YR3/1)
4c票場色粘糞土(1OYR2/1J

票き結土 ilOYR2/1Jカーボン・
黒字喜色結土 (10YR3/1)力

7 黒色粍土台OY丹2/1) 接・
73 黒褐色砂糞土 fl0YR3/1)
7b 累褐告細砂震 (10YR3/2J
7ι 票嬉E設置土 (10YR3/1J
8 票繕邑結土 (10Y担3/1)
9 黒色粘土 (10YR3/1J扇極混じる
10 黒色粘土 (25Y2/1J
11 票褐色結土 il0YR3/1)
12 累褐13砂質土 (2.5Y3/1J腐植混じる
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SD7 主~土壌サンjレ試射 つ巾

1 ~閥鮒震土 (10YR3/1ì ~一一一一一一一一+一一一一一一一」
2 黒字書色結実二七 (7.5YR3/1)
3 黒色E語横二土 (75YR2/1)
4 黒字寄色結賛ニ主 (5YR3/1)
5 黒字喜色書室槌土 (7五YR3/1)
8 累喬色粘繁土 (10YR3/1)
7 累揚色診察土 (10YR3/1)
S 窯諸色腐縫土 (10YR3/1)

4.9m 

SDS 
1 黒字書色結土 (10YR3/1)
2 累縄急診蟹土 (7.5YR3/1)
3 議灰色結土 (10YR4/1I SD7 
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5 
5 
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17.5YR3/1 
(10YR4/1J 
(7.5YR4/1) 
(10YR3/1J 
(2.5Y5/り
(10YR3/1) 
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(10YR3/1)カーボン・義援J毘
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あり，亜 ~N区の西壁付近が大溝の東践になると推滅される。また， V ・ 1司区でも，自然の落ち込み

に同じような議植土の堆積が確認されているが，この寝植士は弥生時代後期以持に堆積したことが明

らかで，大講最下震のものとは直接結びつかない。前期末~中期にかけての大講は，高へはあまり延

びないようである。このように，この地域は潤辺から水が流れ込み， )禽埴土が厚く堆積するような帯

水環境にあったと考えられる。この帯水地点は，時期によって地点や規模を異にしながらも，

掘iおされるどの時期にも存在し，環濠やji孝の起点となったものと推測される。

なお， V~V1 区で;土，最下層から粘土と腐棋士が上下;ニ複雑に入り組んだ、状況を確認している。

物は出ーとしないことから- L̂と;地iJJとして判断したc このような堆請が記こる要因は不明で、あるが，

開辺では湧水点がかなりあることから勇水の作用で土層が撹乱されたことが考えられる。また，珪

藻分析で、は海水の影響が指摘されており 干識による撹乱の可能性も考えられるつ

(3) 遺構

調査!豆全体で， 14本の講状遺構と弥生時代後期の大型の落ち込み，および吉墳時代の落ち込みを検

出している。またこの他にも弥生時代中野j に I~ 亜区にかけて氾革境のような浅い湿地状の落ち込み

があったことが荏認されたcこれらの遺構若手は，謂査民内で分!技・合;たあるいは切り合ったり LI二まっ

たり Lながら譲雑に展開している。また，理区では，窪地状の落ち込みに弥生時代中期の遺物が潜棄

された状態で検出された。

SDl 第58l託第67国)

I区北壌から南東方向に持び¥ややP耳に出がって， S D 2を拐った状態で止まっている。長さ約5.2

m， I幅約1.6m，I訴揺は逆台形形で、深さ約65cmで、ある。講の上治iからは弥生時代後期後半から吉墳時

代初頭の土器が出土している。面的な損り下げは i層まで行い，土器の観察用に約50cm1tJj¥でままで掘

り下げた。 1葺は北西方向へ悼びていくと患われる。

S 02 (第581ZJ，第67毘)

I区北壁から南東方向に延び，約9.5m，幅1.1m，深さ約30Cl11である。 IIG~では検出できなかった

ので. 日正と E立を分ける土震観察用ベルトで止まるものと考えられる。面的な撮り下げは 1窮まで

行い，溝の断面j土層観察のため約50cm掘ですままで掘り下げたc 壌の上語からは弥生時代中期の:土器が

出土している。 中央部でSD1に切られていた。 議は北西方向に伸びていくと思われる。

S 03 (第58図，第68密)

I民南西関から田区西墜にかけて，中央[互の北斡と平行して廷ぴる環譲である。検出した長さは約

20m，幅約 3mで深さ約90Cl11である O 大部分を遺構上面までの検出にとどめ，語的に掘り下げたのは

1 とE尽においてだけである。 遺構の上富からは，弥生時代後期後手から吉墳時代初頭の土器に混

じって，獣骨類(イヌの顎骨など)が出土している。 1 爵壁での土層の観察では， {毒を撮り試した

あとが持え，下屠からは弥生時代中期の土器が出土している。また， II区では後述する弥生時代r:p期

の包含層と切り合って検出している。この溝は出土遺物の状況などから，平成 5年度に検出した 4

よび後述する SDnにつながるものと考えられる。



804 (第61留)

理 i元:南警捺で検出した環濠で主に~íJかつて延び、ていく。葎認できた長さは約2‘ 6m，幅 1 m， 

も深いところが約30C111で，ここから徐々に深くなるものと思われる。遺物は小片が多いものの，弥生

時代中期の土器口縁部片が出土しているc

805 第61関)

W 区南i活璃から南に向かつて伸び二次第に浅くなって磁区内で止まる。確認された長さは約14.3m，

穏2.1m，最も深いところで、約60C111で，弥生時代中期から弥生時代接末期の土器が出土している。 講

の成に近いところから，竜の線刻画が撞かれた弥生時代後期後葉~終末の小奇が出土している o S D 

4とSD5は湖底内の近接した位震でそれぞれ止まっているが，東西に距離を置いて止まっており，

これらの環濠の関が，弥生時代中期における台地への入り口のひとつであった可能'控もある。毘辺で

は護数のピット群が確認された。

806 第61!ZJ)

理区西壁i禁で確認した。確認した長さは約 7m，幅1.6m，最も深いところで約lOC111程度で，細い

杭が打つであった。出土遺物はないが，この杭がSD5の土窟断面で、も葎認できることから， S D 6 

と杭列が一連のものと考えれば， S D 6の掘割は SD5翠没後と考えられる。

807 (第訪問.第69毘)

II[乏 ~N の中央;こ甫北にのび、る環濠で，長さ約28mにわたって検出したc この環譲は 1 l孟で;ま検

出されず， 1 とH誌を分ける土層観察用ベルトで、止まるものと考えられる。この環濠も面的には掘

り下げず， II区，彊 .N でそれぞれ幅 1mから1.5mのサブトレンチを設定L，土層の観察と

物の取り上げを行ったっ E区北壁際は，地lLiの白灰色粘土層を堀込んで、幅約2.2m，深さ約95c111にわ

たって掘出しているが， II [>Z)11央の東西トレンチ部分で;え弥生時代中期の包含層である黒褐色粘土

を堀込んで構築されていた。この環濠は，理i涯一色壁際でご)授に分かれ，S D 8と南北に部:走して浮Hこ

延びる。田[三南壁沿いのサプトレンチ酪北壁読の観察では，北壁で 1本であった SD7カ勺著壁で辻 2

本に方、かれており， S D 7が分岐する状況が具体的に観察できる(第63!ZJ九分岐した後ヲlV区にな

ると溝は徐々に法くなり，深さ約30C111程震になる。遺物は弥生時代後期から占噴時代初頭の土器が中

心で，流木が多く見られるという特慣があうた。

80S 第58!ZJ)

盛況と IV区を分ける土層観察用ベルトノ付近でSD7から分岐し，南へ伸びてしミく。;天自主の地111を

堀込んで、遺構が構築されており，検出した長さは約8.2mで，幅2.6m，深さ1.1mとなる o N!R中央

付近で幅約 2mを掘り下!f，土層を観察した。トレンチ内の土層辻，北壁では砂と粘土が交互に堆積

する一方，甫感;で、は麗植+.と粘土を中心;こ堆積していたっわずか約 2mしか離れていないにかかわら

ず?堆請状況が全く異なっており，護雑なi主義を操り返Lたものと推i揺される。また， i毒の堀産しの

あとも確認された。 出土した遺物はわずかであるが，時期を特定できる遺物として，弥生時代後期中

葉の高杯片が出土している O なお，東i~Uの掘り込みのj禁付近には，端研i とみられる拡到の跡が複数薙

認されたこ SD9・SDlOとともに，道路状遺講l二関連する遺構であると提測される。
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S 09 (第58図，第69図)

E区の北東li高から調査区に平行に東壁際に長さ約17.5mを検出した。東i界jが壁に入り込んで、いるた

め， i需の幅・深さを薙認できない。南端は亜包南東簡でとまっているように見えるが，吉区で検出し

たSDIOとともに道路状遺構の鱒溝を形成しているので，大きく抱がって東に延びていく可龍性もあ

るO 弥生時代後期後葉の土器と流木に混じって，柱材とおもわれる木製品も出土している。

S 010 (第581Z1)

百区の南東1;高で灰白色の地山を堀込んだ7訟で，長さ約5.6m，深さ約1.3mを確認した。遺物はほと

んど含まれず，土器小片が数点と議石2点のみであった。 SD9と同じく道路状遺構の開講を形成し

ていたと考えられ，講の落ち込みの時のところに構列を打ち込んだ穴を十数カ所確認した。

S 011 (第60図，第69図)

v1広西壁で現れ，南に向かつて延びる長さ約 9m，深さ約 1mを確認したc 語的な遺構の掘り下げ

は南壁際で遺物が出土した 4糧までを行った。 上面には弥生時代後期から古墳時代初頭の遺物が多く

出土した。土扇を観察してみると，ここでも濯の掘り直しの状況が観察された。ド層からは，弥生時

代中期後半の土器や獣骨が出土している。この講は平成 5年定調査の 4号謹，また本年度調査の SD

3につながるものと思われる O また，この溝はV・1ヨ亙で検出した講状落ち込みの腐植土を切るよう

に揺られていた。

S 012 (第諮問)

I区東側で，下着北方向へ延び、る講約7.7m，深さ約lOcmを検出した。 II区では検出できなかったの

で，北へ向かつて延びる可法性が高い。遺物は少なかヮたが，弥生時代r:I:1期の土器片が出土している。

S 013 (第58関)

I区北壁から南東方向へ，約 2m，深さは約lOcmと浅く，恐らく北東方向へ延びていくのだろう c

遺物は弥生時代中期の土器片が出土している。

S 014 (第60関)

VIRの溝tk落ち込み~犬から分岐するかたちで検出し，議は帝京方向へ向かつて伸びていくと忠われ

る。明確に時期のわかる土器は出土しなかったものの， S D14で出土した杭の持部が，後述する溝状

ち込み内から出土していることや， S D14の覆土も， 1茸状落ち込みと i可じく木質を多く含む腐棋士も

であることなどから， S D14は溝;1犬落ち込みとi可じ時期に存在したと考えられる。

道路状遺構(第70国〉

III[乏からIVIRにかけて検出した。今回検出した遺構;え平成 5年度の謂査で検出されていたものの

茜鱒の延長娘上に位量する。 SD9・SDlOがそれぞれ途中で止まり，その掲の地山(灰白色粘土)

が道路状遺構の進入口になるものと考えられる O さらに道路は SD8にぶつかり南に折れ，調査区外

へと延びていく o SDlO. SD8 の堀込みの際に治って小ピットが列状に並んでおり，道路~.犬遺講に

併走する檎列と考えられる。また，道路状遺構の中央部に幅約25cmの浅い溝や構列とは異なる覆土の

ピットも提数確認されていることから，何らかの施設があった可能'段もある。道路状遺講の調査区外

での展開については有鰯調査区、のV . V1区では検出されていないことから，現在の震道付近から

再び、i西へと進蕗をかえて，台地上に達するものと考えられる。
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は砥石

O 

K 

第71留石敷き遺構検出状況(1 /40) 

j蕎状落ち込み(第60

凶)

V区・ V11:Kで検出

した。調査rX:r有憾で

は灰白色の地山が確

されているので北

へ向かつて器ち込ん

でいく。 出土遺物;ま

弥生時代後期の土

が中心で，下層には

本質を多く含む腐植

土が厚く堆積してい

た。

V区落ち込みの際

の部分には，掘り込み部分に板を敷いて補強した井戸のような遺構も薙認した。またこの遺構のそば

には，勝部を耳'j(V)[J縁き1;を規間的に打ち欠いた高均二が出土していて，本に関連する何らかの祭りが行

われた可能性も考えられるコ

石敷き遺構(第60図，第71関)

百民で薄;1犬落ち込みが埋没した捗の覆土日営計突出したc 長径約 4m，短径約 3mの範関に麗平な

石が意昌広jに配置されていたc これらの石に提とって砥石が比較的多く出土し，銭安;が3本出土して

いる。これらのことから，ここが何らかの工房跡である可能性も考えられる G

杭到(第60関)

V区で検出 Lた。 諒状落ち込みが理没した誌に打ち込まれている。東南方向に約 6mを検出し，列

の中央部は80cm程度空いていた。

員麗(第60関)

V区の西壁際で検出した乙長率Jj約 2m，短車窓約 1m，厚さ約15cmのノj、規模な見層である c 貝殻は小

片化しており，貝層の残りはあまりよくない。貝層内からは貝類のほか，魚骨・植物種子をや心に多

量の吉然遺物が出土しているつなお，自然遺物の同定を奈良文化財研究所の松井章氏に依頼L，玉稿

を賜った。詳細については後述の村一編を参照していただきたい。

古墳時代め落ち込み(第60図)

¥11区北部で検出した。 北壁から 2mだ、け掘り下げたので全体的な広がりは確認できなかったが， V

iえ茜壁では，この落ち込みの覆土と思われる枯土が浅く堆積するのみをので，そこまで大きくは広が

らないと患われる。 北壁の土震で見ると，講~.え落ち込みの最下患の属棟二土を切るようにこの落ち込み

の覆土が堆積している。流木や木製品も大量に含まれ，出土遺物は古墳時代前期の土器が中心であっ

たが，三韓系瓦質 t器や陶質土器といった韓半島系の土器をはじめ， 6世紀故三i三の須恵器も llx出土

しており，長い期i習にわたって科F弔されていた状況が侍える。
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(4) 遺 物

①土器

ここでは，遺構出土土器を中心に詔介する O なお，掲載した土器については観察表をつけたので，

併せて参照騒いたい(表7)。

SDl出土土器(第72国)

i は，袋状[J縁査の口接部である。翠部は比較的絡まり，折り返した口縁部;土産毅的である C 端部

は丸く収めている。 2は，小型丸底査の口縁部片である。丸みを持った腕部がいったんくぴれ，やや

内湾気味に口縁が立ちtがる。口縁端部は尖り気味である，絹部内面はケズ 1)の痕跡残す。 3は袋状

口縁衰の口縁部であろうか。口縁部はあまり内傾せず，頚部のくびれも弱い。これらの土器は，弥生

時代後期言言葉~古墳時代初頭に椙当する。

SD2出土土器{第72[ま!)

4・5は逆L宇状口縁の歪である c いずれも日縁部が内面にわずかに突出し， []縁の付け根から端

部にかけて徐々に厚みを減じ，端部を丸く絞める点で、共通するものの， 4の口誌と面が水平であるの

に対して 5の[]縁土面がややたちあがる点、が異なる。 6は斐の底部である。底部は薄く，底部から

胴部への立ち上がりも直毅的である。 7は査である。頚部から口縁部を欠損する。成部の在は大きい

が厚みは薄く，外部にやや踏ん張り気味である。騎部中位に最大径を有し，徐々に内帽しながら

へと移行する。これらの土器は，弥生時代中期中葉~後期初j頭の土器で、ある。

SD3出土土器(第72[雪J，第73国)

8~9 は逆L 字状口縁の警である C 創立口縁上面が丸みを持ち，内面にやや突出する。口縁から損

部にかけてはややふくらみを持つ。 9・10は口縁が!な面に突出しないタイプで，9の口縁上屈は平jBで

あるのに対して10の口縁 t面は丸みを持ちゃや外傾する。 11~ 13は蓋である。 11は蓋に伴う蓋で， J: 

面からややくひ、れてラッパ状に裾が広がる。 12・13は小塑の短頚査に伴う蓋で，いずれも背が低く，

左右対称に 2孔ずつ有する 3 外面丹塗りである。 14・15は小型の短室長;査である。いずれも外面丹塗り

である。 141土口縁部がやや内館 L，日間部最大径を下半部に持ちゃや内湾気味に底部にいたる o 15は口

縁吉jiがより立ち上がり，腕部最大筏も中位~j-^1立にあがっている c ま部は据わりが悪く，品レンズ状

平底である。 161ま短頚衰の口縁部であろうか。底部~目指部にかけて緩やかに内湾しながら立ち上がる c

外語は丹塗りである。 17~19は鉢である。 17は丸成の成部から丸みを持って絹部にいたり，わずかに

くびれて口縁部が短く外反する。 誌はやや尖り気味の丸JJrで，腕部最大窪をよ誌に持ち，ロ縁誌は長

く立ち上がりもi亙立に近くなる o 19は凸レンズ状の平底で，稲部 t半に最大径を持ち， LJ縁吾[Sが短く

立ち上がる。体部中央に;よタト預からの穿孔が認められる。 20は斡fすきの鉢であろうか。騨部はラッパ

状;こ広がる。 21~23は護である。 21!土日縁部が直立に近く，底部i土乎まであるが非常にF淳みがある G

i今麗には指頭庄痕が顕著で，粗雑な作りである o 22はi二!縁が直立に近く堀部も長踊で，底部も凸レン

ズ状となる o 23は布留系の歪である。口縁にはやや内湾し，議部はやや丸みを帯びる。内面は横方向

のケズ 1)が顕著である。 24は袋;広口議の査である。比較的短い頚部から口縁部が丸みを持って内額し
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ている。

t.tL， S D 3の土器は弥生時代中期~古土賓待代前期まで綜があるものの，弥生時代中期設葉の須玖

E式と弥生時代詩末~吉墳時代初頭の 2時期にまとまっている。

805出土土器(第74図)

25~27はいずれも翠である。 25 ・ 26はいずれも逆L字状口縁で，口縁上面は25がほぼ水平で， 26は

やや内向している。口議部の摩みは25はほぼ一定であるのに対してお辻付け根から先端にかけて徐々

に薄くなり，端部は丸く収めている c 26のLJ縁下には低い三角突帯が 1条めぐる。 27はくの字形口縁

の翠で，腕部には張りがある。服部中央には内面からの穿子しが認められる。これらの士J器は，弥生持

代中期中葉~後葉と弥生時代後期中葉に相当する。

807出土土器(第74関)

28は査である。くの字形の口縁で細部には張りがある。 29は査で，球樹状の朝部にラッパ状に開く

口縁を持つものである。これらの土器は，弥生時代後期中葉~後葉に担当する。

808出土土器(第九回)

30は高杯で，法めのtf部からi直立気味にタト反しながらね縁が立ち上がる o 31は鉢でヲ平まのまき[)か

ら援やかに外反しながら踊部へと;立ち上がる。 32は高杯の郡部である c 裾にかけてラッパ状に広がる

形態である c これらの土器は，弥生時代後期言言葉~中葉に担当する。

809出土土器(第74t混)

33は壷である。球眠状の胸部にラッパ状に開く口縁がつく。 立主部は凸レンズ状の平底である。 34は

小型の短星雲査で，底部は丸@;で、最大箆を腕部I何立に持ち.U縁部の立ち上がり出直立に近い。 35は鉢

である O 平底のr底部から内湾気味に服部が立ちとがる。これらの土器は弥生時代後期中葉~後葉に桔

当する。

8011出土土器(第75[;:zJ)

36 は:Ì~立 L字状[]縁の斐である。 ド膨れ気味の月間部に幅広の底部がつく。口禄は内部にわずかに突出

し，上面は丸みを帯び、てやや外錯する。内外面ともに丹主主りが施される o 37は査である。直立気味の

口縁で樹きi;;主張りがなく長腕と去るっ 38は山陰系の二重[]縁査である。ロ縁部;は外指気味で，付け根

には明綜な突出部を持ち，短い頚部からなだらかに頼者1$へと移行する。堀部内面には横~斜め方向の

ケズ 1)痕が顕著である。 39は鉢である。平底で緩やかに内湾しながら稿者!)が立ち上がり，やや開き気

味に口縁へといたる。最大授は口縁部にある c 40は高掠でJ:不部が深く iコ縁部はやや外反する。 36は

弥生時代中期末にほかは長期後葉から古墳時代議期に設置づけられる。 36は下層出土，38が崩落士

長上i二でほかは上層出土である c

8012出土土器(第76国)

41・42は斐であるつ 41は史認で薄手の平成である o 42f土日縁部で， と蕗が永三jLで付け根から先端部

にかけて徐々に淳みを減じ丸く収めている。これらの土器は弥生時代中期中葉である O

8013出土土器(第76出)
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第75闇 SDl1出土土器(1 /4) 

37 

43・44は斐の日縁部である。 61は上!涯がえみを帯び端部がやや外領する c 44'土上、福i7rqまほ水平で，

内面にやや突出 L，厚みもほぼ・定である。端部に浅い刻みを有する o 45は鋤先状[]縁の査である。

上面はややく;まみ，内面に大きく突出する。端部は丸みを苦び、ているこれらの土器は，弥生時:代 r~l期

設葉に担当する 3

I~N区中期包含層出土土器(第76l'Rl)

46・47は逆L字;1犬i二i綜の套である o 46のμ誌は内面にやや突rBL，端部は外{頃する。 47の口縁も内

に突出するが， ヒ面は水平であるつ L1縁下に低い三角突苦を持つ 48~501立小型の短頚査である。

いずれも左右対称に 2干しずつ有L，48・50には丹塗りの痕跡が残る。口縁部はいずれもややくの字状

に立ち上がり，底部辻48・49がやや上げ底，50は平!まである c 49には内題からの穿子しが認められる。

51・52は蓋である。左右対称;こ 2子しずつ存しており， 48~50のような小型短頚査に対応するものであ

ろう。いずれも外面に丹塗りの痕跡を残す。 53は鉢である。 産立気味の口縁から胸部にかけてややす

ほまり，底部付近でいったんくびれて底部にいたる c 底部内面は入念に指おさえされ，H関部との関に

明瞭な設が認められる o 54は突苦文系の斐である。如意状の に刻みが擁され， 0縁部から
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やや下位に刻日突帯が…条巡る。主iJみの間隔は密で、 突帯の付け根は横ナデで整えられている。これ

らの土器は54をのぞき弥生時代1:[1期後葉に梧当する。 54は前期後葉まで溜るもので，後述する大溝関

連遺物と同時期と考えられることから，大薄からの提入の可詮性を指識しておく。

大溝関連遺物(第76密)

平成 5 年震の調査で検出した遺講で，本年境調査区のE 医~lV毘の西欝h る大j葺と関連する

遺物である。本年度調査区宮区では，語壁治いで、淘汰の悪い腐食土壌が検出され，この大溝最下層の

堆積物との関連が想定されたc このr関埴土層から出土したのが55である。腕部から口縁部にかけて援

やかに外反する。口縁端部は面取りされている c 口隷下から観音15にかけて縦方向の剥毛日もしくはヘ

ラ描き様の浅い沈綾が数条認められる。この土器は弥生時代前期末の土器と考えられ，時期的にも大

溝最下層出土土器と・致する。

種区落ち込み出土土器(第77図)

56~62(之ささ L 字状[J縁を持つ斐である。仁!報部の特殻から，口縁が内傾して内面への突出が認めら

れず，口縁のf-.j~け摂から端部に向けて詰々に厚みを減じる 56 ・ 57 ・ 59 ・ 60と，同様に口縁が内傾して

内面への突出が認められる58・61，および口縁上屈が水平になり， LJ縁部の恵みもほぼ A定となる62

に分けられる。また，56は踊部がやや張るものの，地はすべて抱弾形の制部になるものと忠われる O

むには口縁部下に浅い三角突帯を持つo 63・64は査である o 63の口縁は， J:面がやヤ面取りされてお

り，鋪先状口縁の名残をとどめる O 頚部の付け根には突帯を持つが，そのドにも短い突起を有する。

本来2条の突帝が付されていた可語性も考えられるが，明石在なMり付け痕が確認できず，部分的な突

起と判産!Tした。 64は鋤先状口縁の査で，仁i縁上面はやや内傾し，内面にやや突出している。 65は手ず

くねの鉢で、ある。内外面ともに指頭圧痕を右ーし粗雑な作りである。器7ちもいび、つで、非常に厚子で、ある。

内面から外面にかけて黒斑を持つ。 66は須恵器の杯である。受け部が外JRIJにわずかに突出 L，立ち

がりは長く，直立気味である。 5i1世紀設半のものである o 67~70は護の!こま室長である。 67は厚手で描く

締まっており，くぼみ嵐となる o 68・69も同様であるが， 67に比べて底部のしまりがゆるんでいる。

70は厚みが薄くなりわずかに上げ底になる。これらの土器は， 66をのぞいて弥生時代仁jl期前葉~後葉

までの土器を含む。 5世紀後半の須恵器は原の辻遺跡ではほとんど出土偶がoごく，近隣の大塚UJ吉i賓

との関連で注目されるつ

V区溝状落ち込み出土土器(第78図)

71 ~74は鉢である。 71は器高が低く 胸部がよく張って短く外反する仁i縁がつく。 72は器高がやや

高くなり，口縁の立ち上がりもよりきっくなる o 73は腕部があまり張らず，仁i縁部の付け根でわずか

にくびれて口縁部にいたる。 74は口綾部付け根のくびれも不明器となり，内i討に屈曲部の稜を建すの

みとなる。 75は豊前系の高杯の坪吉1;であろうか。下勝れの踊き/jからそのまま内領して口縁部にいたる。

76は小型の鉢である。平底のま部から舟湾気味に立ち上がり，ややすほまって口縁部にいたる。 77・

80は衰の関部である。いずれも平底で最大径は調会[5のやや土佐にある。 78・79(ま袋状[J縁の査で、ある C

78辻太めの頚部で口縁部はきっく内傾する。 79の頚誌はよと較的結く締まっており， 0縁部の立ち上が
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第76間 8 D12・8D13-I~N区中期包含j寵・大溝関連出土土器( 1 /4) 
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85 

89 

86 て T-YJ 

87 Cv" 

92 

三へ 93 

O 20cm 
U エニ広田

第79国 立区古墳時代前期落ち込み出土土器(1 /4) 

りはより亘立に近い。 81は高拝である。浅めの杯部で，仁l縁部は直立気味にタ1-反しながら立ち上がる 0

82は鋤先状口縁の高掠であるが，口縁端音1)を荒く打ち欠き，制部を意図的に折り取って，内面には蔽

打痕を有する。 v区の講状落ち込み}右側で検出した板敷きの士坑の肩部に裏返した状態で寵置されて

いたものである o 83・84は高杯の胸部である。いずれも裾に向けてラッパ状に広がり，興部には 3孔

を'有する。これらの土器は，弥生時代詮期前葉~後葉にかけての持期iこ担当する。

VI区古墳時代前期落ち込み出土土器(第79図)

85は袋状口縁の査である c 綿く締まった頚部が急激に外半L，やや痘立気味の口縁にいたる。 86・

87は小型丸底意である。 86は鵬部と口縁部のi豆別が不明瞭で，内面にわずかに稜として残るのみであ

る。 87は口縁者sが長くのび，堀部内面1こ;土ヘラケズ 1)の痕跡を残すo 88は高坪である O 土不部;まj菜く口
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第80毘 その他の出土土器及び半島系土器(1) (94は 1/2 要 95~104は 1 /3) 
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縁部が長くのび、る。 89は爺の関部であろうか。丸底で最大径は)J間部のやや上位にある O 腕部下半より

に外i&Uからの穿孔が認められるつ 90は十3雨宮土器で、あろうか。薄手の底部から!享みを持って口隷i部ま

で立ち上がるコ互支部には幅広のi高台の痕勝をとどめる。 による冨転ナデ弓再整の痕跡を残す。 91は

;土師器の;午である。丸!までやや内;毒気味に立ち上がる。外部忠告l~付近;こは槙方向のヘラケズ 1) の長路;

を残すr 93は須恵器の蓋である。平坦な天井からやや丸みを帯びて裾にいたる υ 天井部には格子宮状

のヘラ描き沈線がある。 92は陶質土器である。丸底の査底部と考えられ，4条の現旋状沈線が確認でき

る。外出には縄自の叩きが顕著で，叩きの方向は沈線付近は縦方向であるのに対して，i主線灯、れま斜

め方向の叩きとなり，車部では重なり合って部分的に慎子日状となる O 境iまは非常に

れらの土器は，弥生時代後期後葉へ古墳時代設期(6rr士紀末)に相当する。

その他の土器(第80~~81l主u

ある。こ

94はSD5から出土した小型査で、線五Ij絵画土器で、ある。線刻は腕部をイ司していたものと考えられ

るが，約 1/4，まど剥落している o 2 l2fの患と見られる隷契!と，これらを繋ぐように梯子状のモチー

フが縦横にのびる c この梯二子氏の文様はi窒;戒が著しいものの，部分的に頚部付近で散見される。時期

は凸レンズ状の平底となる底部の特数から，弥生時代後期後葉~耗末と考えられる。 95は短頚査であ

る。腕部以下表面の剥落が著しいが内政iには指頭圧痕を残し粗雑な作りである c 朝鮮半島の無丈上器

の系統で、あろうか。 96~124は韓半島系もしくは楽浪系と考えられる土器をまとめた。明確に来u長系

と認識できる土器は96・105のみで， f世は三韓系瓦買すこ器との区別が密難である。特接的なものとし

ては，尚一悟体と考えられる101~1似で，綾杉~.犬の ~11Jきが表面に認められる G 内面は横方向のケズ 1)

る。また， 120は頚部の付け授に三角突苦を有し，この突帯上に 3つ単位の三角科突文が施さ

れている。問部には縦方向の浅い沈線が薙認できる。

表7 石田高原地区出土土器観察衰

[ミて苔ぞ芦名 捜索 全議 (子J 主交喜
、

み… 2存状況 説繋 j去 t骨考

1ぢ;s訂D1 主三 .，ぃ援 luYR ;-''.!. お茶 3らと犯ミレ 民生 不汚i
出八子円会 2，SY 72 ι言語刀YR -;-4 ハ長長J一生 il 3

戸
i札:なで内ヶズ ')，なさ

; SJ)2 金r、 SYRιs 石三宅 長 い1 主J十め，占で i守 で

iSD2 百室 以貫性; 10，豆 G2 兵三 、、き:)-;- ばけのなで内 Lめ なさ j式おさえ

51 宅掌 ぶ:、法 7.SYR 石英 三三百 ま円 外持lともをで

6 i SD2 霊 詫 2.5Y I/ど 己主長泊 な )I~ なで言おさえ

7 i SD2 ' 1 官y にぷい資 JOYR 6'3 ，fl主 ~<fí 会雲母 続部、制お なで内なで?おおさえ

品 3D 防車 ;)YR 5ib む晃三毛雲母 弓読rみυ- l内外ffiI共なぞ 号り宥

ち i 5D3 浅詩吟 luYR 8/3 石英 1二三: 咳nごvりニ! ドナプL民共なで

10 5D3 千lOYR r一ヲ世と 一む一 五人 J二V話守口 季語:民一 外なで i有なでおおさえ

11 3D3命: 号 フれ2 ぶι 主主 可 ヂ}:i立弓 ご戸:j:

;ワ 1SD3 ぷ'.'廷で lOYR 7<-3 之丞会 謀罪Fにを; 匂ト .;丈 M、T 円書官 :zムU歩J に みち ，¥i 
l3 1 SD3 エ%ロι ぷLポ雪 7、5Y長 ， 4 7 尽ベ 主主;

;肘
高 ふい玄E言 。Y毘 7ヨ ん乞 〉にな tまj号、認さ1 1外?なに 1勺'な亡、 J予おきえ ') 

;SD3 一町
ど ](iYR 七く4亡4 争一夜;タL‘ ;司:なで ;言おさえ り ;， 

j SD 排日七月え ."y良工 長紋 J弐 民吋一ー千包百 一け一 九とふ :出;月ご八与
守。 一れ

u ! SD~3 ' 主主 ;丈費 2.5Y ';' ~ 名、長{ {ノしミニ 社:今ズ I 子めなで共:にけ去で

i己 150 考季 潟j lOYR も包長石全起 立三三部 j札めなで内"土め，なで， f甘おさえ

l合 15D ト j阪金 、三 む英 iミミ} ノ ょ;十めなで川なヴ

20 15D3 I 器 長さ 1，'2 石亨と 長石 E司自 、1河五五 ムザト詔子、なで

L SD3 ;:;YR り 石英長石 五[ト名 「日 同 市むこマ人よ

22 ! SD3 j丈 2，5Y 0.'2 毛長石 主主汚 是認ー史認 けず はけめ、とで内:よ;'fめ。な

i SD3 . にふふい 7.5YR i石主去む i~芸ぜ ;1 まお，or f なでっちけずリなで

2斗 5D j免責 2，5¥ 是正tI ろ.i>J 争談、 ヨ件民共なご

; 5D5 l芯j久詰 三コ 5，2 石毛 f三li ごレお， w毛主B!i行 泣けめなで Fえ!なで

26 i SDS i 三，三旬t :ぶい苓 7.3YR 6>t fiノミ 長石 -ミリ 球部内 Jヴ2十主 tな

五 iSD3 毛F l鴨緑沃 5YR 三 j予ミ 長石 三~ iJε暴自フr 日2ー前ケF で

町 i号 ;こぶ、4ぞ 3YR jむ長主 計手議お器 アC千戸ヴ、て 出-企 ¥j ニ→中J 

3D7 ' 1 I1ヰ宅医 5YR 7l ξJ主交ι !-i球部伝記 '予汁ふ示ノ、今 マ一乞 プヤムノ f示，.r，.、" 許つJ よCν んよ
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表7 石間高原地区出土土器観察表(つづき)

!最善号 護法名;穣 王宮 色議 泣j5jj会: 仁 投存 Jえ i 滋撃手 議等
五〉 5D行 I !鉢 ぷ設 10m 員芙宝石全 I 主主:的 ;外のなで内な

5SD0ぷ内寄肯外: 
9~~渇 lOYR 6/2 七芙長主主:三 主主王手へ笹子 y， :ずワ ごで え lft遺り
r，長賞 2.5Y 7.<:: 石英長雲母 初五日月 トrill乙bなで

33 SD9 五"廷も」 立門官4子三 WR Tj克長五秒 是二号 底 タf"土うなで引は fめ?なで，指おさえ 外商iニススitぷ
ユt SD9 立百 灰黄 ~.;;y 7/2 ~T:' 外なと内な おおさえ

SD9 毒事 場え 5YR 石英ー 主主 底部 i守 口什めをで 1々 は時めとでおき

3り SD]l i月辛抱 2.~)YR 56 ょ、 なで内 指おさえ 丹塗りわり

円上
，昌F疋 {R 長 忠実 球部へ i再'HJ ははめ，な 1号泣けめなで |外Jおこスヌ作者

ぶいfを授 10YR 7.'3 長三 J壬宇土台サ 品ぶ 目μ ヴド i々 :土入な ドi ウズ行士一 外 ススf古手t
Jハブ SD1 ふい侵食 lOYR 6.3 ーふく γごN廿三 一 一持議き:えf三 め rJ;J な.--. I¥こラァデ CI縁部tこ穿子L右:)
ノ SDl ち耳: :ふ"黄笈郎、R 。ヌと。 司 j誌記 なで }々 なで

♀1 SDJ2. 1 窒 i 叉 2.5Y :石英土、て 会雲母乏証: ダJ 宍 ごとで

4二 SD'2' 1 !室 言語 i.5Y宜主冶 j ミイミ{ 5主!， j 啄片 千元Eこbなご

13 SDム2. タ之 5Y丑己 h ?竺'，Sさご、で日 一G、そz王をξ ~i ， 主ともとご

4'; SD12.1 dニぶい主後 lOY託ら 1 :を長石 令♂、3予Ir寄与 日間ともなで
4;) DL 勾3渇 SYR ノZ、 白5色一、一ーナ々らー 宗主「よ i汚 トト:とらない;

46 嬰L今野 事5五 2.5YRι こa長 l し告司示円t弓

4i 中どf立勺!主主 にぷ¥，黄渇 lOYR 5/3 I 茶。長三 川円河 江J 市Kニムυ シこ?λ千 タト[泳、 λス付与右

ギ鑓 L~1穏 反2雪 5) 長 。.~ 声勺に九 十れ，.に九ふJ、 叫百出二いパ， ヘ品ノ ι i子治り吉 3

49 中 語 ，.ぷい裾 5YR 6/3 I 立 長{i さささ[ま 出矛先形 r-9-it河!と bなで 初，¥1;γ穿孔右i)

'，() 中馬合経 灰白 5YR 8:1 手.~五百 主r主ミ士法 主守三 F1方FトF;当3乙.九弘一九、 丹政.，有 'J
f}l 中f活包f~J\重 量 fJ~jす約 日Y民 5，6 f1英長イ1主主母 ほ形 外 ょで内なでおさえ 丹去り古り

52 'P努包含塁 ii篭 浅支持 7品、つR 札4 石東交じ 6多数 認可ノ 内外RQCさJ れιワlミ- 丹主主'j有')
中主目包会福 夫、行 うY {'2 土長ィ; 乃G 外なで 1

'
，ヘフナずなで，指おさえ

54 中翁包含啓 咲く 5Y Z 芙土会堂! 誌記 タ十 はけめ?なて ;えi な i宮おさえ
「χ IH 寺 去zさz ぶν込芸均 lOYR 長と 芸宍 ?主 :勺汗ともなく? ススイオ老

5っ黙認ち込み 法えi認苛'R7二 沢長 Jコチ. 長百議2 全部、対部 外:よけめ，なて I弓 なで

費f落ち込ム! jl湾赤箔 ~;YR ぶ;川渇 ;)n{ 壬 長百主主古 ま ;ヘ;外注とも者引

58 議案ら込み i ;こぶい 7.51']主 J之江 A玄海 'llYR 石安 長石在、3 事会 ゴヲト0Jともな戸
5匂 l中努落ち込み ぶぃ褐 :1Y誌 与を SY立 66 長石 万二ぷ ?霊祭片 i紙同ともなで

60 与ち込グメ ぎを iをj 。5YR ぶ '];'有褐 ::'O¥"R 7/3 ι マf主主法 手き片 :おすめな?ん
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喜七込み!古 i給与主 2.5Y 三 芝長(亨 安部、リ式部 はすめ 、ヲゴムポさ な おさえ
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76 受長持茶ち ミ"、 五 .，ごd可 '2 長石 !外ムめなご汽なご

E事九三¥J一ぜ) い設 j)):1{ 守" "主主 主主母 ;ク? フーな 汽八ラナデ，なでおさえ

78 5落ちzV司A 京 ，i)YR 交干二 ;ごまーな i外 2すめなさ円、まiすむなで J言おさえ
ゥινQι 計三羊ち日み 号室 i ~こぶお考 luYR 7 il 巧主 乙とと日 /ジ雲 1 会主 奈吉f 守、め VJ: な

80 込J弘主 i よぎ f.JYR 7:6 むろも 長む u;霊へ総務 :はめ で :tで， 1とおさえ 外京にスス長

81 るみ j 平 ぷv 去喝 'OYR 、 台与す、r引 ζ 句 家 ヘラナデーなでバ
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お i技 ちュ主主 耳、 !黄 2.5Y札ι ど主主十y 場担 !二;，めなで丈 i有(三めなて

841後 九み 高?、 ;主 2.5Y 長 二 社 ぉ，，1 玉、十め2 なで ~;'J : (土;キダ入 なで
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0、μ3 兵士言語1込み】号三 。5YR 石茶石狩ち! 喝ルこト qi，き1 j早j号"Pき ;主主主Î )認おさえ なご 士容

93 主語t~与ち込 j ~主主主主義 i沃 ~ 3: :攻守t士吉"そ 天井、広務 六十日とも!日竜王主 号沿~へ弓記号E
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10l 江沢llF与 三つ l らえ 掲 JfiYR ~むつよ .1ミぞ母 外 秀幸子抗日主主， r付 ケズ
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10:5 Y:f:<-JV媛 ミJミコ 主i} i' 5: 主主母 丈ζ ぬ 内外出 し 号なで 楽浪系

lG記 ?をお落ち込み l~ヨ ;こぶも、買お よりE旦 石ミ空交石会主~よ qぱτF 作おお
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リ
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乏〉石器(第82毘 ~87函〉

1~4 は石畿である。いずれも黒曜石製の間基議である。 1 ・ 2 は再出に了寧な調整を加え，断面

レンズ状に整える。 3は主要剥離彊および、作業面を残す剥片畿である c 4は再1}t開示が鋸歯状となる。

5は石匙である。安山岩賓の石材で，横長の事j片を吊い，両面から剥離を加えて横長の刃部を形成す

るO 槙斡中央に小さなつまみを有する o 6・7は磨製石剣である。 6は表面の風化が著しいが，頁岩

裂で両面の中央部にはわず、かに鏑の痕罫を残し断面レンズ状となる。 7!ま先端部で，断面が横長の六

角形を呈し，先端部のみ鋳を宵する。 8~12は石包了である。 10が葺刃であるほかは，いずれも外湾

刃である。また，石材は頁岩を基本とするものの， 10・11は小豆色の輝緑凝灰器製で，北九州地域か

らの搬入品と考えられる。穿孔は 9 11が南側から錐状工具で穿孔されるのに対して， 8は風化が著

しいものの，鼓打を許思して穿孔しているようである o 12~誌は石鎌である。いずれも破片資料で，

13・16が先端部資料， 14. 15が基部資料， 12が刃部のみの資料である。いずれも頁岩製で，研磨が全

面に及ぶ13~15，刃部のみ研磨する16，研麗痕が認められない12がある。刃部の形態はいずれも宣刃

である c 17~26は石斧類である。 17は扇子打製石斧である。再開示まから調整を加えて短冊形に仕上げ

ている o 18は扇平片刃石斧である。基部から刃部にかけて穏やかに幅が広がる援形で，研磨やは全面に

及ぶ。 19は小型の両刃石斧である。 体部には時磨面を切るように南側主まからの剥離痕が顕著で，刃部

iこは欠損後の刃部再生を意図するとみられる剥離疫が認められる。 20は柱状片刃石斧である。頁岩製

で頭部付近に入念な調整表u離が認められるものの，他i立長官理面で硯壁面は認められない。 21は扇平な

小型石斧の官Eで体長J)全面に詩磨痕が認められる。 22は柱状片刃石斧の一部か。表裏南部の研磨痕が

顕著である。 23は両刃の小型石斧で，基部からヌヲ部にかけて援形に広がる形態である。 t材開縁には，

装着痕とみられる緩やかな段が認められる。 24は小型石斧の一部か。欠損後議石として再利用されて

いる。 25は爵刃の石斧の刃部である。刃こぼれが著しいが，刃部1JW面寄りには誌打痕も認められる 0

26は詑採斧とみられる大型の両刃石斧である。刃部再生を意図した剥離痕が顕著で，刃部先端は丸み

を帯びて控訴えし，刃部と直行する総状痕が顕著である。研磨を行わずそのまま石斧として利用したの

表8
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第盟国石田高原地区出土石器(1)(1/3) 

3 くご〉 4 

5 

7 

かもしれない。 27~33は砥石である。いずれも大型で、， 33をのぞいて能はすべて日区石敷きi主権から

出土したものである c いずれも面砥石であるが， 30.32には溝状の研ぎ痕も認められる。また， 27は

研ぎ在互に虫歯状のi主主打痕が認められる。石材;土中流~縮粒紗岩が主体となるが， 30は花[品岩が用いら

れている c 34・35は石亜である。 34は大型， 35は小型である o 34は扇子な礁の中央部が摩滅して浅く

くぼんでいる。裏面には鼓打痕が語的に広がる。 35も同様に扇平な擦の表裏両国に鼓打痕を持ち，両

面とも浅くくぼんでいる。また，高長打痕の}語りには磨面や長持丹形の誌打!哀が苦状に広がる。 36.37

はそれぞれ出石・鼓石である o 36tま表裏面ともに体部中央が摩滅してくぼんでいる o 37は大きめの荒

い鼓打:度が表裏面ともに語的に広がる o 38は石杵である O 平面L字;1犬で底i商;こ りlfiil1'言E、められる。

また， 1期預ベコ握り部にも議打痕が認められる。 39は朱のついた日擦である。開縁を ri1'L、;こ{す着する 0

40は石[鍾であろうか。欠損するものの，本来[ま平面円形で断i語ドーム状を呈しや央に穿孔が貫通して
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第84函石田高原地区出土石器:(3)(1/ 3 ) 

いたものと考えられる。多孔質玄武岩製である o 41は支脚形石製品である O 平面台形で髄面の中伎に

つまみを;有する。多孔費玄武岩製である。

若田高原地区の石器組成(表 8) 

第8表にj童講加の石器組成を示した(第8表)。いずれの遺構も部分的な掘り下げで，石器の多寡

は必ずしも遺構の全容を反映していると辻隈らないが，概要は把握しえよう。特徴としては，屡石類

が突出して多いことがあげられる。これは八反地[R.高元地区の総成ですでに指摘した点であり，原

の辻遺跡の特徴として指描できる。また， と石JTIl類が七ットで、出土している点も見逃せない。

この背景には堅果類の頻繁な利吊が想定できる。また，弥生時it後期以降の遺構では砥石の出土の顕

著である。農工具全体で言えることであるが，弥生時代後期後葉にいたっても，数は少ないものの，

石器が器種に偏ることなくまんべんなく出土している点が注呂される C 収穫具であるそi鎌・石忽丁の

出土量を比較すると，全体として石鎌の出土量が多く，農耕のあり方を反映している可能性がある。
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第87国石田高原地区出土石器(6) (36~40は 1 /3， 41は 1/4)
※アミかけは朱の付着範顕
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表9 石田高原地箆詰土石器観察表

l蹴香号;遺物名-1哀i章原点構E名元出日1:地点; 石 材 i長さ(c賠)総(cm) 容さ(c毘):重量(g) その飽

l 1l 2 E i U鎌 lV 黒曜石
2.3 1.81 0.55 1.3 

石務、 lV区3層 石i高五7・E 黒曜石 2.2 1. 5 I 0.4 0.9 接岳

剥片鍛 t変顛器ち込み!16Efロ・lV I黒躍石 1.3 1.91 0.2 0.8 腰f告

トf石数 沼尻4層 !日目jハ.lV黒曜石 1. 55 I 0.4 0.5 
石匙 後期落ち込み i16Efロ.lV !玄武岩 5.4 3.8 0.8 17.8 

6 磨製石剣 古壌落ち込み 115Heハ.V I頁岩
主6二，出8! 

3.21 0.6 17.0 表面風化

7 磨製石剣 SDllH 15Hjハ.SPSTP 頁岩 3.5 0.95 27.3 I 

8 石底了 濁区3下層 900イ.m下 頁 岩 15.1 5.6 i 0.5 68.6j表面嵐化

190 石患T I SDll l@jハ・ SDl1安山岩 4.9上 41:0411u;
i石恵了 ぴ区3緩 ;石j議長f・窓 ま軍縁凝灰岩 4.7 一主lJ~i 号立岩産

1lJ石患7 ¥'1区41妥 I 15Hjイ・ K ま軍緑凝灰岩 4.3 I 4.7 I 0.9 19.2 立岩産

12 i石鎌 亙区表採 15Dnニ :頁岩 7.4 5.5 0.5 i 33.31 
13 石謙 区3震 石i琵lV・窓 頁岩 10.3 4.8 0.6 52.6 表面風化

14 石鎌 後期落ち込み 16Efイ'V 硬震頁岩 8.6 5.1 0.2 i 27.7 

1i6 5 
石鎌 中期菩ち込み i90nロ・落 只岩 11. 4 5.40 0.5 29. 7 表函風化

イョ鎌 ¥11区41議 I 15Hi 1ゴ・lV 頁岩 15.9i 4.8 1.1 117.0 
17 扇王子打製石斧 5 思区4層磯群 15Dnイ.!Vレキ!~頁岩 9.0 I 4.2 ! 1.3 70.1 
18 扇平片刃石斧 i後期落ち込み 16Efハ.lV 頁岩 9.6 j ..3.70j 1.2 72.5 
19 磨製石斧 古墳落ち込み 15Heハ.lV 頁岩 10.6 3.5 2.8 171. 0 
20 柱状片刃石斧 立区3下層 15Ddハ・直下 頁岩 10.6 ! 4.2 3.6 255.3 
21 磨製石斧 中期落ち込み ji195OEfcn イ・落

ヲ只ヱョr石l-W 7.3 4.61 2.3 141.1 
22 柱状片刃石斧 吉墳落ち込み ハ咽 V 頁岩 6.8 4.4 i 2.1 112.2 
23 磨製石斧 SDll表採 15Hjハ.SPSTP 蛇紋岩 10.0 5.9 i 2.9 208.7 表欠損蛮風後再化利用
24ι 磨製石斧 lV亙4層穣群 15Dsロ.lVJ"キ 硬費砂岩 6.9 5.5 4.1 234.3 
25 磨製石斧 後期落ち込み 16Efイ.lV 頁岩 6.1 6.45 2.9 116.2 ! 

226 7 
太形始刃石斧 SDl2 115Hjハ.SDl2 1頁岩 14.716.7 

主6.14日;恒3960; i 砥石 古墳落ち込み 115廷εハ・ IV 砂岩 288一一62一一一1l{ 0.7 
28 砥石 イシジキ llli.iロ・石敷 縮粒砂岩 28.6 i 16.5 ト4b.il 盟3320i 29 磁石 iイシジキ 15Hj 1ゴ・石敷 灰青色頁岩 22.41 14.9 
30 砥石 イシジキ 15Hjロ・石塾敷j;縮硝粒砂岩岩 29.6 12.6 10.0 i 5360 
31 砥石 イシジキ I 15Hjロ・石 22.7 11. 5 I 2.7 1144 
32 抵石 イシジヰ 15Hjロ・石敷 砂岩 24.0 19.61 3.6 3120 
33 砥石 吉墳議ち込み 15Heハ・落 砂岩 26. 7 16.8 9.9 7440 

35 石血
;後期落ち込み 16Efロ.lV 凝灰岩 32.2 32.2 I 8.0 10460 

i石ffil i 古墳落ち込み 15Heハ.lV 安山岩 14.8 15.45 ! 4.5 1583 
36 薮石 SD3 I層 15Dhニ.SD3 1 安山岩 10.4 8.71 4.4 653 
J η 門i 議石 古墳落ち込み i15H己ハ・野 安山岩 10.7 9.3 5.5 960 

石杵 16.6 I 38 古墳落ち込み 15He:::'. lV砂岩 13.5 7.7 1960 

39 朱のついた/諜 i吉墳落ち込み 15Heニー漏りvi安山岩 7.81 6.8 2.4 220.2 
40 石錘 lV註4層悪妻群 15D5ロ，定レキ 多孔雲玄武岩 16.4 8.8 1062 [半欠
41 支線形石製品 ISDll 15Hjハ・ SDll 多孔賀玄武岩 j 13.6 i 12.71 1560: 
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③石製品(第訪問)

第88~9 は碧玉製の管玉である。円柱状で穿干しは両端部から擁されている O

④金麗器(第88図)

金属製品辻青銅製品が多く，鉄製品は l点にすぎない。特にVIX弥生時代後期の落ち込みからの出

土例が多仁保存状惑もきわめて良好であった。

lは吉、鋸製の指輪である。壬約2.3CI11，幅約 2mmで，断面は語:、子な二等辺三角形となり，内側に

誌にぶい稜線がつく。鏡化が進んでおらず全体的に赤銅色を呈すο2~7 は銅識である。いずれも有

菜であるが，王子語形惑から体部が三角部で逆剥を持つもの(4 )と，送料のない鞠葉形 (2・3. 5・

6・nに分けられる。後者はさらに関部に角を持つもの(3・5・7)と丸みを持つもの(2・6)

に縮分される。横断面に着目すると，体部が扇菱形で基音1)が円形のものは・ 5)，体部が扇菱形で

基部も菱yr;となるもの(6・7)，基部から体部にかけて丸みのある錆が通札扇平な翼がつくもの

(3 . 5) とバリエーションが認められる c 4については， 1本部両簡に樋が通るが，本来は基部まで

樋が通っていた痕掛があり，大型の錦接、もしくは{患の青銅製手IJ器の先端部を再加工して銅銭とした可

能性が考えられる C また， 3は誘化が進んで、おらず，赤鋸色を保っている。 8は板;誌の鉄製品である。

く剥がれるような錆の特殻から，鍛造製品と考えられる O 長斡の両端は緩く反っており，欠損が著

しいものの，鋤先の可能性も考えられる O

⑤ガラス製品(第88毘)

1O~ 13， 15~-20はガラス小玉である。正円形もしくは樟円形で，比較的謡平である。ガラスの色調

から，コバルトブルー(16 ・ 19 ・ 20) と藍色(10~13・15・17・18) に二分できる。 14は管玉である。

下部を欠損する。色調はエメラルドグリーンである O

⑥骨角器(第88l望)

21は刀子栴である G 鹿角製で多孔質の髄を割りぬいて着柄部とする o 22は刻骨である。鹿角製で，

端部は欠損するものの，現状で30本の切り込みが薙認できる。切り込みの断面は両様縁が平行となっ

ており，奈良文化財研究所の松井章氏のご教示によれば，鋸で加工されたものである。体部には長軸

に沿って穴カ潰;通L，未貢通ではあるが日釘穴と考えられる:幸子しもあることから，本来は万子柄とし

て捜用されていたのであろう O 亥Ijみ部分は欠損が著しくヲ議痕等のf吏居痕は認められない。 23も刀子

柄であろうか。骨製と考えられ，丹箭;1犬に両端をカットしたfえ南関誌が内湾するように表面を寄せり，

多孔費の髄を断指レンズ状になるように部りぬいている O 上端部は平坦で、はなく，やや内傾している。

23は扇乎な棒状骨製品で、ある。両端を欠損するものの，上場部;こは穿干しの痕勤;が認められる O 警もし

くは絹針の可能性があろうか。
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②木製品(第89国)

今西の調査では， V症の弥生時代後期落ち込みを中心に，大量の木製品が出土している O 時間的な

制約からそのすべてを密化しえなかったが，重要遺物を中心に説明を加える O

iは大型の建築部材である O 長さ約270cm，幅約13cmで、ある。長軸に沿ってやや湾畠している。先

端部は二段に分かれ，設の部分は斜めにカットされている O また，二段部分の付け根付近の両儲縁に

は，浅いくぼみが確認できる。先端部崩辺は需酉とも面的に加工されており， 1患の部{立の境新面が丹

形であるのに対して，先端部付近は丸みを苦びた四角形となる O 体部には枝をはった痕跡が顕著に残

る。下端部付近には片錨からの扶りが残り，下端部辻二次的に切断されている。

2 ~ 61土組み合わせ式の乳の部材である o 2 ~ 5が鰐部で 6は天板と脚部を毘定する補強材である。

脚部はいずれも扇平な長方形の板状素材を利恵し，片錦部縁を半月形に暫りぬき，上端iま設をつけて

やや縮く仕上げている。ほぞ穴は方形と逆三角形がある。補強材は?組めの板状素材に，長方形の穴

が南端にあいている。長方形の穴の嬉辻 5の持部のほぞ、の轄にはほ一致する。これら組み合わせ式杭

の出土例としては，福間県雀居遺跡がある O 雀屠遺跡では胸部から天板までほぼ完全な形で出土して

いるが，車事部の寸法やはぞの開け方など，今回出土したものとはほ一致する。原の辻遺跡例も間接の

構造であったと推測される。

71土木製鍬である，長方都で，穴の居留はやや厚みを持って作られている O 先端部は欠損している 0

8はココヤシ製笛である。原の辻遺跡では 2例目である。中空のココヤシ果皮を利用し，現状で 9

カ所に穿子しが認められる。このlまか，貫通はしないものの， 7カ所に穿子しを意識したくぼみがある。

⑧土製品(第90図)

1~4 は投弾である。平面は紡錘形で断面は丹形である。いずれも手ずくねで作られる。 5 は土玉

で，はほ球形に整えている。 6~161ま土製丹盤である。いずれも土器片のf母国を荒く打ち欠いて円形

に整えており， í馬面には明瞭な研磨痕は認められない。直窪はいずれも 4cm~6cmで、おさまり， 6の

みイ本部中央に穿孔が認められるものの他は無孔である。時期は破片資料で判然としないものの?いず

れも弥生時代後期の土器を転用したものと考えられる。
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表10 石田高原地産出土その他観察表

l璽霊到一堂_-'1色2-J-J玄笠1; ιよ生」三
金 属 器I 1 指稔 古墳落ち込み 15Hiロ.SNTP' lV -

I 2 錦絵 雪D3 I 15Dc 、.SD3 
I 3 i:賢司芸技 VHま4 号事 15Hi ロ .!V 

4 告持華族 11区4 層 15Hl/¥' IV 
5 銃器訣 sn31習 1ちDk二二守 SD3
6 1 "，J綴 涼 i亙3!誉回D明 ニ .m
7 室岡鉄 清区4 毒事 1号Hiロー N
8 不可R鉄製ぷ 古墳落ち込み 15Heニー V

;fi j製 品I 9 管系 NfKサフト L 高原 fv. NTP : 
ガラス製品 I 10 jえ fラス五 !，*，'士費落ち込み 15Heニー N

τττすヲヌ主一一- 後綴洛ち込み 路子TN
12 Iガラス三E i 玄室落ち込み j 15Heノヒーヱ
13 ヵ~ラス二五 後期落ち込み 16Ef口 .JV
14 管ミ玉三 Is021脅 J5Dc/¥' SD2 . 1 
15 ガラス一五 合，1震落ち込み 15He ‘ V 
16 ガラスヌ v1[互 4感 15沼i口 .JV
17 カラス支 古墳落ち込み 15He /¥ . V 

I l8 カラヌ T 1 lVl乏 3層 高砂乱T 廻

しょ之， 1:1'7主主一一一ーム玄室主主L ーしユ笠i一三ム]主
管角翠!.忌I20 カラス: INf)Z 3層 高萩乱 .m

21 哀 j令 官区 41畜 15H 口 .N
22 丈す柄 後続茶ち込み 16Eaハー N
23 I 総状'~子製品 |古墳落ち込み I15Heハー V

狩角製品し当--1E喜平棒状'箆製品 川区4賢一一よぷ盟主ム三三
木 製品I 1 建築部付- 中期包含重量 15D]ニ .N

えよ墨金主車全選笠i盗塁耳洛主主主上i笠uょ2
3 組合式案者L音s材 SD14 訪 日口。 V
4 組合式業 WLきE材 SD14 I 16Eいコー V
5 総合式主主机部材 SD14 i 16Ef口 .V
6 総合式事案札さ q.cfI SDH I 16Efロー V

17 織先 後期落"'込み 16EfイーlV
18  ココヤニ二裂笛 後務落ち込み 151-1ド・ N

土 製 品I J 投弾 ¥H主4，議 15Hj /¥ < IV 
2 投号車 古墳落;毛込み.l5Heノ、 v
5 主党弾 VH至31翠 15Hiニ .IlIJ.-キ

4 投弾 ;後期務手込み 16Ef口ー N

5 投ヲ半 後期務宅6，;Jj.1 16B，，?'. N 
6 訪喜重車 SD3 1屡 15Dkニー SD3 . 1 

Lム旦整色よ整監一一よ三笠11豆塁一~さ廷にこ 'SD立二E
8 I F9室副犬二二製品 5D I i 15Di -1 . SD 7 

三-.LEl盤主主翠並一一ほ豆11よ笠~....Ll笠金三三ニ SD斗ιi
10 I Pl器対犬ヨ二雲望号 ISD3 I 90nご . s03 一 -llJl三重量状土製品 I T主竣落ち込み 15Heノ、・ N
12 I PJ盤状」製品 !後期落ち込み I16Eaハ .N
i三 円盤状一七製品 I f主新落ち込み I16Bfイ N 
14 内幾 i犬二土袋詰 I v1[主 4層 15Hiハー H
15 I f1]鈴状こと製品 !も司区4 層 15Hiロ'!V-
16 内総状士:製品 i主主長期務ち込み 16Bfイ N

石材長:当期 限 cm) I!事さ cm 重量 g)Iその他

喜去十寸す十去十三去十→??ト一一ー
ト言語汁十-2: ::: 
ト望号間 4.2 I 0.80.4 I 2.6 
ト青銅 3.5 1 n.7 0.2 I 2.1 
γ予告:w司 3.7 I 0.8 I 0.25 I 2.5 
鉄 5.4 I 6‘9 I 0.7 I 47.1 鋤先か ?

努士[c 2.4 1 L 0 1. 0 I 5.4 1 

0.7 I 0.75 I 0.5 I 0.5 ! 
ァ~-O:ラマ O.τナ寸三:-rーロマ一一一一-

J0.6 I叫」;仁=
0.35 I 0.4 I 0.2 O. 1未満

口.3 1 0.3 I 0.2 I 0.17長詩

0.4 0.35 0.25 I O. 1卦司若者
0.3 0.3 I.2  I O.lj料藷i

z:玄了一一万.5 I 0.2 I 守 5 華警か? 一一

2ヂ0.2 I 12.714.2 
23マ 9 I 8.3 I 
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11雲寺，
;二二器片

と言書H
王互選JtI
:土詰寄片

一i二若普片
f署長片

上主総主 i 
i土 器 7
オ二号号rr

E 
喜三

里

詮I
山一

M
E
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ω一
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線訴
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鈎1吾E
Ilf~音五
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(5) 小結

①石開高原地区における遺構群の変遷

石田高原地匿の調査では，弥生時代後期~古墳時代初頭の14条の環譲と 2カ所の落ち込みのほか，

道路状遺構や弥生時代中期の包含層を確認した。本年度調査区の西鱒に欝接する地域は，平成 5年度

にすでに調査が行われ，弥生時代中期~古墳時代にかけての環譲が多数検出されている(副島1995)0

ここでは本年度調査思内での遺帯群のつながりについて検許した後，平成 5年度の成果と本年震の調

査成果を照合し，丘陵北東部における遺構群の変遷についてまとめる C

A. 遺構群のつながり(第91函)

平成 5年宣検出の遺構群のうち，本年度検出分の遺講と関連するとみられる遺需は， l'~ 6号溝・

10号講・ 13~14号溝・ 16号講. 19号講の11条の環譲とみられる遺構群と， 13号溝と14号溝に挟まれた

道路状遺構である。本年度謂査検出分のうち 1~田区の SD3 と VI 包検出の SD11が中期~後期に

かけての遺物を出土しており，環譲内のf差額も最下層の灰掲色系土層(弥生時代中期)や黒謁色腐食

土(弥生時代後期)という共通した土層堆請が認められ，平成 5年度識査時の 4号溝を介して南北に

つながるものと考えられる O また，この流れは平成 5年度調査時の 3号溝を介して，北側の 5号議に
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つながってゆく可能性がある。また，平成 5年度検出の16号講は弥生時代後期のもので， 1毘検出の

SDlにつながる可詮性が高い。また，理医検出の SD4とIB:検出の SD13が中期の環濠でつなが

る可能性がある。東関へは SD10が東へ延びて平成 5年境検出の13号溝とつながり，道路状遺構の南

側を通る環譲になるであろうか。ただし， S DlOのi揺は13号溝と比べてかなり広く，あるい辻10号講

と13号溝に分較して，東と高へ展開していくのかもしれない。平成5年度検出の大溝は，今年度の調

査で酉 ~N [R西壁付近で止まることが確認された。したがって，大溝というより人工的な大型の水溜

場とした方が実体に近い。この大溝をや心として，北儲から東慨にかけて弥生時代中期の浅い包含層

が形成され，南側にも同じく弥生時代後期の浅い落ち込みが形成されている。なお，道路状遺構は，

平成 5年度検出地点から西側へ直線的にのび， S D 9とSD10に挟まれた陸横を通って南に折れ，N

EとV区の間でさらに酉へ折れて，丘陵状に達するものと推部される。

B.台地北東低地部における遺構群の変遷(第91国)

有機的なつながりが確認された遺構群を時系列に配震し，石田高源地E互における遺構群の変遷を概

観する。

本地域で最初に遺構が講築されるのは，弥生時代前期後葉である。南北約12m，東西約15mにわたっ

て水諮場と考えられる大溝が掘削される。酉i~1jの堀方は未検出であるが，それiまど茜儲にはのびず，

最終的には東西20mほどになるものと推測される O この大講の最下!曹に辻，弥生時代前期末に腐構土

が堆覆する。

弥生時代中期言言葉には，大溝の北東部を中心に SD5・SD 4 -S D13・SD2といった浅い溝

が巡らされる。また，大濯を起点として北に 2号溝と 5号溝 3号講-SD 3，南に 1号講と 4号溝

-SDl1という 2本の環濠が丘陵を巡ることになる。 SD4とSD5は，溜区内の近接した地点でそ

れぞれ止まっており，この付近が弥生時代中期における集落への出入り口であった可詑性が考えられ

る。大溝の北鱒から東側にかけては，この時期の包含習が形成されるが，この包含層の下層には薄い

腐食土層が入ることから，この包含層が分布する範留には，大薄が1si藍して沼状の湿地帯が形成され

ていたものと誰溺される O 北鵠に展開する環濠もこの湿地帯につながる形で止まっている。

弥生時代後期中葉目、障は，大講を挟んで甫北にのびる 2本の環濠に加えて， SD7-SD8-SD 

14， S D 9， 13号議--S D lO-lO号溝が新たに掘部され，丘陵を富む環j豪は最大で 4 条~5 条となる。

この段措では大溝は完全に埋没しているものと考えられ，1王韓寄りの 2本の環譲は，この大溝を切る

ように再掘削される。また，東西に道路状遺構が整帯され， S D 9とSDlOの需の陸播を挟んで南側

に折れる。南進する道路の両鶴を併走する SD8・SDlOの胃には小ピットが列状に検出され，横列

が巡らされていたものと推滅される。道路状遺構は百匿と V区の間でさらに茜に訴れ， S D 8・4号

薄・ l号溝をまたぐような橋を通って，丘陵上に達するものと考えられる。弥生時代中期の湿地帯は

新たな環濠の掘前によって睦イとしたものと誰溺されるが，これに代わって大講の南東鱒の落ち込みに

腐食土が厚く堆積する。本年定調査区のV~VI[豆一帯に周留から水が流れ込むような湿地が形成され

ていたものと考えられ 4 条~5 条の環濠のうち，一香西宮1の環濠をのぞく 3~4 条は，この落ち込
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みを起点に南北にのび、ていたものと控灘する。

古墳時代詩期には環濠がすべて埋没し，大溝の南舗に大型の落ち込みが形成される C その全容は明

らかでないが，東西約10m，南北約 1m以上で、ある。この落ち込みからは 6世紀末の鎮恵器も出土し

ており，この時期まで国富から本が流れ込む環境で為ったことがわかる。

このように丘援北東低地部では，時期によって地点を変えつつも混地状の落ち込みが形成され

それを起点として環濠や溝が掘削されている点に特徴がある。環濠の機龍としては，外散の進入を防

ぐ防御的な意味も考えられるが，この地域のあり方からは，むしろ生活域や耕作揺を確保するための

抵地部における排水機能がより重要視されていた可能性が指摘できょう。また，これらの落ち込みか

らは木製品が比較的多く出土しており，これらの落ち込みを貯木場として積種的に利思していた可能

性も考えられる。

②出土遺物iこついて

本年度の調査では重要遺物の出土が相次いだ。まず， S D 7から出土した線刻絵画土器があげられ

るO 原の辻遺蕗では，これまで2例の報刻絵画土器が知られており，竜とみられる綾刻絵麗も弥生時

代中期の器台に描かれた例がある(杉原2000)。今回出土した査には，最低で、も 2匹の竜が描かれ，

表面は部分的に剥落するものの，本来は全面に穏刻i酉が搭かれていたものと推灘される O 竜のモチー

フの類例としては，大阪清治と遺跡例などがあげられる O 竜は架空の動物であり，水を司る神獣とし

て中国で誕生するが，日本では弥生時代後期以時，中関鏡のモチーフを真訟で土器に描かれるように

なる(佐原・春成1997)。療の辻遺跡併は環譲からの出土であり，竜に関する思想的背景をよく理解

した上で，水にまつわる祭記行為に供されたものと考えられる。

そのiまか，患の辻遺跡で2開呂となるココヤシ製信;土産の辻遺跡以外の地域において出土例がな

く，壱岐島内である程震根fすいていた楽器であったことが伺える。現在でも，遺跡の北関にある芦辺

町清石浜は，単{立面積あたりの漂着物の量が東北アジアで最も多いとの統計結果もあり，弥生時代も

海流の影響でココヤシなど南方系の木の実が漂著する機会が多かったのであろう O 類似した楽器とし
とうけん

ては山陰地方を中心に弥生時代前期に分布する縄填があるが，原の辻遺部出土例は今のところこれに

後出するようである O ココヤシ製笛の系譜については今後の課題である。そのほか，青銅製の指輪や

鹿角製の刻骨の出土は，涼の辻遺跡では初何である。

[参考文献}

副島和明1995f原の辻遺跡j長崎県文化封調査報告書第124集 長崎県教育委員会

杉原敦史2000I線五iJ絵画土器発見!J r原の辻ニュースレタ -j 7 長崎県教育庁j京の辻遺臨調査事

務所

金原巽・春或秀爾1997f原始絵画j歴史発掘5 講談社
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長時県，原の辻遺跡(平成14年度調査研究事業)における自然科学分析

株式会社古環境研究所

上詑粉分析

上はじめに

花粉分析は， 一般に抵混地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されておりラ

遺跡調査においては遺帯内の堆讃物などを対象とした局地的な補生の推定も試みられている。花粉な

どの積物遺体は， 7](成堆積物で、は保存状況が良好で、あるが，乾燥的な環境下の堆積物で、は分解されて

残存していない場合もある。

2‘試料

試料i土，弥生時代後期~古墳時代初頭とされる石田高毘地[2<:V][区の SD5およびnLRのSD3から

採取された 2点である。試料の詳縮をi翠 1(こ示す。

3.方法

花絵粒の分離抽出は，中村(1973)の方法をもとに，以下の手JII立で、行っ

1) 5 %水薮化カ 1)ウム溶液を加えて15分間湯煎

2 )水洗処理の後，0.5rnmの諦で、諜などの大きな粒子を取り除き，沈澱i去で砂粒を除去

3) 25%フッ化水素酸落液を加えて30分故置

4)水洗処理の後，氷雪下識によって説水してアセトワシス処理を蕗す

5)再び氷詐援を加えて本誌処理

6 )沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色L，グリセ 1)ンゼリーで封入してプレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は生物顕撤鏡によって300~1000告で千rった。花粉の同定は，高倉(1973)および中村(1980)

をアトラスとして，所有の現生標本とのjせよとでった。結果はi司定レベルによって，科，亜科，属，

亜属，節および種の賠殺で分類し，複数の分類群にまたがるものはハイフン(一)で、結んで、示した。

イネ属については，中村(1974，1977) を参考にして宅現生f標票本の表出

の特j徴設と対よ比七して問定しているが， 1扇体変化や類似種があることからイネ属望としたG なお，検鏡の

擦に寄生虫卵が観察された場合は許数を行った。

4.結粟

(1)分類群

出現した分類群は，樹木正粉27，樹木花絵と草本花粉を含むもの 3，草二本花扮23，およびシダ植物

胞子2形態の計55である。分析結果を表iに示 L，花粉数が100額以上計数された試料については花
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和総数を基数とする花絵ダイアグラムを示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。なお，寄

生虫卵も 2分類群が検出された。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

モミ属，ツガ属，マツ属複雑管束盟属，スギ，イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科，クルミ属.ノグ

ルミ，ハンノキ麗，カバノキ属，ハシバミ嵩，クマシデ麗ーアサダ¥ク 1)，シイ属ーマテパシイ麗，

プナ属，コナラ属コナラ亜属，コナラ属アカガシ盟属，ニレ属 ケヤキ，エノキ属ームクノキ?アカ

メガシワ，サンショウ属，ブドウ麗，ツバキ属，グミ属，ハイノキ属，モクセイ科，イスノキ属，ス

イカズラ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科会 イラクサ手ヰ，マメ科φ，ウコギ手ヰ

〔草本花粉〕

ガマ属ーミクワ罵，オモダカ罵，イネ科，イネ属型，カヤツ 1)グサ科，イボ、クサ， ミズアオイ嵩，

タデ属サナエタデ簡，ギシギシ属，アカザ科ーとユ科，すデシコ科，キンポウゲ撰，アブラナ科，ワ

レモコウ属タアリノトウグサ属 フサモ属，チドメグサ亜科，セリ亜科，ゴマ，オオバコ属，ゴキヅ

ル，タンポポ亜科，キク亜科，ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝龍子，三条溝鞄子

〔寄生虫期〕

回虫卵，鞭虫卵

( 2 )花粉群集の特鍛

1)石田高原理区 SD5

1麗(言ェ持ヰ14)では，輯木花粉より主主本花和の占める割合が高Lミ。草本在一粉ではイネ科(イネ属型

を含む)が蜜占し，アブラナ科，ヨモギ罵，アカザ科ーヒユ科，カヤツ 1)グサ科，キク亜科，セ 1)亜

科の草本花絵が1+われる。他にオモダカ属，ミズアオイ属，ゴマが検出される。樹木花粉ではコナラ

嵩アカガシ亜属，シイ議 マテパシイ属，エノキ属 ムクノキが高率で出現し，スギ¥ク 1)，モクセ

イ科，ツノtキ属が{半われる。

2 )石田高原E区SD3

4層(試料15)ではヲ樹木花斡よりも草本花粉の都合が高い。草本花訟ではイネ科(イネ属塑を含

む)が優出し，アブラナ科，ヨモギ属，アカザ科ーとユ科，タンポポ重n，カヤツ 1)グサ科，セリ亜

科の草本花粉が伴われる。また，クワ科 イラクサ科がやや低率に出現する O 樹木花粉で辻シイ属ー

マテパシイ属，コナラ嵩コナラ重露，エノキ嘉一ムクノキ，スギ、が高率で出現する。なお，回虫およ

び鞭虫の寄生虫卵が低密度に検出されたc
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5思詑続分析から推定される植生と環境

弥生時代後期~古墳時代初頭とされる石田高原地区理区の SD 5 (l層)およびE区の SD 3 (4 

層)の堆積当時は，イネ科をはじめアブラナ科，ヨモギ、属，アカザ科ーヒユ科，タンポポ亜科，キク

亜科，クワ科ーイラクサ科などの人里植物もしくは耕地雑草が分布していたと考えられ，周辺ではイ

ネおよびゴマなどの栽培が行われていたと推定される。また， J苦辺地域にはコナラ屠アカガシ亜屠，

シイ屠 マテパシイ罵，ツバキ属などの京葉檎林をはじめ，エノキ属 ムクノキ，スギ，ク 1)，モク

セイ蒋などの樹木も分布していたと推定される。

立区の SD 3 (4 層)では，田虫および鞭虫の寄生虫卵が検出されたc これらの寄生虫は，虫~ßの

付着した野菜・野草の摂取や水系により経口感染するが，抵密震であることから，集落潤辺における

通常の汚染程震と考えられる。
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療の辻遺跡，石田高原地区における花粉分析結果表 1

15 
立区 S D3
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つム

q
J
Q
υ
1
4
q
J
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i

1
i

号
E
A
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分類君芋

Arhore<ゑ1pol1en 樹木花粉
AbIes モミ属
Tsuga ツフゲ1議
Pinussubgell. Dipf.叫 ν{on マツ底緩維管東亜属
Cryptomeria japonica スギ
τ'axaceae一CephaJotaxaxeae-Cupressaceae イチイ科 イヌガヤ科 ヒノキ科

Juglans クルミ最高

Platycaηa strobilacea ノグルミ
Alnus ハンノキ属
Betula カノfノキ属
Corvlus ハシノfミZ長
Carpinus-Ostrya japonica クマシデ属一アサダ
Castanea crena[(l クワ
Castanopsis シイ属 マテパシイ属
Fagus ブナ属

Quercus suhgen. Lepidobalanus コ ナ ラ 綴 コ ナ ラ 直 属
Quercus subge孔 Cyclobalanopsis コナラ草案アカガシ豆腐
Ulmus-Zelkova serrata ニレ属ーケヤキ
Celtis-Aphananthe aspera エノキ属 ムクノキ
Mellotus japonicllS アカメガ、シワ
Zanthoxylll1J1 サンショウ属
Vuis ブドウ渓

Camelia ツノ〈キ属

Elaeagnus グミ緩
Symplocos ハイノキ属 1 
OJeaceae モクセイ手~. 8 
Distvlium イスノキ暴露 I 

Lonicera スイカズラ1或 I 
Arboreal . Nonarboreal pollen 樹木・草木花粉

Moraceae-Urticaceae ク ワ 科 イ ラクサ科
LegurrlInosae マメ苧;

Araliaceae ウコギ科
Nonarboreal pollen 熊木花粉

乃pha-:τpar宮anlUln ガマ属 ミクリ属
Sagittaria オモダカ総
Gramineae イネ干斗

Oryzaかpe イネ滅型
Cyperaceae カベアツリグ--lj-干'l-
An自 lemakeisak イホ、ク→T
Monochoria ミズアオイ属
Polygonum sect. Persicaria タデ潟サナコ二タデ節
Runlex ギ シ ギ シ 属
Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科ーとユ科
Caryophyllaceae ナデシコrl
Ranunculus キンポウゲ属
Cruciferae アフやラナ不十

Sanguisorba女 ワレモコウ属
Haloragis-Myriophyllum アリノトウグサ環ーブサモ主義
E王ydrocotyloideae チードメグサ;阪科

Apioideae セリ豆E科
Sesamum indicUln ゴマ
Plantago オオバコ属
Actino封印7m.alobatum ゴキヅル
Lactucoideae タンポポ草間}
Asteroideae キクヨ在科

ヨ

i 

ハV
1
4
1
i

円

J

118 
1 

10 
1 

1 
1 

5
1
1
 

q
u
 

6 

'
i
lム
寸
上

21 
2 

1 

1 

1
1
3
1
2
1
 

守

i

2
1
2
6
5
 

つω

2
5
1
7
1
 

つJ

可
ム

2
1
6
8
1
 

o
o
-
-
A
 

1
i
 

1 

4 

i 

I 

1
i
1
A
ワム

p
h
U
司

i

っd
ヴ
J
Z

1
1
9
1
 
3
i
T
i
必パ
τ

14 
VlIlfXSD5 

1層和名..，-名

14 
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Femspo詑

l'vlonolate type spo間 単条誇李総子 5 7 
Trilate type spo回 二三条議抱子 1 8 
ArboreaJ pollen 樹木花粉 127 64 
Arboreal . Nonarbo肥 alpollen 樹 木 ・ 察 本 花 粉 8 32 
Nonarbo出 足1poJlen ーふ本花粉 281 254 

F負担型住ー一一一 花粉総数 416 350 
一一 一一百軒1函瓦1の花語番通一一 ← 

〉く

Unknown polleu 

E主主主竺さ一一一一一一一一一一 一一三二三三塾塾施予
He1minth eggs 容子生虫卵

Ascaris 母虫卵 I 

Zトichuris 額要$$ 8 
TotaJ 言十 o 9 

試 料 1cnI中の主宰:'I亡命虫卵繁茂 (-) 7.2 
(ー xlO
(-) (-) 

6 15 

明 ら か な 消 化 残 盗
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E量寄生虫卵分析

仁はじめに

入や動物などに寄生する寄生虫の部殻は，花粉と同捧の条件下で堆積物中に残存しており，人の岩

住域では寄生虫卵による汚染度が高くなる。寄生虫卵分析を用いてトイレ遺構の確認や人糞施肥の有

無の確認が可能で、あり多寄生虫卵の種類から，摂取された食物の種類や，そこに生怠していた動物種

を推定することも可龍であるつ

2姐試 料

試事:Hま，弥生時代後期~古境時代初頭とされる石田高原地区IIiRの SD3，SD7， SD9から採

取された計3点である。試科の詳細を表 1~こ示す。

3.方法

織化石分析法を基本に，以下のように行った。

1)サンプルを採量

2 )脱イオン水を加えて撹#

3 )鏡別および沈澱j去により大きな砂粒や木片等を除去

4) 25%フッ化水素酸を加えて30分静置 (2~ 3度混和)

5 )遠心分離(l500rpm，2分間)による水洗の後にサンプルを 2分割

引片方にアセトリシス処理を施す

7 )再方のサンプルを染色後，グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

8)検鏡ー

4.結果

分析の結果， S D 3の7層(試料13)では鞭虫卵， S D 7の8層(試料3)では鞭虫卵， S D 9の

4層(試料4)では鞭虫那卵とカピラリア那が検出されたが，いずれも低密度である。

5.考察

弥生時代後期~古墳時代務頭とされる石田高原地iRII区の SD3，SD7， SD9からは，鞭虫卵

が検出された。鞭虫は，虫卵の村着した野菜・野草の摂取や水系により経口感染するが，抵密度であ

ることから，集落鹿沼における通常の汚染程度と考えられる。 SD9からは鳥類に寄生するカピラリ

ア部が検出された。このことから，水鳥等の存在が示唆される。
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表 1 原のi土遺星第，石田高原E区における寄生虫開分析結果

3 4 13 

分類群 SD7 SD9 SD3 

学名 和名 8J言 4層 71麗

Helminth eggs 寄生虫卵

Trichurぜs 鞭虫卵 2 i 10 

カピラリア 1 
由一一→ー一一{ーーーーー一ー「日--ー一ーーー-.-ーー一戸、ー一一ー←ー一一ー ι ーーー」ー←ー→一一一明一一ー一一ーーーー.-ー一一一一一ー一一一}司←←-ーーーーーーー一一←ー『一一一←←一一一一一ーー一 一一『ー+

Total 言十 2 2 10 

試料 lcn沖の寄生虫卵密度 1.8 2.4 1.4 

XlO XlO XlO" 

明らかな浩fヒ残誼 {一)

試料 1cn1'rtの花粉1密度 4.0 3.8 3.5 

X104 X10
4 XlO" 
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m.珪藻分析

仁はじめに

琵藻は，珪接震の被殻を有する挙結胞詰物であり，海水域や淡水域などの水域をはじめ，湿った土

壌，岩石，コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は，塩分濃度，酸性度，流水性などの環

境要因にt6じて，それぞれ特定の生息場所を持っている。韮藻化石群集の組成は，当時の堆積環境を

反映していることから，水域を:主とする古環境復!京の指標として科摺されている。

2.試料

試料は，弥生時代後期~古壊E割t初頭とされる石田高原地区 I区の SD1とSD 3， n亙の SD7

とSD 9，車区の SD3， N区の SD8とSDlO， V区の SD14， v1区の SDll，理区の SD 5， 

辺八反A区の SD2から採取された計12点である O 試料の詳細を図 1に示す。

3萄方 法

以下の手)1留で珪藻を抽出し プレパラートを作成した0

1 )試料から乾燥重量 1gを秤量

2) 10%過酸化水素水を加え，加j昆しながら 1晩放量

3 )上澄みを捨て，縮粒のコロイドと薬品を水洗

4)残遣をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾操

5 )マウントメディアによって封入し，プレパラート作成

6 )検鏡・討委主

検競\;;1:，生物顕穣鏡によって600~1000告で行った。計数は珪藻被設が100悟捧以上になるまで行い，

少ない試料についてはプレパラート全面について精査を行った。

4.結果

試料から出現した珪藻は，真一中率性種(海-?~水生種) 9分類群，賞塩性種(淡水生種)82分類

群である。計数された珪藻の学名と偶数を表 1に示し，珪藻総数を基数とする百分率を算定したダイ

アグラムを関 1fこ示す。以下にダイアグラムで表記した主要な分類群を記すc

〔中塩性(汽水生)種〕

Navicula menisculus v. upsalinesis，N乱viculaperegrina 

〔貧塩性(淡水生)種〕

Achnanthes hungarica，Achn組 theslanceolata，Arnphora copulata，Aulacoseira ambigua，Aulacoseira sp日 Coc-

coneis placentula，Fr品gilariaconstruens，Fragilaria consuuens v. binodisラFragilariaconstmens v. subsalina，Fragi四

laria construens v. venter，Gornphonema augurβomphonerna parvulurn，Gornphonerna truncaturn，Hantzschia am-

phioxys，Navicula capitata，Navicula confervacea，Navicula elginensis，Navicula pupula 
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5.珪藻分析から推定される堆積環境

(1)石田高原 I区

SDlの4層(試料1)およびSD3の8麗(試料2)では?珪藻が救出されなかった。珪葉が検

出されない涼図としては，謹藻の生育に遺さない乾燥した堆護環境であったことや，水流による潟汰

を受けたことなどが考えられる。

( 2 )石田高原IIIR

SD7の8層(試料3)では，流水性穫の Achnantheslanceolata， Gomphonema parvulumが高率で出

現し，止水性種の Fragilariacons加 ens，Fragilaria construens v.venterなども伴われる O このことから， 8 

層の堆積当時は，おおむね潜水した流水の環境であったと考えられ，部分的に止水になる箇所や時期

もあったと推定される。

SD9の4膚(試料 4)では， Achnanthes lanceolataなどの流水性種， Fragilari品 construensv.venter 

などの止水性種，および豆諸tzschiaanlphioxysなどの陸生珪藻が出現する G このことから 4屡の堆

積当時は，諾水した流水域やJ1::.水域，および理器なj窪域などが見られる多様な環境，もしくはこれら

を縁り返す不安定な環境であったと誰定される O

( 3 )石田高恵理区

SD3の14層(試料 5)では，おもに止水性謹の Fr呂.gilariaconstruens v. venterが優占して出現する。

このことから， 14層の堆積当時は，おおむね滞水した止水域の環境で、あったと推定される。

( 4 )石田高原w区

SD8の7層(試料7)では， Fragilaria construens， Fragilaria construens v. venterなと守の止水性種が寝

占し， 21書(試料6)では， Gomphonem昌parvulum，Navicula elginensisなどの流水性種，および、Navicula

confer四ceaラ Hantzschia昌mphioxysの陸生珪藻が出現する O これらのことから， 7層の堆積当時はおお

むね滞水した止水の環境であったと考えられ，2層では器本した流水の環境および湿j障な睦域の環境で

あったと推定される O

SDlOの22層(試料 8)では， Fragilaria construens， Fragilaria construens v. venterなどの止水性謹が優

占する。このことから， 22濯の堆積当時はおおむね帯本した止水の環境であったと誰定される。

( 5 )石缶高毘V1区

SDllの5層(試料9)では，流水性麓の Achnanthes hungaricaがを豪占する O このことから， 5層

の堆積当時はおおむね諾水した流水の環境であったと推定される Q
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( 6 )石田iZ石原V

S D14の 3層(試うfHu)では， rj:l塩性(汽水生)種で汽水泥蜜子詩指標種群の Naviculamernsculus 

v. upsalinesis，および汽水泥質干潟指標種群の Naviculaper!εgnuaが穫占する。このことから 3層の

積当時は海水の影響がある泥買の干潟の環境であったと推定される。

(7)石罰高原酒区

SD5の4層(試では，珪藻が:まとんど4実出されなかっ

は，前述のようなことが考えられる。

( 8 )芦辺八反A[玄

SD2の 9層{試料12) では 珪藻がlまとんど検出されなかっ

は，前述のようなことが考えらtLる c
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原の辻遺跡，石開高原地区および、芦辺八度地区における主要理藻ダイアグラム間 1
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原の辻遺跡高元石田高原地区(2002年度)出土動物遺存体

丸山真史 1・松井 章2

はじめに

今回報告するのは，高元 1，II反，石田高原 1，II， !II， IV， V， ilI区から出-士、した動物遺存体で

ある。本遺跡では，平成 5年度の f高原地区の調査において，環濠の一部からノト貝塚をともなうゴ

ミ捨て場が確認されており，そこから多くの動物遺存体が出土した(茂原・松井:1995)。また，

地区でも，平成6年定の範国確認調査において，竪穴住居社からト骨などともに動物遺存体が出土し

ている(松井 1995)"今[i'l]の試料は，弥生時代の試料が主体で，その地に古壌時代の試料も含まれ

るc

仁出土した動物遺存体の特徴

j般入された試料は，発掘中に肉眼で確認し採集したものと，水洗選別から得られたものである o 1:走

者は発掘担主者が，石町高原V区後期落ちこみi勾の貝i膏ブロックを 1蹴メッシュのふるいにより水洗

選別したもので，魚類をはじめとする多くの鼓絹遺物を採集することができ，本報告に盛 iJ込むこと

ができたc

動物種名，部位までi可定できたものは，破片数93点である。魚類が23点，うち軟骨魚類(サメ類)

8点，硬骨魚類16点である C 硬骨魚類は，ベラ科の一種 7点，ブグ室長13点，マダラ 2点，オイカワ，

ブサカサゴ科の」種，マダイ?ブエダイ科がそれぞれ l点ずつである。詞生類(カエル類)，鳥類が

1点ずつ，時乳類66点，うちとト 2 おそらく同 A 掴体)，イノシシ30点，ニホンジカ 3点，鰭関j

類 1点，イヌ 4点，ウマ17点，ウシ 2点，イルカ類 7点である。発掘面積に対してこの出j二量は多い

とは言えず，以前の環i表部の調査に比べても少なLミ。

2.種類ごとの特徴

aョウニ調

蘇度動物門

ウニ類

ウニの椋が多数I:li土している。

脊椎動物門

b種 差戻類

サメ類

石田高涼地区の環i豪語からサメ類の誰骨 6点， 2点;が出土している。そのうち 1点は，ネザ

ミザメ特有の蛇腹のような鵠面を持つ大軍の椎骨で、あるつ以前の調査で出土したような加工品は見ら

l 京都大学大学院入荷・環境学研究科

2 奈良丈化財球究所主任研究者京都大学大学院人誇・

3 東京大学江田真毅よ去のご教示を得た。
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れない(茂原ー松井 1995)。

オイカワ

長層ブロックの水洗選開試料から，完形の堀頭骨 i点、が採集された。 河川の中流から下流域，

なj鵠沼に生息する。遺跡からの出土は全国的に少なく，貴重な試料である。現在，出二tが確認されて

いるのは，愛知県一色青海遺跡(久保1998)，滋賀県粟津湖主主遺跡第3貝層(内山・伊珪1997)，広島

県帝釈弘法滝潟窟遺跡(松井ほか2000・藤田ほか2002)である。

フサカサゴ科の一種

長官ブロックの水洗選別試料から主主主蓋骨 1点を採集した。フサカサゴ科は，それぞれの種が類似

しているため区別が難しく本例も種の同定には至らなかった。

マタラ

貝層ブロックの水洗選別試科から，前上顎骨を 2点採集した。マダラは，日本列島近海では北太平

洋北部，日本海，黄i包オホーツク海，ベーリング海に分布する c 現在， El本海では島根県が南隈と

されている。北海道や東北地方以外の遺跡からの出土泣少ない。全長1.2m程定まで成長するが，本

側は 2点とも小裂の{肉体である。

マダイ

石田高原地区の環濠部から，主上顎骨 1点が出土 Lている。それ迂ど大きくないが，体長30cmを越

える{国体である。

べラ科

貝層ブロックの水洗選別試料から 7点のベラ科の[l垣頭骨を採集した。手元の環生骨格比較標本の

キュウセン，ヤシャベラ，オハグロベラ?ムスメベラなどと比較したが，いずれも形態的特設を異と

し，種を{可定するには至らなかったっ

フグ類

貝層ブロックの水i先選別試料から，前上顎骨 3l(と態管 1点が採集された。詣骨はかなり小型の儲

体である。

フエダイ科の一種

小型のフエダイ科の誌と顎骨が¥台、出土している。

C. 爵生類

呉層ブロックの水読選~iJ試料から，カエル類のヒ擁骨 1 点のみを採取した。大きさから，アマガエ

ルのような小型の種と誰測されるつ

d. 鳥類

高元:地区から尺骨が1点出土している c 手許の標本では，ウミウ，カワウ，アオサギなどより大き

く，フゲン，ハクチョウより小さい。尺骨の持散は，長さの割に結く華者な印象を受ける。アホウド 1)

類に類似するが，手許に現生標本が無く，今後，現生謀本をもとに種を確定したい o

e調 宮甫乳類

イノシシ

全部で29点出土している O 最も多く出土したのは遊離歯で，丈撞 1点，大白歯 9点である O 犬歯は
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大きく発達したオスのものである O また， [1詣のw交耗はいずれも進んでおらず幼獣または，若獣のも

のが多しミc 次いで控骨4点.下顎骨，榛骨それぞれ3点ずつ，頭蓋骨，上腕骨それぞれ2点ずつ，

?を，寛骨，肩甲骨?それぞれ上点ずつである。骨端部の北骨化終了した成獣を含め小さな揺誌が多い。

今回は，形態的にブタの可能性を見ることができる顎骨などの良好な試料に恵まれなかった。

ニホンジカ

石田高産地区から寛骨が 1ょう;と高見地誌から枝角が2点出土している c 校角のうち 1点に辻，加工;

:痕が見られる c 落角を慣用したもので，数回切ろうとした痕跡があるが，風化しているため明瞭で、は

ない。

イヌ

石田高原地況の環濠部から，下顎骨 1点， Ij!主骨 1点，遊離歯 1点が出-土している。 下顎骨から大き

さを推定すると，縄文犬のやや大きい部類に属 L，形態も縄文犬の範轄に含められる O

イヌ科

石田高原地尽から，下顎犬競が I点出土している。日本犬には見られない大型のイヌ，もしくは小

型のオオカミと考えられるが，どちらの可能性もあるため 種の再定には主らなかったc

ウマ

石田高原地区の環濠i勾から遊離歯が17本出土しており，そのうち 2点が切歯で，その地はすべて自

歯である。年齢査定できたものは13本で 5 歳 ~10設のものが 5 本， 10歳~18歳のものが 6 本， 18歳

以上のものがZ本である。出土状況は?環濠の 3層から 4層， トレンチ部からで，層序的には後世の

詫入をうかがわせる要素はない。 他の廃棄された動物遺存体と同様に環濠からの哉のみの出土なので，

それ自体，埋葬や祭詑に伴うものと考えることはできない。

ウシ

石田高原地底の環濠部からヲ遊離歯が2点lH土している O いずれも同地点から出土の丈臼歯である

が， ~lj1題体のものである。ウシは，伊JIll子貝塚の弥生時代後期に担当する{立震から出土しているもの

が最も占いとされている O

鰭騨類

アシカ?

石田高原地区の環濠部から，大きさアシカに相当する大腿骨が 1点出土している。骨端部が化骨化

していない若い11l¥'1体である ο 以前の調査でもアシカ類が報告されており(茂原・松井1995)，原の辻

遺跡を代表する撞類である。ほかの鰭脚類，たとえばトド，オットセイなどのオスも大きいが，分布

域から見て，現在では絶滅状態のニホンアシカの可能性が高いだろう。アシカは，韓国の釜山市東三

謂貝塚(韓国新石器時代)や，鳥取巣青谷一王寺遺跡(弥生後期)を始め，対

の遺E勝志訪か〉らのf出i品j土が多く，近年では愛援黒宮前JII遺跡群〈弥生末~占墳ノ初頭)宅同県阿方貝塚(弥生

f支持j)などからも出土が知られており，分布が広かっただけでなく，薬用などのよドなる食料以上の価

値があったとも考えられる。

イルカ類

高元地区から 3点と石田高原地区から 4 いずれも椎骨が出土している。小型のクジラ類である

190-



ハナゴンドウの現生比較標本よりもさらに小さい鶴体である O

ヒト

石田高原地区から，前頭骨と頭頂骨が l点ずつ出土した。接合しないが，おそらく同イ固体と忠わ

れる。

3.考察

の辻遺跡の人々は，イヌを多く飼い，それらを食料にしていたことが，以前の環濠i誌の調査で、明

らかであった。また，その立地からして多様な水産資源を利用したことも原の辻遺跡の人々の生業の

特績である c クジラ，イルカ，アシカ?といった海棲捕乳類や，大型のザメ類のような大裂魚顛や，

多くの中，小型の硬骨魚顎を求めて，積梅的に海に乗り出していったと考えられる 3 内陸ではオイカ

ワのようなコイ科の魚類を捕らえ，さらに沖に出てさまざまな海水魚を漁獲していたことが明らかに

なった。

鳥類遺存体は少量ずつげU:しているが，継片が多く再定は困難で種類は誤られている。しかし，尺

点は，大型で，従来の涼の辻遺跡の報告例，骨の形態学的特徴からするとアホウドリの可詑性

が高い。今後，現生アホウド 1)の標本と比較して種類を同定したい。

また，今回，特筆せねばならないのは，ウマ，ウシの出土で、ある c 議志j倭人{云には， iその他牛馬

虎豹鵠なしjと記され，ウマやウシがいなかったとされている。実際には戦前から縄文貝塚、や弥生時

代の遺跡からウシやウマが出土することが珍しくなかった。直良信夫は，縄文時代後期から晩期にか

けて，既に鹿児島県の!南立高のLH7/(貝塚から北海道の東部[路畏塚まで日本全国にウマの飼養が正がって

いたと考えている(直良1970)。林田重幸も，縄文時代にも弥生i時代の人々も馬を貴重な家予言として

おり，療の辻遺誌においてもJ;)、前の調査で出土した試料を弥生時代のウマと考えている〈林田1977)。

その後，松誌や松井らは，フッ素年代推定法や AMS放射性炭素年代推定法を思いて，従来，縄文，

弥生時代のウマといわれていた資料を誠定したところ，いずれも後世のもので 貝塚やその飽の遺跡

出土試5/'-4.1立後世の混入で、あったことを証明した(近藤ほか1992)。そして，松井は平成 6年度の原の

辻謂査出土のウマを出土状況等から，弥生時代の可能性は抵いと考えた(茂原・松井前掲書)。今@I

の出土慨は，尚一個体のiヨ詰が環濠のi里土，第3層から 41吾にかけてまとまって出土しており，これ

までのように遊離した歯が単独で出土した状況とは異なっていることが特鍛である。原の辻遺跡、では，

以前よりウシやウマの出土が報告されていたが， f也の遺跡から出土した縄文ウマや弥生ウマの骨を，

フッ;素年代:iJ1U定法や放射性炭素年代挺定を行ったところ，いずれも構成の握入であることが判明し

しかし原の辻遺跡の立地する壱岐は，地理的にも大陸から日本列島に到達するまでの中継地点となり，

さらに他の出土遺物からも大陸との交渉の窓口であったと考えることができ，例!外的に移入されてい

た可能性も否定はできない。今後， ANS放射性炭素年代都定法により歯，そのものの年代を測定す

る予定である O

おわりに

発掘土壌の水洗選別により。多くの後紹遺物が得られ，このなかにオイカワが含まれていたことは

Q
U
 



大きな成果である。そして，マダラも北海道や東北地方以外の地域で出土することは珍しく貴重な試

科となった。環濠からウマが出土したことは，弥生時代の家畜の移入に大きな問題を投げかけた。今

後，放射性年代灘定の結果を見て評錨をせねばならなLミc
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療の辻遺諒{平成14年度発掘謂査)出土動物遷存体の種名義

車京皮動物門 ECf般的DERMATA

ウニ締 Echinoidae 
ウニ類 Echinoidae gen. et sp. indet 

脊捻動物内 VERTEBRATA 
軟母魚網 Chondrichthyes 

ネズミザメ EI Lamniformes 

ネズミザメ Lamna ditropis 

サメ類 Lamniformes fam. gen. et sp. indet 

エイ類叉勾iformes加 n.，g叩.et sp. indet 

Osteichtyes 
コイEl CyptinifOlmes 

コイ季f. Cyprinidae 

オイカワ Zacco Platypus 
カサゴEI Scorpaenifo訂nes

フサカサゴ科 Scorpaenidae 
フサカサゴ科の A 種 Scorpaenidae gen. et sp. indet 

タラEl Gadiformes 
タラ科ト Gadidae 
マダラ Gad担当 macrocephalus

スズキ[el Pecifoemes 
ブエダイ科 Lutjanidae 

ブよエLダイ科の一f種重 L立時り昌釦註1ほda総eg巴m註 ets叩p今 i泳E耳lde佼t 

夕イ科 S匂par耐託お巴

マダイ Pagrus majo[ 

ベラ手十 Labroide 
ベラ科の一種 Labroidei gen. et sp. indet 

フグ EI Teraodontoidae 
フグ手ト Teraodonidae 

フグ類 Teraodonidae ge註.et sp. indet 
繍乳総 Mぉnmalia

霊長EI Ptim昌tes

ヒト科 Homol1idae 

とト Homo sapiens 
1主IJ:JEl Carnivora 

イヌ科 Cal1idae 

イヌ canis familiaris 
イヌ科の一種 Car凶註巴 gel1.et sp. indet 

D Piul1ipedia 
鰭総類 Pinl1ipedia fam.ラ geu.et sp. il1det 
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クジラfI Cetacea 
イルカ類 Delphinidae gen. et sp泌氏
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